


第１６９回鳥取県医師会（臨時）代議員会議事録

１．開 催 の 期 日
平成１７年８月６日（土）

午後４時５分～午後５時４０分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代議員の総数
４３名

４．出席代議員数
３４名

５．出席の役員等
長田会長、岡本・野島両副会長

富長・渡辺・天野・神鳥・宮�各常任理事

栗原・石田・宮川・吉田・明穂・阿部各理事、

岸田・吉中両監事

入江顧問

６．議 決 事 項
以下の６議案についていずれも原案通り可

決承認した。

第１号議案 平成１６年度鳥取県医師会収入支

出決算承認について

第２号議案 平成１６年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成１６年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成１６年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 鳥取県医師会会費賦課徴収規則

の一部改正について

第６号議案 平成１７年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

７．会 議 の 状 況
〈米本議長〉

定刻より５分遅れて、ただいまから第１６９

回鳥取県医師会臨時代議員会を開会致します。

まず、事務局より資格確認をお願い致します。

〈谷口事務局長〉
資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４３名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は３４名でご

ざいます。従いまして、過半数の出席でござ

います。以上、ご報告致します。

〈米本議長〉
ありがとうございました。過半数の出席で

すので、会議は成立致します。

次に議事録署名人の選出でございますが、

議長にご一任願えますでしょうか。

［異議なし］

では、１５番・松浦喜房代議員、１９番・岡本

博文代議員のお二人の先生にお願いします。

それでは、日程に従いまして、「会長挨拶」

をお願い致します。長田会長、お願い致しま

す。それから、申し遅れましたが、本日は時

間を１００分とってありますので、よろしくお

願い致します。

〈長田会長〉
長田でございます。本日は、御案内のとお

り１６９回臨時代議員会すなわち決算代議員会

でございます。先回、通常の代議員会がござ

いましたが、その際にお認めいただきました

事業計画等の執行に当たり、いろいろと問題

点もございますので、その点、少し御報告し

ながら議案の審議と御承認をお願いしなけれ

ばなりません。よろしくお願い致します。

今、手元にございますけれども、日医の３

月の代議員会で問題のあった点、いわゆる中

央情勢などにつきましては、最近、情報が

ファックスニュースも含めて非常によく伝達

されております。従いまして、まず、我々の

組織がどうあるべきかなどということに触れ

まして、議事次第に沿って皆さんと一緒に考

えていきたいと思っておりますので、よろし

くお願い致します。

この間、大変遅れましたけれども、６００号

記念特集ということで医師会報を発行させて

いただきました。刊行の言葉にも述べました

ように、第４００号は、鳥取県医師会館完成の

記念式典があった時で、私は常任理事として

参加させていただいておりました。出来てか

ら入っていくなんて誠に勝手だと思いながら、

この医師会に参加させていただき、今日に

至っています。

前の５００号である平成の７、８年の頃とい

うのは、非常に一つの変わり目であったと思

います。現在郵政に関して政府の大津波とい

いますか、つむじ風といいますか、非常に大
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荒れでいながら、そのなかに隠れている医療

改革の問題は、これから１２月にかけて大きな

変化があると思っておりますので、私たちは

十分それに備えまして、組織というものをき

ちっと見直しながら、先に進んでいくべきで

はないかと思っております。

私もいろいろと役目を仰せつかりながら、

思っていることでございますが、鳥取県医師

会は入江先生に１２年間会長をしていただきま

した。そこで私が受けましてから既に５年に

及んでおりますが、その間の変化というのは、

１２年のうちの５年どころか、さらにもっと

もっと大きな変革のあったこの５年間ではな

いかと思っております。

私たちの医師会というのは、役員もおれば、

事務局もおります。役員の立場からいいます

と、おまえは好きだから出ていくのではない

か、それなら旅費ぐらい自分で持てとか、こ

の予算をもっと他にいい具合に使えとか、こ

れはうわさ話でございますが、いろいろござ

いました。しかし、最近は会議が多いこと、

それから昔と違ってその内容が非常に濃いこ

と、ただ座って判を押せばいいというような

ものではなくて、内外ともに関係の方々と同

じような視点で討論していかなければいけな

い。

例えば、県でございますけれども、今の若

いいろんな係の方は、すばらしいスピード性

があり、しかも非常にクオリティーの高い、

行政にいろいろな大きな力を持った方々が多

い。昨日も夜中の１０時になってから、今度の

会をこうしてみるといかがでしょうと、ある

係長から電話がかかってきたりして、非常に

県も変わってまいりました。それから今日は

大学から役員も出ていらっしゃいます。官僚

の方、いわゆる事務方は別として、教授の

方々、あるいは経営協議会の方々は非常に考

え方も変わってきております。非常に大きな

変化です。それから関係団体のなかでも昔の

ままがどこかに残っておるようなところもあ

ります。団体によっていろんな温度差がござ

いますから、それをよく見詰めながら、こっ

ちの勝手ばっかり言ってはおれない、よくよ

くかみ砕いて、ただ抵抗するのではなく、こ

ちらの主張を通そうというのではなくて、同

じ視線でよく考えていかなければいけない。

これは対外の問題でございます。

それから、内部の問題としましては、事務

局もいろいろと係を変えまして、最近、非常

にいい感覚を持って進めてもらっております。

この最近の動きは、私は自慢してもいいかな

と思っております。

さらに、役員におきましては、今は岡本副

会長、野島副会長がおられます。常任理事も

誠につぼを得た方を選んでいただいておりま

して、本当に支えてもらっていると私は思っ

ております。もちろん代議員の先生もそうで

ございます。すぐに気軽に問題点をとらえて

いただきまして進めてもらっておりますが、

これは６００号を出した、この非常に渦のよう

な時点におきましては、乗り切れる力だと私

も自負しておりますので、これから先は皆さ

んのいろいろな指摘を受けながら、いい方向

に進めようと思っております。

物事には起承転結がございます。その転に

当たっては、非常にいい形態で内部的にも

やっているのではないかと。しかも委員会で

は各地区医師会からのサポートを得まして委

員を出していただき、特に職業倫理の問題、

あるいは資質向上の問題、自浄作用の問題、

それから今は前になかった委員会がいろいろ

ございますけれども、それも順調に進めても

らっているということは、私としても喜びと

なっていることでございます。

何か一般論ばかりで、挨拶としてはまずい

かもしれませんけれども、こういう時世のな

かで、この代議員会というのもいろいろと意

見を出していただいて、討議していただきな

がら、我々の組織づくりを今こそしなければ

ならない。全員参加型のいい医師会にしてい

きたいと思っていることでございます。次年

度に向けても、いろいろ御意見をいただいて、

渾身の誠意を持って頑張っていきたいと思っ

ておりますので、よろしく御協力をお願いし

ます。

一般論で申しわけございませんでしたが、

具体的には、その時々に意見を述べさせてい

ただきたいと思っておりますので、よろしく

お願い致して挨拶にかえます。ありがとうご

ざいました。

［拍手］
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〈米本議長〉
どうもありがとうございました。ただいま

の会長挨拶につきまして、どなたかご発言は

ございませんでしょうか。ございましたら、

挙手をお願い致します。

それでは、ないようでございますので、

「議事」に入ります。

第１号議案『平成１６年度鳥取県医師会収入

支出決算承認について』を上程致します。執

行部の神鳥常任理事、ご説明をお願い致しま

す。

〈神鳥常任理事〉
ご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈米本議長〉
どうもありがとうございました。ここで監

査報告を吉中監事からお願い致します。

〈吉中監事〉
監事の吉中でございます。去る７月７日、

岸田監事と共に県医師会館におきまして、会

計監査を行いましたので、その結果をご報告

致します。

平成１６年度一般会計収支決算書につきまし

て、関係諸帳簿並びに証憑書類等を照合し、

慎重に監査致しました結果、適正であること

を認めましたので、結果をご報告致します。

以上でございます。

〈米本議長〉
ありがとうございました。ここで、ただい

ま上程しました決算に関する質問の他に、会

務全般にわたっての質疑を行います。

前もって質問が届いておりますので、そち

らを先に取り上げます。質問内容は、皆様の

お手元に配付されています。まず、第１番目

は到着順から２０番・池田代議員から質問をお

願い致します。

〈２０番：池田代議員〉
２０番、中部医師会の池田です。１、２、３

と項目別にちょっとつけ足したいと思います。

１番に関しては、今の報告の内容にもあり

ましたように、今年は西部医師会、大学医師

会、県医師会とでやられたようでありますが、

この２、３年、予算としては９０万ほどで年４

回とあがっていますけれども、中部医師会に

関しては、１３年５月から行われておりません。

今後の予定と言った方がいいでしょうか、そ

の辺をちょっとお聞かせいただけたらと思い

ます。

それから、２番に関して、この講演会は大

体に中部医師会で月に１回行う常会の後に行

われるものです。中部医師会の常会というの

は結構伝統がありまして、初めのうちはメー

カーとの癒着もありましたが、最近はいろい

ろ考えて中部医師会独自でやっています。や

る回数を増やしているのですが、こういった

地区医師会の事業、行事などの地道なものが

産業医の単位につながるということで、非常

に意味のあることではないかという考えで申

告したわけですけれども、その企画が認めら

れなかった理由とでもいいましょうか、経緯

についてちょっと説明していただけたらと思

います。

それから、３番の件ですが、資料につけま

したのは６月１７日の日本海新聞の記事です。

これは強い抗議ということで書きましたけれ

ども、抗議というよりも、こういった医療関

係に関する記事は公平に取材してほしいと考

えます。この内容を見ると一方的な内容では

ないかなと思うのですけれども、そういった

ことの申し入れをやられるつもりはないかな

ということで、ちょっと質問させていただき

ました。以上です。

〈米本議長〉
ありがとうございました。それでは、まず

１番目の地区医師会と県医師会との懇談会に

ついてお願い致します。

〈長田会長〉
１番、２番について、私から説明致します。

まず、地区医師会との懇談会は、実は私が

就任させていただいた時から、それこそ西部

から東部まで通うのも大変だということもあ

りましたので、入江先生にお願いしたことは、

西部での移動理事会をして欲しい、中部でも

同じことではないかと言ったことがあります。

基本方針としましては、各地区医師会、そ

して大学医師会も合わせて４つありますが、

ちょうど我が鳥取県は非常にまとまりやすい

県で、それもきちんと地区医師会が２次医療

圏に合致しています。だからそこに出かけて

行き、移動理事会をするのは大変いいことだ

と認識しており、そのつもりでおりました。

ところが、この頃はいろんな会がございまし
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て、今の大学医師会との会もいろんな他の会

と続けてやり、そこには各地区からの代表が

出てきていらっしゃるということで、平成１６

年の鳥取大学との懇談会を９月３０日に開催し

ました。西部医師会からも役員が御参加いた

だき、卒後臨床研修とか救急救命センターの

設置とか、大学の独立行政法人化などについ

ての意見交換を行いました。

いろいろ会が多いものですから、では木曜

日に合わせてやろうかなと。だから１時から

これをやって、２時からやって、３時から今

度は理事会とか、いろんな組み合わせのなか

で、会が多いのをどういう具合に処理するか

ということでいろいろ困ってもいるのです。

でもやはり地区へ出かけていって両者の会を

するということは大事なことだと思っており

ます。中部が落ちたというわけではなくて、

次に行う予定でございます。今年中に考えた

いと思っておりますので、その辺は御理解い

ただきたいです。基本姿勢は、あくまで地区

あっての県、それをまとめるのが県というこ

とで了解しておりますので、その辺、御理解

の程をお願い致します。ただ、年度内に３地

区での開催というのが、日程調整の上から大

変難しい状態でございますけれども、これは

ぜひとも、池田先生に言われなくてもやるつ

もりではございましたので、御了解をお願い

したいと思います。

それから、第２の問題の地区医師会の開催

事業に関しまして、これは産業医担当の栗原

先生に当然補足していただこうと思いますが、

ここに一応答えとしてまとめておりますのは、

地区医師会との共催で研修会をやることにつ

いては、これは研修会が地区医師会のもので

あれば、県から特に何も言うことはないと思

います。

しかし、日医の認定産業医制度に基づく鳥

取県医師会産業医研修会の開催方針というの

は、基本的には産業医部会運営委員会におい

て慎重に審議を重ねて協議致しまして意見交

換を行い、年間計画を立てていきます。日医

に申請するのにも１カ月以上の期間が要るわ

けでございます。特に鳥取産業保健推進セン

ターが設置されましたので、平成１７年度につ

きましては、健康管理に関する部分を県医師

会が主催する産業医研修会で行い、法改正、

作業環境管理、作業管理あるいは有害業務管

理は、鳥取産業保健推進センターが主催する

研修会で行うなど、枠組みをつくっておりま

す。池田先生にも鳥取産業保健推進センター

の地区相談員としてお願いして産業医活動に

も参加していただいているところです。

中部医師会から申請された研修会は、いろ

いろな視点から見まして、まずは産業医を対

象とした研修会ではなかったということ、産

業医研修会は全国の産業医に開催することを

公表しまして他県からでも参加できるような

時間帯に自由に参加できるように枠組みをす

ること、そういう点では、いわゆる禁煙指導

医・講演医の養成のための研修会はどうする

のか、ということなどが理事会で意見が出ま

した。この研修会は県が主催するものとして

は該当しないということで申請を受理されな

かったことは、伊藤会長も理事会に同席して

いただき、御了解をいただいたということで

ございます。何か長らく言いわけを言います

けども、そういう趣旨だということで御理解

をお願いしたいと思います。栗原理事。

〈米本議長〉
そういうことですが、何かないでしょうか。

〈栗原理事〉
ただいまの会長からの御説明で、よく御理

解いただけたと思います。

日医認定産業医といいますのは、全国的な

ものでございまして、１地区が講演会を後で

やるからそれを認定しろというものではござ

いません。これに関しましては、先程も会長

が言われましたように、岸本教授が委員長で

あります産業医部会運営委員会できちんと方

針を決めております。

産業医研修は、前期、後期、更新、実地等

いろいろあります。明日は、前期研修が朝９

時から夕方５時まで西部医師会館で行われま

すが、このように産業医を目指す人が集まっ

てこそ研鑚ができるのであって、１単位とい

うことで講習会にしろというのは、なかなか

今後とも難しいと思います。年間１２単位から

１５単位を東、中、西で行っております。実地

研修も２回から３回行っております。それを

利用されれば、日医認定産業医を更新したい

方は、５年間で２０単位とればいいわけですか

ら、５年間で医師会では６０単位以上、７０単位、
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８０単位やっていると思いますので、そちらの

方に参加していただいて研鑚していただけば

いいと思います。県の方に産業医に関しまし

ては、おまかせください。

〈米本議長〉
１番と２番、池田代議員、大体よろしゅう

ございますか。

〈２０番：池田代議員〉
そうすると、認定産業医の研修というのは、

県医師会主催と考えていいわけですね。県医

師会が主催するものと考えていいですか。

〈栗原理事〉
そういうことです。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。では３番、回答

してください。

〈宮�常任理事〉
庶務担当の宮�です。今、会長が中部医師

会との懇談会を今年度確約すると言われたの

ですけども、いろいろ日程が非常に込んでお

りまして、ちょっと難しいかもしれません。

難しい場合は、来年度ということになるかも

しれませんが、必ずやりますので御承知くだ

さい。

〈米本議長〉
３番はどなたですか。野島先生、どうぞ。

〈野島副会長〉
６月１７日の日本海新聞の報道につきまして

御報告します。まず、ニュースソースを調べ

ましたところ、日本海新聞社の記者が鳥取市

の担当者だけに取材し、国保連合会の方には

一切取材がなかったそうであります。この

ニュースソースの調査に基づきまして、７月

７日の常任理事会で今後どうするか、対応を

協議しました。

まず、自賠責医療を取り扱っておられる医

療機関に、今回の新聞の影響がどの程度あっ

たかというアンケートをとらせていただきま

した。アンケート結果が出ましたら、鳥取県

医師会と損害保険協会と自動車算定料率会の

３者で協議をしようということになっており

ます。日程調整は今後協議することになって

おりますけども、池田先生が御指摘のように、

今回の日本海新聞の報道の内容そのものは事

実に基づいていますけれども、自賠責診療と

いう観点から考えますと非常に混乱を生じる

と思います。といいますのは、日本医師会と

日本損害保険協会と日本自動車算定調査会で

以前協議しました協定で、交通事故の取り扱

いにつきましては、まずファーストチョイス

が自賠責保険を利用していただくことになっ

ています。過失相殺等の問題があるような事

例につきましては、社会保険とか国民健康保

険を使っていただくこともあるということで

３者が今まで了承しているところでございま

す。

今回の記事につきましては、そういうこと

に全く触れられずに、困った事例に国保を

使ってくださいということだけ記載されてい

ますから、問題がございます。従いまして鳥

取県医師会としましては、自賠責保険のあり

方をすべてわかっていただけるような記事を

掲載していただくように、今後調査した上で

日本海新聞社にお願いしようと考えておりま

すので、御了解いただきたいと思います。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。それでは、到着

順２番目の質問をいただいております。３９番

の岡空輝夫代議員、お願い致します。

〈３９番：岡空輝夫代議員〉
どうも失礼します。西部医師会の岡空と申

します。

質問というよりは、意見を聞いていただき

たいということだけなのですが、昨年の診療

報酬の改定によりまして、小児科は診療報酬

が上がった上がったとよく言われたのですが、

そんなことはないですよということを、ここ

におられる方、また医師会の担当の方にはよ

く知っていただきたいということなのです。

全国の医療経営実態調査報告では、平成１１

年から平成１５年にかけて４年間で平均患者数

が１７．７４％減少し、それから、ニュースソー

スは明かせませんが、平成１４年から１６年にか

けて山陰地区の某税理士事務所関与先平均で、

１日平均患者数も２年間で１６％近く減ってい

る。それから平成１６年から診療報酬が上がっ

た上がったという時期ですけれども、実際は

横ばいです。変わらなかったということで、

１人当たり診療収入を見てみますと、ほとん

ど変わらず、かえって減っているということ

です。小児科が優遇されているというような

ことを言われるのですが、実際は変わらない
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で、少子化の影響を受けて患者数は減ってい

ますよという実情を御理解いただければ、そ

れだけで結構です。

〈米本議長〉
長田会長、よろしくお願いします。

〈長田会長〉
御意見を受けまして、前にゼロ査定といい

ますか、診療報酬の議論のなかで、各科につ

いて日医が全国のレセプト調査をしたことが

ございます。同じ小児科あるいは整形外科で

もいろんな形態があるわけです。先生が２人、

あるいは１人いるところ、大規模とか小規模

とあるわけでございます。科によって分類す

る難しさというものも大変大きかったように

私も記憶しているのでございます。今ここに

もデータが出ておりますけれども、全国的に

見て、これはどうなのかという集計を日医総

研でやろうとしても大変難しいのも事実です。

ただ、小児科がいいというのは、少子化時

代だから、小児科の先生はえらい目をしてい

るため、診療報酬をあげようという策が出て

みたり、相当力を入れているように見えます

けど、効果は先生の間で意見が違います。で

も、この間日医雑誌を見ましたけど、小児科

の救急の特集が出ております。今や個々にき

ちっとしないといけないよという国家政策の

なかでございますので、その辺、同じパイの

なかで上げるところがあれば、逆に下がると

ころがあるということもあります。それは政

府も、もちろん日医もきちんと考えているの

ではないかと思います。そのような御意見が

あったということを、会長会議でもあれば、

提言していきたいと思います。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。

〈３９番：岡空輝夫代議員〉
意見はございませんので。

〈米本議長〉
他に何か、この小児科の件につきましてご

ざいませんか。

〈宮�常任理事〉
庶務担当の宮�です。一言つけ加えさせて

いただきます。

これはあくまでうわさなのですけども、日

本医師会は、次回の診療報酬改定の時に小児

診療関係を手厚く優遇するように厚労省に働

きかけているようです。小児の自己負担３割

というのは、どうもあんまり多過ぎるのでは

ないかということで軽減するように、これも

厚労省に働きかけているようです。これもう

わさですけれども、うわさの段階とはいえ、

このように一応前向きに取り組んでいるよう

でございますので、御了承ください。

〈長田会長〉
時間をとって申しわけございません。少子

化対策には県の方も公費負担、いわゆる外来

を入学時までということで広げてくれました。

首長としてもこれをしないといけない時世で

ございます。私たち２４時間仕事をしておりま

すと、夜中に小児科急患が来られることがあ

ります。皆さん、ひとつ汗をかいて頑張りま

しょうということで、何か説明にもなりませ

んけれども、回答とさせていただきます。

〈米本議長〉
岡空先生、よろしゅうございますか。何と

なくうわさですけれども。

〈宮�常任理事〉
それともうひとつつけ加えたいと思います

けれども、地区でも県のレベルでも小児科医

会で関係者が連携して、今最も優先すべき課

題は何かというのを具体的に挙げられて、そ

れをこちらの方にいただければ、ひょっとし

て日医なり厚労省に働きかけるようなことも

できるかもしれませんので、御検討ください。

〈米本議長〉
どうぞ。

〈１９番：岡本代議員〉
１９番の岡本でございます。小児科医会の話

が出ましたので、ひとことお願いをしたいと

思います。

我々も県会議員とか、あるいはこの前は非

公式ながら知事さんとお話ししたり、市町村

と話ししたりしていろいろやっているのです

が、なかなか具体的には事が進みませんもの

ですから、ぜひ県医師会からもそのような小

児科の要望を取り上げていただいて我々も努

力致しますので、知事さんなり、あるいは各

市長にお願いしていただきたいと思います。

以上でございます。

〈米本議長〉
どうもありがとうございました。会長の方

から何かありますか。
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〈長田会長〉
わかりました。この間の知事との対談でも

そのことを申されておりましたけれども、

言ってはみます。ただ、小児科医会と小児科

学会そのものが非常に前々から運動され、米

子市で総会があったときも特別な委員会とし

て開かれたと聞きました。小児科や整形外科、

眼科など各科非常な努力をなさっているとい

うことは、日医のなかでも話が出ておりまし

て、それなりの効果が出ているような事も聞

いたのですけれども、今の時代でございます。

あくまで運動を緩めずに頑張りたいと思いま

す。

〈１９番：岡本代議員〉
よろしくお願いします。

〈米本議長〉
以上で提出されました質問は終わります。

どなたか他に御質問されたい方はおりますか。

では、７番の加藤代議員。

〈７番：加藤代議員〉
７番の加藤です。大分健忘症が発しており

まして、今日は代議員会だったな、そういえ

ばまだ議案に全然目を通していなかったなと。

これは細田先生に叱られるなあと思いまして、

慌てて読んで読み終わったのがもう１時でご

ざいまして、今から質問状を出すのもばかみ

たいだなあと思いまして、失礼ですけれども、

ぶっつけ本番でいきます。

１３ページの「９．地区医師会連絡費」の

「１．連絡協議会費」で、そのなかに大学と

西部医師会との懇談会という項目がございま

して、４０万ほど出されております。これが全

額かどうか知りませんけれども、単純な考え

方と言いますと、こう言うと西部の先生にお

叱りを受けるかもしれませんけども、確かに

西部地区医師会は鳥大という一つの特殊な医

療機関を抱えておいでですので、その都度、

協議事項とかおありになると思います。そう

いう意味でのこれは協議会だと思いますけれ

ども、ただ、協議会の費用全額を県の医師会

がもし負担されるというのであれば、ちょっ

とどこか問題があるのかなと。半額補助する

とか、そういうことであればわかりますけど

も、これは補助でやるのか全額でやるのか、

教えていただければと思います。

〈米本議長〉
今、調べるということで、それはまたあと

にして、では次にどうぞ。

〈２６番：細田代議員〉
２６番、西部の細田です。質問がよく出てい

るということで、やめようかなと思っていま

したけれども、ついつい言わせてもらいます。

簡単に言います。

先程のいろんな企画のところで、講演会そ

の他の研修会が開催されなかったということ

でございました。こういうことは、今日は武

田先生は来ておられませんけれども、県の病

院協会とか全自病などと共催でやられたらど

うでしょうか。

具体的にいいますと、８月２５日には医事紛

争に関する講演会があります。９月７日には

東北大学の濃沼教授を呼んで講演会をやりま

す。全自病と県の病院協会との共催です。こ

ういう企画をオープンにしていただきまして、

県医師会からも参加されたらいかがかと思い

ます。

もう一つ、先日の７月１６日の日本海新聞に

鳥取県保険者協議会設立という記事が載って

おりました。題が「医療費の抑制、関係者の

連携」と書いてありますけれども、これに県

医師会がどれだけ関わっておられるのか、そ

の２点を教えてください。

〈米本議長〉
どうぞ。

〈長田会長〉
保険者協議会のことは、細田先生から話が

出ております。今社会保険庁の解体とか各県

が国保の見直しが話題になって、病院経営に

関係があるかもしれませんけれども、国保の

合体、それから政府管掌保険と国保との合体

などが２０年度に向けていろんな動きがあるこ

とは御存じかと思います。

今の会は、保険者だけが集まった会でござ

いまして、医師会への案内は、来賓としてで

した。ちょっと余談ではございますけれども、

出ても議論に加わる会ではない、そういう意

味の保険者協議会でございました。

これは全国で開設されておりまして、事務

局が代理で出たと思っております。ですから、

いろんな会が開かれますけれども、これはぜ

ひとも我々としても同じ立場で物を言わなけ
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ればいけないことは逃さずにきちんとする。

それこそ我々も１週間のうちの３分の２は医

師会関係の会に出ておりますので、言わなけ

ればいけないことは言います。そういう意味

の会だったということをここで述べておきた

いと思います。

もうひとつの研修会については、それこそ

病院協会の方から、情報を流していただきた

い。どんどんキャッチして掲載、報道等を

やった方がいいことはもちろんでございます。

各地区でやりますから、そこに出かけて行き、

出席すればいいことですので、情報交換を十

分したいと思います。

〈２６番：細田代議員〉
ありがとうございました。

〈米本議長〉
大学と西部医師会との懇談会の件はどうで

したか。

〈神鳥常任理事〉
従来は、折半だったようですけれども、全

部こちら持ちになっております。先生の御指

摘どおりでして、今後は、具体的に少し検討

してみたいなと思います。ありがとうござい

ました。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。

〈長田会長〉
今、大学とは非常にいろいろな会が持たれ、

医師の不足など、井藤医学部長も本日出てい

らっしゃいますけれども、毎日のように出

会っております。そういう意味におきまして

は、わざわざ開かなくてもいいぐらい役員の

顔を見ているのでございますけれども、大学

というのも一つの医師会であります。そうい

う面からいけば折半でございましょうが、い

ろいろ考えなければいけないことは、たくさ

んあります。今回は県医師会が全額負担しま

したが、そういう御発言は、十分とらえて今

後に生かしたいと思います。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。では、どうぞ。

〈７番：加藤代議員〉
折半というのは、大学とこちらとの折半と

いうことですか。西部医師会と県医師会との

折半ですか。

〈米本議長〉
今回は違うみたいですけど、今までは、西

部医師会との折半だと思います。

〈岡本副会長〉
そのとおりです。大学の場合、このような

会を開催したら、結局お金の出るところがご

ざいません。ですから、県医師会が負担する

こととなっているのが常でございます。たま

たま今回の場合、西部医師会は初めから入っ

ていたわけではなくて、あの時は救急の話題

が喫緊でございましたので、県医師会の希望

で、ぜひにと西部医師会にも加わっていただ

きました。このために今回はすべて私どもで

負担したという経緯でございます。以上でご

ざいます。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。他にどなたかご

ざいませんか。

それでは、ないようでございませんので、

議案に対する採決を行います。

第１号議案『平成１６年度鳥取県医師会収入

支出決算承認について』を原案通り承認・可

決される方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

１号議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第２号議案『平成１６年度鳥取

県医師会共済会収支決算承認について』、第

３号議案『平成１６年度鳥取県医師会会館修繕

積立金会計収支決算承認について』、第４号

議案『平成１６年度鳥取県医師会生命保険取扱

特別会計収支決算承認について』の３議案の

特別会計を一括上程致します。では、執行部

のご説明を神鳥常任理事、お願いします。

〈神鳥常任理事〉
これより特別会計の３議案につきましてご

説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈米本議長〉
ありがとうございました。ここで、第２号

議案から第４号議案までの特別会計３議案の

決算について、監査報告を吉中監事からお願

い致します。

〈吉中監事〉
先程の一般会計と合わせて、特別会計分を

去る７月７日、岸田監事と共に県医師会館に
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おきまして会計監査を行いましたので、ご報

告致します。

平成１６年度特別会計収支決算書並びに財産

目録につきまして、関係諸帳簿並びに証憑書

類等を照合し、慎重に監査を致しました結果、

適正であることを認めましたので、ご報告致

します。以上でございます。

〈米本議長〉
ありがとうございました。それでは、ただ

いまご説明のありました、第２号議案から第

４号議案の３議案に対しまして、ご質問、ご

意見がございませんか。

ないようでございますので、議案に対する

採決を行います。

第２号議案から第４号議案までの３議案を

原案通り承認・可決することに賛成の方は挙

手をお願い致します。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

２号議案、第３号議案、第４号議案までの３

議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第５号議案『鳥取県医師会会

費賦課徴収規則の一部改正について』を上程

致します。執行部のご説明をお願いします。

神鳥常任理事。

〈神鳥常任理事〉
ご説明致します。

［以下、資料「議案書」を元に、改正の主旨

について詳細に説明］

〈米本議長〉
ありがとうございました。ただいまのご説

明について、どなたかご質問、ご意見はござ

いませんか。

では、ないようですので、採決に移ります。

第５号議案に賛成の方は挙手をお願いします。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

５号議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第６号議案『平成１７年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について』を上程

致します。神鳥常任理事、ご説明をお願いし

ます。

〈神鳥常任理事〉
ご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈米本議長〉
ありがとうございました。ただいまのご説

明について、どなたかご質問、ご意見はござ

いませんか。

では、ないようですので、採決に移ります。

第６号議案に賛成の方は挙手をお願いします。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

６号議案は原案通り承認・可決されました。

そうしますと、資料が何か入っていますけ

れども、これはよろしいですか。どうぞ。

〈神鳥常任理事〉
皆さんのお手元に収益事業の収入について、

これは前に中部の伊藤会長から御質問があっ

て、これからはちゃんと出しますよというこ

とでお出ししております。これが会計担当の

方から示された分でございまして、よく御覧

いただき、それぞれ見ていただければわかる

と思います。これだけの項目が収益事業つま

り税金対象になっているということです。以

上でございます。

〈米本議長〉
ありがとうございました。では、長田会長。

〈長田会長〉
先程の予算執行のなかの執行されなかった

部分で、こんなことではいけないのではない

かと怒られそうな気がしており、御意見はな

かったのですが、例えば、スポーツ医部会は

やっていないではないかと。実はいろいろ協

議致しまして、岡本副会長から今度、社会保

険事務局の提案で、健康スポーツ医を利用し

ていい制度にしようというのがございまして、

これは絶対にやらなければいけないというこ

とで先程委員会を開きました。そういう具合

にいろいろな変化球でやっておりますので、

消化していないから怠けていたのではないと

いうことだけは、御理解をいただきたいとい

うことはつけ加えます。

それから、感染症委員会も小委員会を開き

まして、感染症と聞けば、インフルエンザの

ワクチンを供給する場面についても小回りの

きくやり方にしないといけないというところ

で、いろいろ時間を使って委員会を開いてお

ります。ですから、その部分もあるというこ

とを御理解願いたい。

特に、我々もいろんなことがございますか
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ら、すぐ駆けつけるということもできない。

となると地元の岡本副会長を中心にすぐ対応

致しまして、庶務担当の宮�常任理事も加

わって、その場その場で解決していく問題も

大いにございます。予算を使わずに怠けてい

たということではないことだけは、ひとつ御

了承願いたいと思いまして、つけ加えておき

ます。以上です。

〈米本議長〉
ありがとうございました。それでは、一応

提出されました議案は全部終わっております

けども、どなたか執行部に対しまして御質問

はございませんでしょうか。どうぞ。

〈１４番：森代議員〉
１４番の森と申します。最近話題になってお

りますアスベストの問題ですけれども、先日

東部医師会の方でも各医療機関においてアス

ベストの使用状況について調査するようにと

いう書類が参りましたが、県医師会としては

どういうふうに対応されるのかということを

お伺いしたいと思います。

例えば、私の医院ですと、物置とか洗濯室

とか３カ所ぐらいに使っているわけです。例

えば、この建物もどこかに使っているかもし

れない。そういう場合に、具体的に職員とか

患者さんにどういうふうに説明したらいいの

か、何かお考えがありましたら、ぜひ教えて

いただきたいと思います。

〈米本議長〉
では、長田会長、お願いします。

〈長田会長〉
実は、遅く電話がかかったというのも、こ

のことについてどう対応しようかと健康対策

課長からのことでした。健康対策課も非常に

大きく動いています。それから産業保健推進

センターも相談員として請け負うということ

で労働局と一緒になってやっております。

ケーブルテレビのなかに、ここで相談します

ということを載せようということで労働局の

方は対応しております。この病気の重さをど

れだけとらえていって、質問を受けた場合、

説明し得るように医師会で研修会を皆さんに

するということが必要かもわかりませんが、

怠けているわけではありません。行政の方が

頑張っておりますので、その辺はある程度任

せながら、我々も努力していきたいと思って

います。

〈米本議長〉
よろしゅうございますか。他にございませ

んか。追加がございますか。では、栗原理事、

お願いします。

〈栗原理事〉
先程会長から話がありましたように、産業

保健推進センターの方からいろいろ文書があ

りますが、産業医研修会として、まだ理事会

にかけていませんが、１２月４日にアスベスト

に関して西部で山家先生にお願いして開催す

る予定にしております。産業医だけではなく、

どなたでも出席してよろしいです。それの専

門家というのも非常に少ないのだそうでして、

また症例自身が日本全国でかなり少ないです。

それに対して何か知りたいということがあり

ましたら、「産業保健２１」の７月号に非常に

詳しく載っておりますので、そちらの方に請

求されましたらよろしいかと思います。

〈長田会長〉
産業医の方には、産業保健推進センターか

ら配ってあるはずです。「産業保健２１」とい

う冊子です。

〈米本議長〉
回答はよろしいですか。

〈岡本副会長〉
岡本でございます。森先生の御質問のお答

えにはなりませんが、そのことに関しまして

は、会長が先程お話しになりましたように、

行政が中心になってやっておりますので、県

医師会で特に研修会の動きはございません。

ただ、今、行政の方で私どもに言われてい

ることは、これからそういう人達の健診をす

る時、費用は全部国が持つのかと行政の方に

質問しましたが、それは持てないので、とに

かく健康保険を使って健診をしますので、そ

の節はよろしくということのお願いがござい

ました。それから基金とか国保関係には、行

政の方できちんとお願いしておくから、病名

を出してもらったら削るようなことはござい

ません。きちっとやって欲しいというお願い

がございましたので、そのことだけ追加させ

てもらいます。

〈米本議長〉
ありがとうございます。よろしゅうござい

ますか。他にございませんか。どうぞ。
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〈谷口事務局長〉
アスベストの調査につきましては、国から

の指針によりまして、県の医務薬事課の方が、

病院を対象にして使っているかどうかの調査

を近く実施するという通知が、昨日ありまし

た。

あと、当県医師会館ですが、ホールの天井

裏の鉄骨の飛散しないところに、吹きつけで

使ってあるようです。以上です。

〈米本議長〉
病院だけですか。診療所は？

〈谷口事務局長〉
病院だけです。

〈米本議長〉
診療所はどうするのですか。僕がしゃべっ

て申しわけないですが、この病気そのものは

大事ですけれども、我々が使っている診療所

で解体する時に、解体手段、方法が非常に大

切だと思うのです。その辺もひとつ県の方は、

何か情報がありましたら流していただきたい

と思います。

〈宮�常任理事〉
そのマニュアルは、もうできております。

厚労省が、そのマニュアルを作成しているよ

うです。

〈米本議長〉
そうですか。他にないですか。

ないようでございますので、最後に、閉会

にあたりまして、岡本副会長からご挨拶をお

願い致します。

〈岡本副会長〉
どうも御苦労様でした。本日は、平成１６年

度の決算を初めと致しまして、上程致しまし

た６議案すべてを御承認賜りまして、誠にあ

りがとうございました。私ども、今後とも経

費節減に努めてまいります。

それから会長のご挨拶にもございましたよ

うに、これから医師会にとっては逆風になる

であろう医療改革等、いろんな問題が起こっ

てまいります。これに対しましては、長田会

長を筆頭として、全役員一丸となりまして取

り組んでいく所存でございます。代議員の皆

さんにおかれましては、一層の御理解と御支

援を賜りますことをお願い致しまして、閉会

の挨拶と致します。本日はどうもありがとう

ございました。

［拍手］

〈米本議長〉
長時間、どうもありがとうございました。

外は非常に猛暑でございますけれども、時間

内にきちっと終わりまして、さわやかな代議

員会でなかったかと思っております。

以上で第１６９回の鳥取県医師会臨時代議員

会を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。

［拍手］

［午後５時４０分閉会］

第１６９回鳥取県医師会臨時代議員会

［議 長］ 米 本 哲 人 印

［署名人］ 松 浦 喜 房 印

［署名人］ 岡 本 博 文 印
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第１６９回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

日 時 平成１７年８月６日（土） 午後４時５分

場 所 鳥取県医師会館

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出

４．会 長 挨 拶
５．議 事
６．閉 会

第１６９回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

番 号 地 区 氏 名 番 号 地 区 氏 名

１ 東 部 米 本 哲 人 ２３ 中 部 安 梅 正 則

２ 〃 板 倉 和 資 ２４ 〃 清 水 正 人

３ 〃 生 駒 義 人 ２５ 西 部 魚 谷 純

４ 〃 乾 俊 彦 ２６ 〃 細 田 庸 夫

５ 〃 井 上 雅 勝 ２７ 〃 作 野 嘉 信

６ 〃 梅 澤 潤 一 ２８ 〃 小 竹 寛

７ 〃 加 藤 大 司 ２９ 〃 小 林 哲

８ 〃 瀬 川 謙 一 ３０ 〃 野 坂 美 仁

９ 〃 加 藤 泰 之 ３１ 〃 山 内 教 宏

１０ 〃 谷 口 昌 弘 ３２ 〃 伊 藤 隆 志

１１ 〃 谷 口 玲 子 ３３ 〃 宝 意 規 嗣

１２ 〃 寺 岡 均 ３４ 〃 大 濱 満

１３ 〃 中 島 公 和 ３５ 〃 都 田 裕 之

１４ 〃 森 英 俊 ３６ 〃 松 本 行 雄

１５ 〃 松 浦 喜 房 ３７ 〃 細 田 明 秀

１６ 〃 三 宅 茂 樹 ３８ 〃 岡 � 幸 男

１７ 〃 山 下 裕 ３９ 〃 岡 空 輝 夫

１８ 中 部 伊 藤 文 利 ４０ 〃 岡 空 謙 之 輔

１９ 〃 岡 本 博 文 ４１ 大 学 井 藤 久 雄

２０ 〃 池 田 宣 之 ４２ 〃 大 浜 栄 作

２１ 〃 松 田 隆 ４３ 〃 大 野 耕 策

２２ 〃 引 田 亨
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００

７８
，３
８７
，０
００
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００ ０ ０

－
２０
，０
００

－
２０
，０
００

－
１３
，６
７１
，０
００

－
１３
，６
７１
，０
００

当
期
収
入
合
計 （
Ａ
）

１３
０
，６
３６
，０
００

１３
３
，１
３３
，２
２９

２
，４
９７
，２
２９

当
期
支
出
合
計（
Ｃ
）

１６
７
，２
９７
，０
００

１３
５
，４
１３
，３
０４

－
３１
，８
８３
，６
９６

前
期
繰
越
収
支
差
額

３６
，６
６１
，０
００

３６
，６
６１
，７
３１

７３
１

当
期
収
支
差
額（
Ａ
－
Ｃ
）
－
３６
，６
６１
，０
００

－
２
，２
８０
，０
７５

３４
，３
８０
，９
２５

収
入

合
計（
Ｂ
）

１６
７
，２
９７
，０
００

１６
９
，７
９４
，９
６０

２
，４
９７
，９
６０

次
期
繰
越
収
支
差
額（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
３４
，３
８１
，６
５６

３４
，３
８１
，６
５６
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平
成
１６
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
書

【
収
入
の
部
】

（
単
位
：
円
）

大
・

中
・

小
当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

１
．
会

費
８３
，３
８７
，０
００

０
８３
，３
８７
，０
００

８５
，５
６０
，５
１０

２
，１
７３
，５
１０

１
．
会
費
収
入
（
４６
．５
６
％
）

７８
，３
８７
，０
００

０
７８
，３
８７
，０
００

７９
，０
６０
，５
１０

６７
３
，５
１０

１
．
会

費
収

入
７６
，０
０３
，０
００

０
７６
，０
０３
，０
００

７６
，７
２２
，７
１０

７１
９
，７
１０

�
均
等
割
会
費
収
入

２４
，０
０３
，０
００

０
２４
，０
０ ３
，０
００

２４
，３
５６
，０
００

３５
３
，０
００

�
所
得
割
会
費
収
入

５２
，０
００
，０
００

０
５２
，０
００
，０
００

５２
，３
６６
，７
１０

３６
６
，７
１０

２
．
特
別
会
費
収
入

２
，３
８４
，０
００

０
２
，３
８４
，０
００

２
，３
３７
，８
００

－
４６
，２
００

�
医
事
紛
争
処
理

委
員
会
会
費

８０
１
，０
００

０
８０
１
，０
００

８１
１
，８
００

１０
，８
００

東
部
２９
５
，２
００
円
、
中
部
１５
１
，２
００
円
、
西
部
３６
５
，４
００
円

�
学
校
医
部
会
会
費

６７
５
，０
００

０
６７
５
，０
００

６５
４
，０
００

－
２１
，０
００

東
部
２５
２
，０
００
円
、
中
部
１４
１
，０
００
円
、
西
部
２６
１
，０
００
円

�
産
業
医
部
会
会
費

９０
８
，０
００

０
９０
８
，０
００

８７
２
，０
００

－
３６
，０
００

東
部
３４
２
，０
００
円
、
中
部
１４
８
，０
００
円
、西
部
３５
４
，０
００
円
、

大
学
２８
，０
００
円

２
．
入
会
金
収
入
（
３
．８
３
％
）

５
，０
００
，０
００

０
５
，０
００
，０
００

６
，５
００
，０
００

１
，５
００
，０
００

１
．
入
会

金
収

入
５
，０
００
，０
００

０
５
，０
００
，０
００

６
，５
００
，０
００

１
，５
００
，０
００
１３
名

２
．
負

担
金

２
，３
９７
，０
００

０
２
，３
９７
，０
００

２
，４
２１
，６
００

２４
，６
００

１
．
負
担
金
収
入
（
１
．４
３
％
）

２
，３
９７
，０
００

０
２
，３
９７
，０
００

２
，４
２１
，６
００

２４
，６
００

１
．
社
会
保
険
通
信
負
担
金

５３
７
，０
００

０
５３
７
，０
００

５６
１
，６
００

２４
，６
００

２
．
会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

０
１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０
医
師
国
保
組
合
１
，２
６０
，０
００
円
、北
陽
サ
ー
ビ
ス
６０
０
，０
００
円

３
．
補

助
金

１２
，１
５９
，０
００

３
，６
８１
，０
００

１５
，８
４０
，０
００

１４
，８
６３
，３
７７

－
９７
６
，６
２３

１
．
補
助
金
等
収
入
（
８
．７
５
％
）

１２
，１
５９
，０
００

３
，６
８１
，０
００

１５
，８
４０
，０
００

１４
，８
６３
，３
７７

－
９７
６
，６
２３

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

15



大
・

中
・

小
当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

１
．
日
医

補
助

金
４
，９
５７
，０
００

２
，７
３７
，０
００

７
，６
９４
，０
００

７
，６
５９
，７
５５

－
３４
，２
４５

都
道
府
県
医
師
会
助
成
費

２
，７
１７
，０
００
円

生
涯
教
育
助
成
費

１
，１
７９
，７
５０
円

勤
務
医
活
動
助
成
費

５０
０
，０
００
円

年
金
普
及
推
進
運
動
助
成
費

６５
，０
００
円

医
師
会
立
准
看
護
婦
養
成
所
助
成
金

３０
０
，０
００
円

医
賠
責
特
約
保
険
制
度
運
営
経
費
他

４６
０
，３
８０
円

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
国
民
運
動
活
動
費
の
助
成
金
５０
０
，０
００
円

地
方
紙
に
お
け
る
意
見
広
告
掲
載
料
補
助
金

７３
７
，６
２５
円

A
C
L
S訓
練
用
人
形
等
の
購
入
費
補
助
金
１
，０
００
，０
００
円

セ
ミ
ナ
ー
「
脳
・
心
血
管
疾
患
講
座
」開
催
補
助
金
２０
０
，０
００
円

２
．
県
委
託
金
・
補
助
金

５
，５
５１
，０
００

９４
４
，０
００

６
，４
９５
，０
００

５
，５
０４
，６
２２

－
９９
０
，３
７８

特
別
医
療
協
力
費

２
，５
００
，０
００
円

在
宅
医
療
推
進
実
地
研
修
費

９３
６
，０
００
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
託
金

６７
１
，１
１５
円

児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
医
師
等
講
習
会
委
託
金
４５
３
，３
２９
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
事
業
委
託
金

９４
４
，１
７８
円

３
．
産
業
医
研
修
委
託
金

１
，６
５１
，０
００

０
１
，６
５１
，０
００

１
，６
９９
，０
００

４８
，０
００

産
業
医
研
修
委
託
金

１
，４
１９
，０
００
円

産
業
医
研
修
連
絡
協
議
会

２８
０
，０
００
円

４
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金
（
０
％
）

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

５
．
雑

収
入

１０
，４
６２
，０
００

０
１０
，４
６２
，０
００

１１
，７
８７
，７
４２

１
，３
２５
，７
４２

１
．
雑
収

入
（
６
．９
４
％
）

１０
，４
６２
，０
００

０
１０
，４
６２
，０
００

１１
，７
８７
，７
４２

１
，３
２５
，７
４２

１
．
受

取
利

息
３０
，０
００

０
３０
，０
００

２
，６
３３

－
２７
，３
６７

普
通
預
金
利
息
１
，０
１１
円

積
立
金
利
息
１
，６
２２
円

２
．
雑

収
入

７
，７
９２
，０
００

０
７
，７
９２
，０
００

８
，８
２１
，９
０９

１
，０
２９
，９
０９

医
師
賠
償
保
険
人
件
費
負
担
金

１
，９
６３
，８
００
円

健
対
協
人
件
費
負
担
金

４
，１
２ ６
，５
４７
円

健
対
協
会
報
印
刷
代
負
担
金

３５
０
，０
００
円

健
対
協
電
話
・
コ
ピ
ー
代
負
担
金

３６
０
，１
２１
円

労
災
情
報
セ
ン
タ
ー
協
力
費

６８
０
，０
００
円

会
員
名
簿
、
会
報
代

２０
１
，２
１０
円

医
学
雑
誌
別
刷
他
個
人
負
担
分

７５
３
，１
００
円

労
災
保
険
指
定
医
療
機
関
研
修
助
成
金
繰
入
金
１１
４
，６
７１
円

そ
の
他

２７
２
，４
６０
円
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大
・

中
・

小
当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

３
．
広
告
・
手
数
料
他
収
入

２
，６
４０
，０
００

０
２
，６
４０
，０
００

２
，９
６３
，２
００

３２
３
，２
００

会
場
使
用
料

２０
５
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
医
指
定
手
数
料

３２
０
，０
００
円

会
報
・
医
学
雑
誌
・
会
員
名
簿
広
告
料

２
，０
７３
，２
００
円

日
医
認
定
産
業
医
・
ス
ポ
ー
ツ
医
申
請
手
数
料
３６
５
，０
００
円

６
．
繰

入
金

１８
，５
００
，０
００

０
１８
，５
００
，０
００

１８
，５
００
，０
００

０

１
．
繰
入

金
（
１０
．９
％
）

１８
，５
００
，０
００

０
１８
，５
００
，０
００

１８
，５
００
，０
００

０

１
．
生
命
保
険
事
務
費
繰
入

１８
，５
００
，０
００

０
１８
，５
００
，０
００

１８
，５
００
，０
００

０

２
．
協
力
貯
蓄
事
務
費
繰
入

０
０

０
０

０

７
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

４０
，０
００

０
４０
，０
００

０
－
４０
，０
００

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入（
０
％
）

４０
，０
００

０
４０
，０
００

０
－
４０
，０
００

１
．
緊
急
事
業
積
立
金

取
崩

収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

２
．
役
員
退
職
慰
労
金

積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
職
員
退
職
積
立
金

取
崩

収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

４
．
医
事
紛
争
処
理

積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

当
期
収
入
合
計
（
Ａ
）

１２
６
，９
５５
，０
００

３
，６
８１
，０
００

１３
０
，６
３６
，０
００

１３
３
，１
３３
，２
２９

２
，４
９７
，２
２９

前
期
繰
越
収
支
差
額
（
２１
．５
９
％
）

３０
，０
００
，０
００

６
，６
６１
，０
００

３６
，６
６１
，０
００

３６
，６
６１
，７
３１

７３
１

収
入

合
計
（
Ｂ
）

１５
６
，９
５５
，０
００

１０
，３
４２
，０
００

１６
７
，２
９７
，０
００

１６
９
，７
９４
，９
６０

２
，４
９７
，９
６０
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【
支
出
の
部
】

（
単
位
：
円
）

大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

１
．
事
業
費
（
３７
．９
８
％
）
５７
，５
４１
，０
００

５
，０
７１
，０
００

０
６２
，６
１２
，０
００

５１
，４
４２
，３
２８
－
１１
，１
６９
，６
７２

１
．
医
学
向
上
費

（
５
．３
９
％
）

９
，１
００
，０
００

０
０

９
，１
００
，０
００

７
，３
０２
，３
８２

－
１
，７
９７
，６
１８

１
．
医
学
会
費

２
，８
５０
，０
００

０
０

２
，８
５０
，０
００

２
，３
０５
，１
３５

－
５４
４
，８
６５

医
学
会
費

１
，０
１４
，３
２１
円

生
涯
教
育
講
座
地
区
委
託
金

１
，０
００
，０
００
円

生
涯
教
育
費

７２
，６
２４
円

鳥
取
医
学
賞

６３
，５
００
円

卒
後
臨
床
研
修
対
策
費

６５
，５
６０
円

セ
ミ
ナ
ー
「
脳
・
心
血
管
疾
患
講
座
」
検
討
委
員
会
５０
，３
４０
円

日
医
糖
尿
病
会
議
設
立
総
会
打
合
会

３８
，７
９０
円

２
．
中
国
四
国
医
師

会
医
学
会
費

１
，８
５０
，０
００

０
０

１
，８
５０
，０
００

１
，４
６４
，７
４０

－
３８
５
，２
６０
旅
費
（
徳
島
）

１
，１
２０
，９
４０
円

諸
費

３４
３
，８
００
円

３
．
鳥
取
医
学
雑
誌

発
行

費
４
，４
００
，０
００

０
０

４
，４
００
，０
００

３
，５
３２
，５
０７

－
８６
７
，４
９３

印
刷
費

２
，７
９６
，２
８０
円

送
料

９１
，３
００
円

編
集
費

１３
５
，０
００
円

委
員
会
費

５０
９
，９
２７
円

２
．
地
域
社
会
活
動
費

（
７
．７
５
％
）
１１
，０
１１
，０
００

２
，２
３１
，０
００

０
１３
，２
４２
，０
００

１０
，４
９７
，６
７９

－
２
，７
４４
，３
２１

１
．
地
域
社
会

対
策

費
２
，８
７０
，０
００

０
０

２
，８
７０
，０
００

２
，２
４７
，０
４５

－
６２
２
，９
５５

健
康
対
策
協
議
会
補
助
金

１
，３
００
，０
００
円

児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
医
師
等
講
習
会
地
区
委
託
金
４５
３
，３
２９
円

禁
煙
指
導
対
策
地
区
補
助
金

１５
０
，０
００
円

禁
煙
指
導
対
策
委
員
会

１０
２
，６
３７
円

禁
煙
指
導
対
策
費

２１
４
，６
１９
円

印
刷
費
・
送
料

２６
，４
６０
円

２
．
調
査
研
究
費

２
，７
７９
，０
００

０
０

２
，７
７９
，０
００

１
，８
３８
，８
７７

－
９４
０
，１
２３

資
料
整
備
費

７８
，２
４６
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
費

１
，１
０９
，６
９４
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
員
会

２２
２
，５
３７
円

メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
購
読
料

４２
８
，４
００
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

３
．
救
急
・
感
染
症

・
防
災
対
策
費

１
，１
１２
，０
００

２
，２
３１
，０
００

０
３
，３
４３
，０
００

３
，０
８０
，２
４２

－
２６
２
，７
５８

日
本
救
急
医
学
会
中
国
四
国
地
方
会
等
５３
，９
８０
円

感
染
症
危
機
管
理
対
策
委
員
会

２９
５
，４
９１
円

A
C
L
S委
員
会

９１
，０
２０
円

A
C
L
S訓
練
用
人
形
購
入
代

１
，２
８７
，８
２５
円

高
度
救
命
処
置
研
修
会

９４
４
，１
７８
円

感
染
症
ポ
ス
タ
ー
印
刷
費
・
送
料

２１
４
，１
４８
円

衛
星
携
帯
電
話
代

６１
，７
４０
円

送
料
他

１３
１
，８
６０
円

４
．
情
報
シ
ス
テ
ム

対
策

費
４
，２
５０
，０
００

０
０

４
，２
５０
，０
００

３
，３
３１
，５
１５

－
９１
８
，４
８５
情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理
費

２
，７
６９
，５
８７
円

会
報
、医
学
雑
誌
P
D
F・
H
T
M
L
作
成
費
４９
３
，０
８０
円

無
停
電
装
置
代
他

６８
，８
４８
円

３
．
社
会
保
障
対
策
費

（
３
．５
５
％
）

５
，１
８０
，０
００

０
０

５
，１
８０
，０
００

４
，８
０６
，０
２７

－
３７
３
，９
７３

１
．
社
会
保
障
医
療

対
策

費
２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１３
６
，１
４０

－
６３
，８
６０
健
保
・
生
保
立
会
旅
費

２
．
社
会
保
障
部
費

２
，５
００
，０
００

０
０

２
，５
００
，０
００

２
，２
７３
，３
８４

－
２２
６
，６
１６

社
会
保
障
部
常
任
委
員
会
・
総
会

１
，３
３４
，０
５０
円

社
会
保
険
指
導
者
講
習
会

１６
３
，８
６０
円

診
療
報
酬
改
定
関
係
費

７５
７
，８
１８
円

送
料
他

１７
，６
５６
円

３
．
介
護
保
険

対
策

費
１
，１
８ ０
，０
００

０
－
１１
８
，０
３３

１
，０
６１
，９
６７

９７
８
，４
７０

－
８３
，４
９７
在
宅
医
療
推
進
研
修
費
地
区
委
託
金

９３
６
，０
００
円

介
護
保
険
対
策
委
員
会

４０
，９
８０
円

送
料

１
，４
９０
円

４
．
社
会
保
険
通
信

発
行

費
１
，３
００
，０
００

０
１１
８
，０
３３

１
，４
１８
，０
３３

１
，４
１８
，０
３３

０
印
刷
費
１
，３
６７
，５
６２
円

送
料
５０
，４
７１
円

４
．
医
政
対
策
費

（
３
．３
２
％
）

４
，９
００
，０
００

１
，６
４０
，０
００

０
６
，５
４０
，０
００

４
，４
９７
，５
５５

－
２
，０
４２
，４
４５
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

１
．
医
政
関
係
費

１
，９
００
，０
００

１
，６
４０
，０
００

０
３
，５
４０
，０
００

３
，５
３８
，５
００

－
１
，５
００

医
療
懇
話
会

２４
８
，６
７７
円

三
師
会

３４
９
，０
０６
円

県
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

６１
，９
２０
円

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
国
民
運
動
活
動
費
１
，４
０３
，６
４７
円

地
方
紙
に
お
け
る
意
見
広
告
掲
載
料
１
，４
７５
，２
５０
円

２
．
診
療
情
報

提
供
・
医
療

安
全
対
策
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

１３
９
，９
４０

－
１
，０
６０
，０
６０

医
事
紛
・
医
療
安
全
・
自
浄
作
用
合
同
委
員
会
１３
９
，９
４０
円

３
．
会
長
交
際
費

６０
０
，０
００

０
０

６０
０
，０
００

３４
２
，４
４９

－
２５
７
，５
５１

４
．
県
医
交
際
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

４７
６
，６
６６

－
７２
３
，３
３４

５
．
医
療
経
済
対
策
費

（
０
．８
３
％
）

２
，１
７０
，０
００

０
０

２
，１
７０
，０
００

１
，１
２８
，１
１３

－
１
，０
４１
，８
８７

１
．
経
営
対
策
費

６０
０
，０
００

０
０

６０
０
，０
００

３５
１
，５
６５

－
２４
８
，４
３５

医
師
会
活
動
説
明
会

１５
，４
２０
円

全
国
医
師
会
共
同
利
用
施
設
総
会

７０
，４
２０
円

医
師
会
入
会
の
手
引
き
印
刷
費

１１
８
，０
２０
円

保
険
診
療
入
門
購
入
費
他

１４
７
，７
０５
円

２
．
医
療
事
故

対
策

費
１
，５
７０
，０
００

０
０

１
，５
７０
，０
００

７７
６
，５
４８

－
７９
３
，４
５２

医
事
紛
・
医
療
安
全
・
自
浄
作
用
合
同
委
員
会
１０
９
，８
８２
円

弁
護
士
顧
問
料

６６
６
，６
６６
円

６
．
広
報
活
動
費

（
７
．１
８
％
）

９
，７
００
，０
００

４２
０
，０
００

０
１０
，１
２０
，０
００

９
，７
２７
，２
５０

－
３９
２
，７
５０

１
．
会

報
費

９
，０
００
，０
００

４２
０
，０
００

０
９
，４
２０
，０
００

９
，４
１２
，２
６１

－
７
，７
３９
印
刷
費
８
，０
２５
，２
０４
円

送
料
１
，２
６７
，０
５７
円

編
集
費

１２
０
，０
００
円

２
．
広
報
宣
伝
費

７０
０
，０
００

０
０

７０
０
，０
００

３１
４
，９
８９

－
３８
５
，０
１１
会
報
・
広
報
編
集
委
員
会

２７
４
，３
０９
円

送
料
他

４０
，６
８０
円

７
．
部
会
費（
４
．１
７
％
）

６
，１
００
，０
００

４８
０
，０
００

０
６
，５
８０
，０
００

５
，６
４３
，０
５８

－
９３
６
，９
４２

１
．
母
体
保
護
法

指
定
医
部
会

３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

２１
７
，０
７６

－
８２
，９
２４

母
体
保
護
法
指
定
助
成
金

１０
０
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
医
師
審
査
委
員
会

６０
，７
８０
円

母
体
保
護
法
施
設
調
査
旅
費
等

３９
，１
６０
円

送
料

１７
，１
３６
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

２
．
学
校
医
部
会

１
，９
００
，０
００

４８
０
，０
００

０
２
，３
８０
，０
００

２
，３
７９
，４
９２

－
５０
８

全
国
・
中
四
国
地
区
学
校
医
大
会
他

５６
４
，７
６０
円

日
本
学
校
保
健
会
々
報

２２
５
，０
００
円

学
校
保
健
会
拠
出
金

８０
，０
００
円

学
校
医
部
会

１４
６
，６
９６
円

学
校
医
・
学
校
保
健
研
修
会

４８
６
，１
８６
円

地
区
医
師
会
補
助
金

５４
０
，０
００
円

学
校
医
の
手
引
き
購
入
代

２９
２
，１
８０
円

送
料
他

４４
，６
７０
円

３
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
部

会
３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

４０
，９
８１

－
２５
９
，０
１９
送
料

４０
，９
８１
円

４
．
労
災
・
自
賠
責

部
会

４０
０
，０
００

０
０

４０
０
，０
００

１３
１
，８
２０

－
２６
８
，１
８０
労
災
保
険
部
会

１０
９
，９
８０
円

送
料

２１
，８
４０
円

５
．
産
業
医
部
会

２
，６
００
，０
００

０
０

２
，６
００
，０
００

２
，４
７１
，４
５９

－
１２
８
，５
４１

産
業
医
研
修
会

１
，５
３９
，０
３７
円

産
業
保
健
協
議
会

２７
６
，３
３０
円

産
業
医
部
会
運
営
委
員
会

４３
０
，３
３５
円

産
業
安
全
衛
生
大
会

１０
５
，２
００
円

産
業
保
健
活
動
全
国
会
議

３７
，０
２０
円

送
料
他

８３
，５
３７
円

６
．
病
院
連
絡
会
議

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１０
０
，０
００

－
１０
０
，０
００
病
院
協
会
補
助
金

１０
０
，０
００
円

７
．
勤
務
医
部
会

４０
０
，０
００

０
０

４０
０
，０
００

３０
２
，２
３０

－
９７
，７
７０

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
３０
２
，０
２０
円

送
料

２１
０
円

８
．
福
祉
対
策
費

（
１
．９
２
％
）

２
，８
００
，０
００

０
０

２
，８
００
，０
００

２
，５
９４
，１
５７

－
２０
５
，８
４３

１
．
福
祉
事
業
費

１
，５
００
，０
００

０
０

１
，５
００
，０
００

１
，３
８７
，５
６０

－
１１
２
，４
４０
会
員
名
簿
印
刷
代

１
，２
９３
，６
００
円

送
料

９３
，９
６０
円

２
．
表
彰
弔
慰
費

１
，１
００
，０
００

０
５１
，５
３０

１
，１
５１
，５
３０

１
，１
５１
，５
３０

０
表
彰
費
８２
５
，９
８０
円

弔
慰
費
３２
５
，５
５０
円

３
．
協
力
貯
蓄

運
営

費
２０
０
，０
０ ０

０
－
５１
，５
３０

１４
８
，４
７０

５５
，０
６７

－
９３
，４
０３
送
料
５５
，０
６７
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

９
．
地
区
医
師
会

連
絡
費（
３
．５
４
％
）

５
，５
８０
，０
００

３０
０
，０
００

０
５
，８
８０
，０
００

４
，７
９７
，２
１９

－
１
，０
８２
，７
８１

１
．
連
絡
協
議
会
費

１
，７
００
，０
００

０
－
１７
，８
００

１
，６
８２
，２
００

５９
９
，４
１９

－
１
，０
８２
，７
８１

鳥
大
医
学
部
と
西
部
医
師
会
と
の
懇
談
会
３９
５
，９
７４
円

看
護
学
校
表
彰
者
記
念
品
代
他

５３
，４
４５
円

地
区
連
絡
費

１５
０
，０
００
円

２
．
地
区
医
師
会

補
助

金
１
，４
００
，０
００

３０
０
，０
００

０
１
，７
００
，０
００

１
，７
００
，０
００

０
東
部
５０
０
，０
００
円
、
中
部
５０
０
，０
００
円

西
部
５０
０
，０
００
円
、
大
学
２０
０
，０
００
円

３
．
地
区
医
師
会

交
付

金
１
，２
８０
，０
００

０
０

１
，２
８０
，０
００

１
，２
８０
，０
００

０
東
部
４５
０
，０
００
円
、
中
部
２５
０
，０
００
円

西
部
４５
０
，０
００
円
、
大
学
１３
０
，０
００
円

４
．
事
務
費
交
付
金

１
，２
００
，０
００

０
１７
，８
００

１
，２
１７
，８
００

１
，２
１７
，８
００

０

１
０
．
諸
支

出
金

（
０
．３
３
％
）

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

４４
８
，８
８８

－
５５
１
，１
１２

１
．
特
別
事
業
費

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００

２
．
そ
の
他
支
出
金

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

４４
８
，８
８８

－
５１
，１
１２
世
界
医
師
会
東
京
総
会
協
賛
金

２０
０
，０
００
円

中
越
地
震
義
援
金
募
集
送
料
他

１２
４
，１
０６
円

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
義
援
金
募
集
送
料
他
１２
４
，７
８２
円

２
．
総
務
費
（
５８
．５
０
％
）
８６
，１
４３
，０
００

９１
，０
００

０
８６
，２
３４
，０
００

７９
，２
１０
，９
７６

－
７
，０
２３
，０
２４

１
．
事

務
費

（
４
８
．３
５
％
）
７０
，２
２７
，０
００

０
０

７０
，２
２７
，０
００

６５
，４
７１
，０
３８

－
４
，７
５５
，９
６２

１
．
報

酬
８
，５
７０
，０
００

０
０

８
，５
７０
，０
００

８
，５
５４
，０
００

－
１６
，０
００

�
役
員
報
酬

８
，５
６０
，０
００

０
０

８
，５
６０
，０
００

８
，５
５４
，０
００

－
６
，０
００
役
員
報
酬

８
，０
５０
，０
００
円

顧
問
税
理
士
報
酬

３７
８
，０
００
円

収
益
事
業
申
告
書
作
成
報
酬

１２
６
，０
００
円

�
退
任
役
員

慰
労

金
１０
，０
００

０
０

１ ０
，０
００

０
－
１０
，０
００

２
．
給

与
３２
，８
６９
，０
００

０
１１
９
，６
４０

３２
，９
８８
，６
４０

３２
，９
７８
，６
４０

－
１０
，０
００

�
給

料
２１
，９
７３
，０
００

０
２０
０

２１
，９
７３
，２
００

２１
，９
７３
，２
００

０
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

�
職
員
手
当

１０
，８
８６
，０
００

０
１１
９
，４
４０

１１
，０
０５
，４
４０

１１
，０
０５
，４
４０

０

�
退

職
金

１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
旅

費
５
，５
００
，０
００

０
－
１１
９
，６
４０

５
，３
８０
，３
６０

４
，５
０２
，９
８０

－
８７
７
，３
８０
役
員
旅
費

２
，８
０６
，７
００
円

職
員
旅
費

１
，６
９６
，２
８０
円

４
．
一
般
事
務
費

４
，０
２２
，０
００

０
０

４
，０
２２
，０
００

３
，７
８８
，２
３４

－
２３
３
，７
６６

役
務
費

７４
７
，２
１５
円

需
要
費

２
，５
１７
，５
２３
円

法
人
会
計
シ
ス
テ
ム
レ
ン
タ
ル
料

１５
１
，２
００
円

会
費
控
除
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
料
１２
６
，０
００
円

会
費
等
領
収
書
印
刷
費
・
送
料

２４
６
，２
９６
円

５
．
交

通
費

１
，４
４０
，０
００

０
０

１
，４
４０
，０
００

８３
４
，８
３０

－
６０
５
，１
７０

６
．
共

済
費

６
，１
７６
，０
００

０
０

６
，１
７６
，０
００

５
，９
６７
，７
４１

－
２０
８
，２
５９

健
保
厚
生
年
金
保
険
料

４
，２
６７
，８
４０
円

労
働
保
険
料

５１
８
，５
０１
円

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

５７
６
，０
００
円

役
員
傷
害
保
険
料

６０
５
，４
００
円

７
．
福
利
厚
生
費

５５
０
，０
００

０
０

５５
０
，０
００

４６
，２
００

－
５０
３
， ８
００
職
員
健
康
診
断
費
用

４６
，２
００
円

８
．
光
熱
水
費

３
，１
００
，０
００

０
０

３
，１
００
，０
００

２
，５
８３
，５
７３

－
５１
６
，４
２７

電
気
代

１
，９
２９
，９
８８
円

水
道
代

１８
３
，７
２６
円

ガ
ス
代

２５
，３
９４
円

灯
油
代

４４
４
，４
６５
円

９
．
公

課
費

８
，０
００
，０
００

０
０

８
，０
００
，０
００

６
，２
１４
，８
４０

－
１
，７
８５
，１
６０
固
定
資
産
税

４
，７
０２
，０
４０
円

収
益
事
業
に
係
る
税
金

１
，５
１２
，８
００
円

２
．
会
議
費（
６
．０
５
％
）

９
，０
２０
， ０
００

０
０

９
，０
２０
，０
００

８
，１
９１
，２
５４

－
８２
８
，７
４６

１
．
総

会
費

６０
０
，０
００

０
０

６０
０
，０
００

４８
９
，０
７７

－
１１
０
，９
２３

２
．
代
議
員
会
費

２
，３
００
，０
００

０
４４
４
，５
５２

２
，７
４４
，５
５２

２
，７
４４
，５
５２

０
旅
費
（
３
回
）

１
，４
１０
，７
４０
円

諸
費
（
３
回
）

１
，１
７１
，６
４２
円

印
刷
費
他

１６
２
，１
７０
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

３
．
理
事
会
費

５
，４
７０
，０
００

０
－
４４
４
，５
５２

５
，０
２５
，４
４８

４
，８
２０
，３
８２

－
２０
５
，０
６６
常
任
理
事
会
（
１０
回
）

１
，１
１０
，２
５０
円

理
事
会
（
１２
回
）

３
，７
１０
，１
３２
円

４
．
監
事
会
費

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１３
７
，２
４３

－
６２
，７
５７

５
．
委
員
会
費

４５
０
，０
００

０
０

４５
０
，０
００

０
－
４５
０
，０
００

３
．
負
担
金（
０
．８
８
％
）

１
，１
０１
，０
００

９１
，０
００

０
１
，１
９２
，０
００

１
，１
８９
，９
００

－
２
，１
００

１
．
中
国
四
国
医
師

会
連
合
負
担
金

９５
１
，０
００

２１
，０
００

０
９７
２
，０
００

９７
１
，７
００

－
３０
０
中
国
四
国
医
師
会
連
合
総
会
（
広
島
）
８５
１
，４
００
円

中
国
四
国
医
師
会
連
合
常
任
委
員
会
他
１２
０
，３
００
円

２
．
関
係
団
体

負
担

金
１５
０
，０
００

７０
，０
００

０
２２
０
，０
００

２１
８
，２
００

－
１
，８
００

４
．
会
館
管
理
運
営
費

（
３
．２
２
％
）

５
，７
９５
，０
００

０
０

５
，７
９５
，０
００

４
，３
５８
，７
８４

－
１
，４
３６
，２
１６

１
．
維
持
管
理
費

４
，２
９５
，０
００

０
０

４
，２
９５
，０
００

４
，２
３９
，２
２４

－
５５
，７
７６

会
館
清
掃
料

１
，２
５７
，９
００
円

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
料

７５
６
，０
００
円

警
備
保
障
料

５０
４
，０
００
円

空
調
設
備
保
守
点
検
料

９０
３
，０
００
円

電
気
関
係
保
安
監
理
手
数
料

１８
７
，０
２４
円

自
動
火
災
報
知
設
備
保
守
料

１５
７
，５
００
円

火
災
保
険
料

２３
６
，５
００
円

オ
イ
ル
タ
ン
ク
管
理
料

１２
６
，０
００
円

そ
の
他
の
管
理
料
等

１１
１
，３
００
円

２
．
管
理
運
営
費

１
，５
００
，０
００

０
０

１
，５
００
，０
００

１１
９
，５
６０

－
１
，３
８０
，４
４０
駐
車
場
電
信
柱
修
理
代

１６
，８
００
円

駐
車
場
除
雪
代

３１
，５
００
円

玄
関
植
木
植
替
え
代
他

７１
，２
６０
円

３
．
特
定
資
産
支
出

４
，０
５０
，０
００

７３
０
，０
００

０
４
，７
８０
，０
００

４
，７
６０
，０
００

－
２０
，０
００

１
．
特
定
預
金
支
出

（
３
．５
２
％
）

４
，０
５０
，０
００

７３
０
，０
００

０
４
，７
８０
，０
００

４
，７
６０
，０
００

－
２０
，０
００

１
．
緊
急
事
業

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金
４２
，６
５１
，０
００
円
）
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
引
増
減
額

摘
要

２
．
役
員
退
職
慰
労

金
積
立
金

７３
０
，０
００

０
０

７３
０
，０
００

７３
０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
３
，８
５０
，０
００
円
）

３
．
職
員
退
職
給
与

積
立

金
３
，３
００
，０
００

７３
０
，０
００

０
４
，０
３０
，０
００

４
，０
３０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
４２
，７
５９
，１
７９
円
）

４
．
医
事
紛
争
処
理

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金
４
，８
００
，０
００
円
）

４
．
予

備
費

９
，２
２１
，０
００

４
，４
５０
，０
００

０
１３
，６
７１
，０
００

０
－
１３
，６
７１
，０
００

１
．
予
備
費
（
０
％
）

９
，２
２１
，０
００

４
，４
５０
，０
００

０
１３
，６
７１
，０
００

０
－
１３
，６
７１
，０
００

１
．
予

備
費

９
，２
２１
，０
００

４
，４
５０
，０
００

０
１３
，６
７１
，０
００

０
－
１３
，６
７１
，０
００

当
期
支
出
合
計
�
１５
６
，９
５５
，０
００

１０
，３
４２
，０
００

０
１６
７
，２
９７
，０
００

１３
５
，４
１３
，３
０４
－
３１
，８
８３
， ６
９６

当
期
収
支
差
額（
Ａ
－
Ｃ
）
－
３０
，０
００
，０
００

－
６
，６
６１
，０
００

０
－
３６
，６
６１
，０
００

－
２
，２
８０
，０
７５

３４
，３
８０
，９
２５

次
期
繰
越
収
支
差
額（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
０

０
０

３４
，３
８１
，６
５６

３４
，３
８１
，６
５６
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平成１６年度鳥取県医師会会費納入明細書

� 均等割会費

（単位：円）

地区医師会名 平成１６年２月１日現在
会費額（予算額） 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初予算額に対する

増 減

東 部 医 師 会 ９，２６８，０００ ９，４１５，０００ ９，４１５，０００ ０ １４７，０００

中 部 医 師 会 ３，７７０，０００ ３，８１６，０００ ３，８１６，０００ ０ ４６，０００

西 部 医 師 会 ９，８２１，０００ ９，９４６，０００ ９，９４６，０００ ０ １２５，０００

鳥大医学部医師会 １，１４４，０００ １，１７９，０００ １，１７９，０００ ０ ３５，０００

計 ２４，００３，０００ ２４，３５６，０００ ２４，３５６，０００ ０ ３５３，０００

� 所得割会費

地区医師会名 平成１６年４月１日現在
賦 課 額 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初賦課額に対する

増 減

東 部 医 師 会 １８，７３８，４９０ １８，７７９，９９０ １８，７７９，９９０ ０ ４１，５００

中 部 医 師 会 １０，０８６，１７０ １０，０８６，１７０ １０，０８６，１７０ ０ ０

西 部 医 師 会 ２３，５７６，４１０ ２３，５００，５５０ ２３，５００，５５０ ０ －７５，８６０

鳥大医学部医師会 ０ ０ ０ ０ ０

計
（予算額）

５２，４０１，０７０
（５２，０００，０００） ５２，３６６，７１０ ５２，３６６，７１０ ０ －３４，３６０

（３６６，７１０）
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第２号議案 平成１６年度鳥取県医師会共済会収支決算承認について

平成１６年度鳥取県医師会共済会収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

科 目 当初予算額 補正予算額 補正後予算額 決 算 額 差引増減額 摘 要

１．会 費 １３，２８４，０００ ３００，０００１３，５８４，０００１３，５９３，０００ ９，０００

東部 ５，１４８，０００円

中部 ２，０１１，５００円

西部 ６，２８９，５００円

大学 １４４，０００円

２．財 産 収 入 １０，０００ ０ １０，０００ １，７３５ －８，２６５ 積立金利息 １，７３５円

３．雑 入 ３，７５１，０００ ４，７９０，０００ ８，５４１，０００ ８，５４０，０２２ －９７８ 普通預金利息 ２２円

当期収入合計（Ａ）１７，０４５，０００ ５，０９０，０００２２，１３５，０００２２，１３４，７５７ －２４３ 積立金取崩金 ８，５４０，０００円

前期繰越収支差額 ２，０００，０００ －２００，０００ １，８００，０００ １，７９７，０８５ －２，９１５

収 入 合 計（Ｂ）１９，０４５，０００ ４，８９０，０００２３，９３５，０００２３，９３１，８４２ －３，１５８

【支出の部】

科 目 当初予算額 補正予算額 補正後予算額 決 算 額 差引増減額 摘 要

１．一般事務費 ３０，０００ ０ ３０，０００ １２，６１５ －１７，３８５

２．委 員 会 費 ２００，０００ ０ ２００，０００ ０ －２００，０００

３．病気療養見舞金 １２，２４０，０００ ４，０５０，０００１６，２９０，０００１６，２８４，０００ －６，０００ 入院２０件 居宅１１件

４．弔 慰 金 ５，０００，０００ ５００，０００ ５，５００，０００ ５，５００，０００ ０１１件

５．配偶者弔慰金 １００，０００ ０ １００，０００ ５０，０００ －５０，０００ １件

６．退会慰労金 ３２０，０００ ３１０，０００ ６３０，０００ ６２６，６７０ －３，３３０ ３件

７．喜寿・米寿・白寿 ０ ０ ０ ０ ０

８．災害見舞金 ５００，０００ ０ ５００，０００ ０ －５００，０００

９．積 立 金 １０，０００ ０ １０，０００ ０ －１０，０００（別途積立金 １３０，０７０，０００円）

１０．予 備 費 ６４５，０００ ３０，０００ ６７５，０００ ０ －６７５，０００

当期支出合計（Ｃ）１９，０４５，０００ ４，８９０，０００２３，９３５，０００２２，４７３，２８５－１，４６１，７１５

当 期 収 支 差 額

（Ａ－Ｃ）
－２，０００，０００ ２００，０００－１，８００，０００ －３３８，５２８ １，４６１，４７２

次期繰越収支差額

（Ｂ－Ｃ）
０ ０ ０ １，４５８，５５７ １，４５８，５５７
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過
去
２０
年
に
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け
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済
会
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付
状
況
一
覧
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年 度
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額
件 数

金
額

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額

６０
９
３
，５
７７
，０
００

４
１７
１
，０
００

７
３
，５
００
，０
００

１
５０
，０
００
―

―
５

４２
，５
００

２
１０
，２
００
２０

１０
０
，０
００
―

―
７
，４
５０
，７
００

６１
１３

６
，３
８４
，０
００
１１

１
，８
０６
，０
００

７
３
，５
００
，０
００

３
１５
０
，０
００
―

―
８

５２
，０
００

２
１３
，０
００
２９

１１
３
，１
００

１
４０
０
，０
００
１２
，４
１８
，１
００

６２
２５
１６
， ５
２９
，０
００
１９

１
，５
４３
，０
００

５
２
，５
００
，０
００

２
１０
０
，０
００

２
２８
５
，０
４０
１７

１８
２
，５
００
―

―
―

―
―

―
２１
，１
３９
，５
４０

６３
１６
１１
，６
２５
，０
００
１３

１
，２
６０
，０
００

５
２
，５
００
，０
００

１
５０
，０
００
―

―
４

４０
，０
００
―

―
―

―
―

―
１５
，４
７５
，０
００

元
２１
１２
，７
３５
，０
００
１７

８４
６
，０
００

８
４
，２
００
，０
００

１
５ ０
，０
００

２
３６
５
，０
４０

５
５１
，５
００
―

―
―

―
―

―
１８
，２
４７
，５
４０

２
１８
１１
，９
５５
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１３

１
，０
９８
，０
００
１４

７
，０
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，０
００

３
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０
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００

２
２６
８
，３
４０

６
６０
，０
００
―

―
―

―
２

５０
０
，０
００
２１
，０
３１
，３
４０

３
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１
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，２
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７
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８
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１
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００
，０
００
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０ ０

１
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―
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９
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７
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２
，０
００

８
４
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―
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第３号議案 平成１６年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算承認について

平成１６年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差引増減額 摘 要

１．積 立 金 １０，３９２，０００ １０，３８４，０００ －８，０００ �
�
�
�

東部３，７７０，０００円 中部１，９２０，０００円

西部４，６９４，０００円 普通預金利息２．雑 入 １，０００ １３７ －８６３

当期収入合計（Ａ） １０，３９３，０００ １０，３８４，１３７ －８，８６３

前期繰越収支差額 ４，８１４，０００ ５，６０３，９６９ ７８９，９６９

収 入 合 計（Ｂ） １５，２０７，０００ １５，９８８，１０６ ７８１，１０６

【支出の部】

科 目 当初予算額 決 算 額 差引増減額 摘 要

１．諸 経 費 １０，０００ ０ －１０，０００

２．修 繕 費 １５，１９７，０００ ０ －１５，１９７，０００

当期支出合計（Ｃ） １５，２０７，０００ ０ －１５，２０７，０００

当 期 収 支 差 額

（Ａ－Ｃ）
－４，８１４，０００ １０，３８４，１３７ １５，１９８，１３７

次期繰越収支差額

（Ｂ－Ｃ）
０ １５，９８８，１０６ １５，９８８，１０６
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会 計 監 査 報 告 書

平成１６年度一般会計、特別会計収支決算書並びに財産目録について、関係諸帳簿等を照合し慎重に監査

した結果、適正であることを認めます。

平成１７年７月７日

監 事 吉 中 正 人 �

監 事 岸 田 剛 一 �

鳥取県医師会長 長 田 昭 夫 殿

【支出の部】

科 目 当初予算額 決 算 額 差引増減額 摘 要

１．一般事務費 ２３０，０００ ３８６，１１３ １５６，１１３ 口座振込・振替手数料

２．繰 出 金 １８，５００，０００ １８，５００，０００ ０ 一般会計へ

３．予 備 費 ３，３７１，０００ ０ －３，３７１，０００

当期支出合計（Ｃ） ２２，１０１，０００ １８，８８６，１１３ －３，２１４，８８７

当 期 収 支 差 額

（Ａ－Ｃ）
－３，５００，０００ １４６，９８２ ３，６４６，９８２

次期繰越収支差額

（Ｂ－Ｃ）
０ ３，４０４，１１４ ３，４０４，１１４

※ 配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額、会員への配当金となるため計上していない。

第４号議案 平成１６年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算承認について

平成１６年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差引増減額 摘 要

１．団体事務費 １８，６００，０００ １９，０３２，８２０ ４３２，８２０ 第一生命他７社

２．財 産 収 入 １，０００ ２７５ －７２５ 普通預金利息

当期収入合計（Ａ） １８，６０１，０００ １９，０３３，０９５ ４３２，０９５

前期繰越収支差額 ３，５００，０００ ３，２５７，１３２ －２４２，８６８

収 入 合 計（Ｂ） ２２，１０１，０００ ２２，２９０，２２７ １８９，２２７
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第５号議案 鳥取県医師会会費賦課徴収規則一部改正について

鳥取県医師会会費賦課徴収規則一部改正 新旧対照表

平成１７年８月６日

［主旨］

○ 所得割会費の算定基礎としていた診療報酬の点数情報の入手ができなくなったことから、会費全般

の見直しを行った。

○ 現在、均等割会費と所得割会費の２本立てとしているが、このうち所得割会費を廃止し、均等割会

費のみとする。

○ 新規開業Ａ１会員に対する処遇として、新規開業後３年間かけて段階的に賦課する。

改 正 案 現 行

（会員種別）

第２条 本会会員を、次の会員種別に区分する。

Ａ１会員：私的医療機関の開設者又は管理者で

ある医師

Ａ２会員：公的医療機関の管理者である医師

Ｂ 会員：上記以外の医師

２ 前項に規定する公的・私的の区分の取扱いは、

原則として、医療法第３１条の規定による。

３ 会員種別及び公的・私的の区分の取扱いに関

し必要な事項は、会長が理事会の議を経て定め

る。

（会費の種別）

第４条 会費の種別は、次のとおりとする。

� 均等割会費：全会員が納入する。

� 特別会費：該当会員が納入する。

（徴収方法）

第６条 会費の徴収方法は、次のいずれかの方法

による。

� 会員が指定する金融機関の口座から口座振

替により、毎月、徴収する方法

� 地区医師会長に委託して徴収する方法

（新入会員の会費）

第７条 新たに入会した会員の会費は、入会の月

から毎月納入する。

（会員種別）

第２条 本会会員を、次の会員種別に区分する。

Ａ１会員：私的医療機関の開設者又は管理者で

ある医師

Ａ２会員：公的医療機関の管理者である医師

Ｂ 会員：上記以外の医師

２ 前項に規定する公的・私的の区分の取扱いは、

原則として、医療法第３１条の規定による。

３ 会員種別及び公的・私的の区分の取扱いに関

し必要な事項は、会長が理事会の議を経て定め

る。

（会費の種別）

第４条 会費の種別は、次のとおりとする。

� 均等割会費：全会員が納入する。

� 所得割会費：Ａ１会員のみが納入する。

� 特別会費：該当会員が納入する。

（徴収方法）

第６条 会費の徴収方法は、会員種別により次の

とおりとする。

� Ａ１会員の会費：会員が指定する金融機関

の口座から口座振替により、毎月、徴収する

ものとする。

� Ａ１会員以外の会員の会費：地区医師会長

に委託して徴収、又は直接会員から徴収する。

（新入会員の会費）

第７条 新たに入会した会員の会費は、次のとお

りとする。

� 均等割会費：当該年度分会費の１２分の１相

当額を入会した月の翌月から毎月納入する。
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改 正 案 現 行

（会費の減額及び免除）

第１０条 地区医師会長が、傷病、不慮の災害、そ

の他特別の事由により会費の賦課額を不適当と

認める会員の会費については、代議員会の議決

を経てこれを減額又は免除することができる。

２ 毎年４月１日現在、満８０歳以上の会員の会費

は免除する。

３ 新規開業によるＡ１会員の会費は、別に定め

る額に減額する。

４ 会費の減額及び免除の申請等に関し必要な事

項は、会長が理事会の議を経て定める。

〔別表〕

会費及び入会金一覧表

１．会 費

� 均等割会費（年額）

Ａ１会員：１５６，０００円

Ａ２会員：下記の区分による。

Ｂ 会員：１２，０００円

� 所得割会費：入会後６か月間の診療報酬の

実績に基づき年間対象所得額を推計し、算定

した所得割会費の１２分の１相当額を入会後７

か月目から毎月納入する。

（会費の減額及び免除）

第１０条 地区医師会長が、傷病、不慮の災害、そ

の他特別の事由により会費の賦課額を不適当と

認める会員の会費については、代議員会の議決

を経てこれを減額することができる。ただし、

会費の減額は均等割会費についてのみ行うもの

とする。

２ 毎年４月１日現在、満８０歳以上の会員の会費

は免除する。

（新 設）

（新 設）

〔別表〕

会費及び入会金一覧表

１．会 費

� 均等割会費（年額）

Ａ１会員：２５，０００円

Ａ２会員：下記の区分による。

Ｂ 会員：１２，０００円

区 分 金 額 区 分 金 額

診 療 所 １５６，０００円 診 療 所 １００，０００円

病 院

２００床未満 ２００，０００円

２００床～４００床未満 ２５０，０００円

４００床以上 ３００，０００円

病 院

２００床未満 ２００，０００円

２００床～４００床未満 ２５０，０００円

４００床以上 ３００，０００円

新規開業Ａ１会員の会費（第１０条３項関係）

１年目 月額 ２，０００円

２年目 月額 ６，０００円

３年目 月額 １０，０００円

４年目以降 月額 １３，０００円

新規開業日の属する年度を１年目とする。

（新 設）
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改 正 案 現 行

（廃 止）

� 特別会費

� 医事紛争処理委員会費

年額 １，８００円（A１会員）

� 学校医部会費 年額 ３，０００円（学校医）

� 産業医部会費 年額 ２，０００円（産業医）

� 会館修繕積立金

月額 ２，０００円（A１会員）

２．入会金 ５００，０００円

附 則

１０ この規則は、平成１８年４月１日より適用する。

� 所得割会費（Ａ１会員のみ、年額）

鳥取県社会保険診療報酬支払基金及び鳥取

県国民健康保険団体連合会における前年１月

から１２月までの診療報酬点数の総合計（予防

法併用分は除く）に１０円を乗じた額の１，０００

分の２．２相当額（１００円未満は切り捨て）を当

該年度の所得割会費とする。ただし、最高年

額は１４３，０００円とする。

� 特別会費

� 医事紛争処理委員会費

年額 １，８００円（A１会員）

� 学校医部会費 年額 ３，０００円（学校医）

� 産業医部会費 年額 ２，０００円（産業医）

� 会館修繕積立金

月額 ２，０００円（A１会員）

２．入会金 ５００，０００円
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第６号議案 平成１７年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成１７年度鳥取県医師会会費減免申請（追加分）

【病 気】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申請理由

東 部 Ｂ 祝 部 紀 穂 鳥取市気高町浜村 病気療養中

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 矢 田 憲 孝 鳥取県立中央病院 鳥取大学 Ｂ 乗 本 共 香 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 森 尾 郁 子 〃 〃 Ｂ 平 井 雅 之 〃

〃 Ｂ 村 脇 あゆみ 〃 〃 Ｂ 宮 原 直 樹 〃

〃 Ｂ 米 本 大 貴 〃 〃 Ｂ 宮 原 史 子 〃

〃 Ｂ 稲 田 耕 大 〃 〃 Ｂ 林 愛 〃

〃 Ｂ 金 田 祥 〃 〃 Ｂ 池 原 和 彦 〃

〃 Ｂ 松 波 馨 士 〃 〃 Ｂ 堀 江 良 樹 〃

〃 Ｂ 中 � 博 文 〃 〃 Ｂ 大 野 光 洋 〃

〃 Ｂ 藤 井 洋 輔 鳥 取 市 立 病 院 〃 Ｂ 加 藤 順 〃

〃 Ｂ 早 野 護 鳥取赤十字病院 〃 Ｂ 林 暁 洋 〃

〃 Ｂ 平 真 人 鳥 取 生 協 病 院 〃 Ｂ 宮 石 浩 人 〃

〃 Ｂ 奥 田 憲太郎 〃 〃 Ｂ 玉 田 泰 明 〃

西 部 Ｂ 池 田 格 山 陰 労 災 病 院 〃 Ｂ 中 庭 茜 〃

〃 Ｂ 石 田 千 尋 〃 〃 Ｂ 鈴 木 千 夏 〃

〃 Ｂ 前 川 俊 〃 〃 Ｂ 三 木 志 保 〃

〃 Ｂ 樋 野 祥 子 〃 〃 Ｂ 木 谷 修 一 〃

〃 Ｂ 津 田 史 江 〃 〃 Ｂ 藤 田 章 啓 〃

〃 Ｂ 角 田 宏 明 〃 〃 Ｂ 林 征太郎 〃

鳥取大学 Ｂ 後 藤 芳 子 鳥取大学医学部附属病院 〃 Ｂ 藤 瀬 幸 〃

〃 Ｂ 黒 田 博 彦 〃 〃 Ｂ 藤 井 一 博 〃

〃 Ｂ 池 淵 雄一郎 〃 〃 Ｂ 前 田 彰 宏 〃

〃 Ｂ 今 本 龍 〃

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

34



正味財産増減計算書（総括表）

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

� 会館修繕積立金会計当期収支差額 １０，３８４，１３７

� 生命保険取扱会計当期収支差額 １４６，９８２

� 什器備品当期増加額 １，２８７，８２５

� 役員退職積立金当期増加額 ７３０，０００

� 職員退職積立金当期増加額 ４，０３０，０００

資 産 増 加 額 計 １６，５７８，９４４

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 １６，５７８，９４４

�．減少の部

１．資産減少額

� 一般会計当期収支差額 ２，２８０，０７５

� 減価償却額 １６，６９０，６２３

� 共済会会計当期収支差額 ３３８，５２８

� 共済会積立金取崩額 ８，５４０，０００

資 産 減 少 額 計 ２７，８４９，２２６

２．負債増加額

� 退職給与引当金繰入額 ４，０３０，０００

負 債 増 加 額 計 ４，０３０，０００

減 少 額 合 計 ３１，８７９，２２６

差引正味財産増減額 －１５，３００，２８２

前期繰越正味財産額 ８１２，３０８，９５１

期末正味財産合計額 ７９７，００８，６６９
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正味財産増減計算書（一般会計）

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の額

１．資産増加額

� 器具備品増加額 １，２８７，８２５

� 役員退職積立金増加額 ７３０，０００

� 職員退職積立金増加額 ４，０３０，０００

資 産 増 加 額 計 ６，０４７，８２５

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 ６，０４７，８２５

�．減少の部

１．資産減少額

� 当期収支差額 ２，２８０，０７５

� 減価償却額 ８４５，１５９

資 産 減 少 額 計 ３，１２５，２３４

２．負債増加額

� 退職給与引当金繰入額 ４，０３０，０００

負 債 増 加 額 計 ４，０３０，０００

減 少 額 合 計 ７，１５５，２３４

差引正味財産増減額 －１，１０７，４０９

前期繰越正味財産額 ３６４，０２１，０６９

期末正味財産合計額 ３６２，９１３，６６０
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正味財産増減計算書（共済会会計）

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

資 産 増 加 額 計 ０

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 ０

�．減少の部

１．資産減少額

� 当期収支差額 ３３８，５２８

� 積立金取崩額 ８，５４０，０００

資 産 減 少 額 計 ８，８７８，５２８

２．負債増加額

負 債 増 加 額 計 ０

減 少 額 合 計 ８，８７８，５２８

差引正味財産増減額 －８，８７８，５２８

前期繰越正味財産額 １４０，４０７，０８５

期末正味財産合計額 １３１，５２８，５５７
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正味財産増減計算書（会館修繕積立金会計）

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

� 当期収支差額 １０，３８４，１３７

資 産 増 加 額 計 １０，３８４，１３７

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 １０，３８４，１３７

�．減少の部

１．資産減少額

� 減価償却費 １５，８４５，４６４

資 産 減 少 額 計 １５，８４５，４６４

２．負債増加額

負 債 増 加 額 計 ０

減 少 額 合 計 １５，８４５，４６４

差引正味財産増減額 －５，４６１，３２７

前期繰越正味財産額 ３０４，６２３，６６５

期末正味財産合計額 ２９９，１６２，３３８
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正味財産増減計算書（生命保険会計）

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

� 当期収支差額 １４６，９８２

資 産 増 加 額 計 １４６，９８２

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 １４６，９８２

�．減少の部

１．資産減少額

資 産 減 少 額 計 ０

２．負債増加額

負 債 増 加 額 計 ０

減 少 額 合 計 ０

差引正味財産増減額 １４６，９８２

前期繰越正味財産額 ３，２５７，１３２

期末正味財産合計額 ３，４０４，１１４
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貸 借 対 照 表 （ 総 括 表 ）

平成１７年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 １０９，４６６，１２０ �．流動負債 ５４，２３３，６８７

１．普通預金
２．未収入金

９９，９８９，６９８
９，４７６，４２２

１．未 払 金
２．仮 受 金

７，４７７，６７９
４６，７５６，００８

�．固定資産 ７８４，５３５，４１５ �．固定負債 ４２，７５９，１７９

１．有形固定資産 ５５９，７８６，１７３ １．長期借入金
２．退職給与引当金

０
４２，７５９，１７９

� 建 物
� 建物附属設備
� 構 築 物
� 器具備品
� 土 地
� 減価償却累計額

４６３，１１９，７８０
１３７，０３１，８０８
１９，２８８，３３１
５１，４８１，２６７
２７３，５２２，３５０
－３８４，６５７，３６３

負 債 合 計 ９６，９９２，８６６

２．無形固定資産 ６１９，０６３ �．正味財産 ７９７，００８，６６９

� コンピュータソフトウェア
� 減価償却累計額

１，８６３，７５０
－１，２４４，６８７

（内）当期正味財産増加額 －１５，３００，２８２

３．特定資産 ２１４，１３０，１７９ 正味財産合計 ７９７，００８，６６９

� 緊急事業積立金
� 医事紛争積立金
� 役員退職積立金
� 職員退職積立金
� 共済会積立金

３２，６５１，０００
４，８００，０００
３，８５０，０００
４２，７５９，１７９
１３０，０７０，０００

４．その他固定資産 １０，０００，０００

� 投資有価証券 １０，０００，０００

資 産 合 計 ８９４，００１，５３５ 負債及び正味財産合計 ８９４，００１，５３５
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貸借対照表（一般会計）

平成１７年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ３９，８００，１２５ �．流動負債 ５，４１８，４６９

１．普通預金
２．未収入金

３０，３２３，７０３
９，４７６，４２２

１．未 払 金 ５，４１８，４６９

�．固定負債 ４２，７５９，１７９

�．固定資産 ３７１，２９１，１８３ １．長期借入金
２．退職給与引当金

０
４２，７５９，１７９

１．有形固定資産 ２７６，６１１，９４１

� 建 物
� 建物付属設備
� 構 築 物
� 器具備品
� 土 地
� 減価償却累計額

７３５，０００
３５０，８０８
１，０００，０００
２，９６９，７１５
２７３，５２２，３５０
－１，９６５，９３２

負 債 合 計 ４８，１７７，６４８

２．無形固定資産 ６１９，０６３ �．正味財産 ３６２，９１３，６６０

� コンピュータソフトウェア
� 減価償却累計額

１，８６３，７５０
－１，２４４，６８７

（内）当期正味財産増加額 －１，１０７，４０９

３．特定資産 ８４，０６０，１７９ 正味財産合計 ３６２，９１３，６６０

� 緊急事業積立金
� 医事紛争積立金
� 役員退職積立金
� 職員退職積立金

３２，６５１，０００
４，８００，０００
３，８５０，０００
４２，７５９，１７９

４．その他固定資産 １０，０００，０００

� 投資有価証券 １０，０００，０００

資 産 合 計 ４１１，０９１，３０８ 負債及び正味財産合計 ４１１，０９１，３０８
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貸借対照表（共済会会計）

平成１７年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ３，５１７，７６７ �．流動負債
１．未 払 金

２，０５９，２１０
２，０５９，２１０

� 普通預金 ３，５１７，７６７ �．固定負債 ０

負 債 合 計 ２，０５９，２１０

�．正味財産 １３１，５２８，５５７

�．固定資産 １３０，０７０，０００ （内）当期正味財産減少額 －８，８７８，５２８

１．特定資産
� 積 立 金

１３０，０７０，０００
１３０，０７０，０００

正味財産合計 １３１，５２８，５５７

資 産 合 計 １３３，５８７，７６７ 負債及び正味財産合計 １３３，５８７，７６７

貸借対照表（会館修繕積立金会計）

平成１７年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 １５，９８８，１０６ �．流動負債 ０

１．普通預金 １５，９８８，１０６ �．固定負債 ０

�．固定資産 ２８３，１７４，２３２ 負 債 合 計 ０

１．有形固定資産 ２８３，１７４，２３２

� 建 物
� 建物付属設備
� 構 築 物
� 器具備品
� 減価償却累計額

４６２，３８４，７８０
１３６，６８１，０００
１８，２８８，３３１
４８，５１１，５５２

－３８２，６９１，４３１

�．正味財産 ２９９，１６２，３３８

（内）当期正味財産増加額

正味財産合計

－５，４６１，３２７

２９９，１６２，３３８

資 産 合 計 ２９９，１６２，３３８ 負債及び正味財産合計 ２９９，１６２，３３８
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貸借対照表（生命保険会計）

平成１７年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ５０，１６０，１２２ �．流動負債 ４６，７５６，００８

１．普通預金 ５０，１６０，１２２ １．仮 受 金 ４６，７５６，００８

�．固定資産 ０ �．固定負債 ０

負 債 合 計 ４６，７５６，００８

�．正味財産 ３，４０４，１１４

（内）当期正味財産増加額
正味財産合計

１４６，９８２
３，４０４，１１４

資 産 合 計 ５０，１６０，１２２ 負債及び正味財産合計 ５０，１６０，１２２
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財 産 目 録
平成１７年３月３１日

資産の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動資産 １０９，４６６，１２０
１．預 金 ９９，９８９，６９８

鳥取銀行・本店 普通預金（一般会計） １５，４５１，７２４
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（一般会計） １４，８７１，９７９
鳥取銀行・本店 普通預金（共済会会計） １，０５５，０４３
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（共済会会計） ２，４６２，７２４
鳥取銀行・本店 普通預金（会館修繕積立金会計） ７，２２６，６２６
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（会館修繕積立金会計） ８，７６１，４８０
鳥取銀行・本店 普通預金（生命保険会計） ５０，１６０，１２２

２．未収入金 ９，４７６，４２２
〔一般会計〕 ９，４７６，４２２
均等割会費収入 ３，４４５，０００
学校医・学校産業医部会費 ９，０００
産業医部会会費 ５６，０００
社会保険通信負担金 ２３７，６００
日医補助金 １４３，０００
県委託金・補助金 ５，５０４，６２２
広告・手数料他収入 ８１，２００

�．固定資産 ７８４，５３５，４１５
１．有形固定資産 ５５９，７８６，１７３
� 建 物 鳥取市戎町３１７番地 ６００，１５１，５８８

鉄筋コンクリート４階建一部５階建
健康会館
建築面積８６６．９４� 延床面積２，０９１．８４�
建 物 ４６３，１１９，７８０
付属設備 １３７，０３１，８０８

� 構 築 物 １９，２８８，３３１
舗装工事 ６，３６２，６７１
花 壇 ８，０２９，３５５
ブロック塀 ３，７６０，１４９
擁 壁 他 １，１３６，１５６

� 器具備品 ５１，４８１，２６７
１階研修センター連結イス ９，２２５，０００
１階研修センター舞台吊物装置 ５，５００，０００
２階理事会室会議テーブル・イス ５，８２７，２００
２階常任理事会室会議テーブル・イス ４，０３０，４００
３階資料室平行移動書庫 １，２１６，０００
３階研修室テーブル・チェアー １，１６０，０００
４階図書室移動棚コンパックルーム ３，６３５，１６０
４階集会室テーブル １，３１４，０００
４階集会室チェアー １，２９６，０００
４階集会室ウォール １，２６６，９００
ハートシムACLSトレーニングシステム １，２８７，８２５
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科 目 内 訳 金 額

研修室備品他 １５，７２２，７８２

� 土 地 ２７３，５２２，３５０
鳥取市戎町３１７番地
宅地 １，９５７．３７� ２７３，５２２，３５０

� 減価償却累計額 －３８４，６５７，３６３
建 物 －２０１，６５７，３１２
付 属 設 備 －１２２，１２３，７１０
構 築 物 －１６，３９２，７９５
器 具 備 品 －４４，４８３，５４６

２．無形固定資産 ６１９，０６３
� コンピュータソフトウェア １，８６３，７５０

控除システム等 １，５１７，２５０
法人会計システム指導料 ３４６，５００

� 減価償却累計額 －１，２４４，６８７

３．特定資産 ２１４，１３０，１７９
� 緊急事業積立金

鳥取銀行・本店 普通預金 ３２，６５１，０００
� 医事紛争積立金

鳥取銀行・本店 普通預金 ４，８００，０００
� 役員退職積立金

鳥取銀行・本店 普通預金 ３，８５０，０００
� 職員退職積立金

鳥取銀行・本店 普通預金 ２１，９８５，１５０
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 １０，３８６，１７９
中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 １０，３８７，８５０

� 共済会積立金
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 ５９，８１０，０００
中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 ７０，２６０，０００

４．その他固定資産 １０，０００，０００
� 投資有価証券 とっとり県民債（５年債） １０，０００，０００

資 産 合 計 ８９４，００１，５３５
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負債の部

科 目 内 訳 金 額

�．流動負債 ５４，２３３，６８７
１．未 払 金 ７，４７７，６７９

〔一般会計〕 ５，４１８，４６９
医 学 会 ５０，６９４
地域社会対策費 ４５３，３２９
調査研究費 ７１４，６３５
救急感染症防災対策費 １，１６５
社会保障医療対策費 ５，０００
介護保険対策費 ９３６，０００
会 報 費 ６，４０５
母体保護法指定医部会 ４２０
健康スポーツ医部会 ５，２５５
病院連絡会議 １００，０００
連絡協議会費 ２０，０００
事務費交付金 １，２１７，８００
職員手当 ５２，１７０
旅 費 －２８６，４００
共 済 費 ２９１，３９６
公 課 費 １，５１２，８００
中国四国医師会連合負担金 ９６，３００
維持管理費 ２１０，０００
管理運営費 ３１，５００
〔共済会会計〕 ２，０５９，２１０
一般事務費 ２１０
病気療養見舞金 １，０５９，０００
積立金取りくずし金 １，０００，０００

２．仮 受 金 〔生命保険会計〕 ４６，７５６，００８
配 当 金 ４６，７５６，００８

�．固定負債 ４２，７５９，１７９
１．退職給与引当金 ４２，７５９，１７９

負 債 合 計 ９６，９９２，８６６

差 引 正 味 財 産 ７９７，００８，６６９
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第１７０回鳥取県医師会（臨時）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成１８年２月１６日（木）

午後６時１０分～午後６時３０分

２．開 催 の 場 所
ホテルニューオータニ鳥取 鳥取市今町

３．代議員の総数
４３名

４．出席代議員数
４０名

５．出席の役員等
長田会長、岡本・野島両副会長

富長・渡辺・天野・神鳥・宮�各常任理事

栗原・石田・宮川・明穂・阿部各理事

岸田・吉中両監事

入江顧問

６．役 員 選 挙
３月３１日任期満了に伴う次期役員の選挙を

行い、無投票にて次のとおり選出した。

（届出順）

◇会 長 岡本公男（新）

◇副 会 長 富長将人（新） 野島丈夫（再）

◇理 事 神鳥高世（再） 阿部博章（再）

笠木正明（新） 米川正夫（新）

渡辺 憲（再） 宮�博実（再）

武田 倬（再） 吉田眞人（再）

明穂政裕（再） 天野道麿（再）

吉中正人（新） 重政千秋（新）

◇監 事 井庭信幸（新） 清水正人（新）

◇裁定委員 門脇和範（再） 木村禎宏（新）

佐々木博史（新） 芦川 喬（再）

中尾政和（新） 岸 良尚（再）

野口 誠（新） 福嶋泰夫（新）

周防武昭（新）

７．会 議 の 状 況
〈米本議長〉

時間が少し早いですが、御揃いですので、

ただいまから第１７０回鳥取県医師会臨時代議

員会を開会致します。まず、事務局より資格

確認をお願い致します。

〈谷口事務局長〉
資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４３名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は４０名でご

ざいます。従いまして、過半数の出席でござ

います。以上、ご報告致します。

〈米本議長〉
ありがとうございました。過半数の出席で

ございますので、会議は成立致します。

次に議事録署名人の選出でございますが、

議長にご一任願えますか。

［「異議なし」と言う者あり］

それでは、８番・瀬川謙一代議員、２７番・

作野嘉信代議員のお二方にお願い致します。

それでは、日程に従いまして、「会長挨拶」

をお願い致します。

〈長田会長〉
今日は、臨時代議員会でございます。年度

末のこともありますが、今回は役員改選が議

題になっております。大変出席率のよい会で

喜んでおります。この際でございますので、

一言ご挨拶を申し上げたいと思います。

顧みまして、私は医師会長として３期目で、

県医師会に入らせていただいたのが平成３年

８月ですので、平成１８年から引きますと１５年

になります。その間、米子から通って今日に

至っており、その当時は入江顧問が会長でご

ざいました。その時の仕事の数より今の数は

おそらく３倍くらいになっているだろうと思

います。それだけ医師会のする仕事というの

は、当て職としてただ据えておくだけという

のではなく、地域のなかで十分役立つように

働いていただきたいという地域の要望が、こ

のような結果になったと思っています。

そのなかで一番柱となっているのが、健康

対策協議会でございます。健康対策協議会は

入江先生の時代からずっと育ってきておりま

して、大変な年数を経ております。行政、鳥

取大学医学部、そして鳥取県医師会の３者合

体で進んでいるこの姿というのは、ご存知の

ように他の県にはございません。その特性が

十分活かされて今日に至ったことも忙しく

なったことの要因だと理解しております。私

も、肺がんや胃がんは専門科ではございませ

んが、出来るだけ出席させていただきました。

そのなかで県の方あるいは大学の方、そして

また全県の先生方とのお付き合いが出来て大

変いろいろなことを学ばせてもらいました。

さらに中国四国ブロックでも代表をさせて
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いただきました。それから日本医師会にも理

事として出させていただきました。その前に

は日母の理事として６年間出ました。このよ

うに県医師会の代表として出させていただい

たり、また委員会活動に参加させていただい

たりしたなかで、全国に亘ってたくさんの知

己を得たことは、私の人生をここまで充実し

てやらせていただいた基本になったと思って

おります。人脈という言い方はよくないと

思っていますので、育てていただき、見守っ

ていただいたと理解しております。そして今

日に至って、副会長と会長で６期１２年、大変

お世話になったことを感謝しながら、今度は

さらに今の時代になくてはならない人にバト

ンタッチをして、これから私は見守っていく

側にまわりたいと思うので、今回立候補は致

しませんでした。私、１年前に２か月休ませ

ていただいたことがあります。でも、その時

黙っていても医師会が他の県に劣ることなく

進んできたのも、支えてくれた副会長以下役

員の方があってのことだと思っておりますし、

代議員の先生方の温かい目もあったからと

思っています。ですから、私は何のためらい

もなく、自信をもっていろいろな方をご推薦

しました。

新陣営は、これから皆様の判断で決まって

いきますが、非常に増えた会議のなかで、現

在各国で医師会がどんな姿で進みつつあるか

が、私の一番頭のなかに残った問題でありま

す。アメリカ、イギリス、ドイツ、韓国をそ

れぞれいろいろと検証致しました。日本医師

会というのは、いろいろと言われますが、非

常によく出来た医師会だと思っております。

日本民族はこれだけ優秀であると思いました。

現在、「医師会は、医師会は」と言って、い

つも言いますように世間から非難されます。

もっと完全であって欲しい、もっと医者は庶

民と一緒の視線であって欲しい、ということ

であります。でも他の国は、自己を守るため

の医師会であるというのが多いようです。そ

れから医師法によって免許の更新をやってい

るところが多々ございます。でも、我が日本

は免許を得ましたら、まずは永続的なもので

あります。それだけに責任を持って自分を自

浄しながら、自分の心のなかを大掃除しなが

ら、医師として自信を持って、誇りを持って

進めるような医師の集まりである日本医師会

であり、県医師会でなければならないと思っ

ているところでございます。現在、職業倫理

向上とかあるいは自浄作用とか言われていま

す。自分を卑下しないで自信を持って誇りを

持って行こうという姿勢を持ち合って、この

組織を強化して、そして地域のなかで育って

いく。そして難しい医療の変革のなかで進ん

でいかなければならないと思うのです。その

意志は、新体制になりましても継いで欲しい

し、自浄作用の心も持ち、自分の質的向上は

生涯教育のなかで得ながら進んでいっていた

だきたいと思っているところでございます。

話が長くなりますが、この間日本医師会の

会議での報告の中で述べられたこととして、

今医師会は大変な崖っ縁にあるということが

ありました。すなわち医師会は公益法人でな

ければならない。だけど今度の骨太の医療法

の改革で出たことは、公益としてやるからに

は、医賠責制度や年金制度にも問題点がでて

くるのではないか。こんなことを厚労省の方

は言っているようだが、こんなことをしたら

日本医師会は潰れるのではないか。説明をす

れば、医賠責のところは何とかなるだろうが、

年金は保険会社・その他に委託してやってい

るし、会員を対象とするから公益法人とは言

えないのではないか、社会法人という格好で

いくのが本当ではないか、でも医師会は公益

を逃したらいけないのではないか、などいろ

いろな論議が今、内部でなされつつあるのも

事実のようでございます。

日本医師会も今度は会長選挙になっており

ます。どのようになるかは今後の問題ではご

ざいますが、私のお願いは、私が一生懸命頑

張ってきた意志を少しでも新体制が継いでい

ただければということです。さらに飛躍した

鳥取県医師会にしていただける方々が候補と

して出ていらっしゃることを喜び、今後の活

路に大きな期待を寄せる次第であります。こ

こでいろいろと不備な点があったことをお断

りし、今後の体制に向けて応援していただき

ますようによろしくお願い致します。挨拶は

以上で終ります。ありがとうございました。

〈米本議長〉
ありがとうございました。普通でございま

すと、ただいまの会長挨拶につきまして代議
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員からの発言を求めるところでございますが、

今日は選挙の代議員会でございますし、それ

から３月１８日に第１７１回代議員会が開かれま

すので、そちらの方でご質問をしていただけ

ればいいのではないかと思いますので、選挙

に入らせていただきます。

会長以下役員等の候補者の氏名は、お手元

の候補者名簿及び議場に掲示しているとおり

でございます。

それでは、まず会長の選挙に入ります。会

長の定員は１名でございます。これに対しま

して届出の候補者は１名でございますので、

定款施行細則第２３条の規定によりまして、投

票を行わず、岡本公男君を会長当選人と決定

してよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。それでは、岡本公

男君を会長当選人と決定致します。

続きまして、副会長の選挙を行います。副

会長の定員は２名以内でございます。これに

対しまして届出の候補者は２名でございます

ので、定款施行細則第２３条の規定によりまし

て、投票を行わず、富長将人君、野島丈夫君

のお２人を副会長当選人と決定してよろしい

でしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。それでは、富長将

人君、野島丈夫君を副会長当選人と決定致し

ます。

続きまして、理事の選挙を行います。理事

の定員は１２名以内でございます。これに対し

まして届出の候補者は１２名でございますので、

定款施行細則第２３条の規定によりまして、投

票を行わず、神鳥高世君、阿部博章君、笠木

正明君、米川正夫君、渡辺 憲君、宮�博実

君、武田 倬君、吉田眞人君、明穂政裕君、

天野道麿君、吉中正人君、重政千秋君、以上

１２名を理事当選人と決定してよろしいでしょ

うか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。それでは、ただい

ま申し上げました１２人の方を理事の当選人と

して決定致します。

続きまして、監事の選挙を行います。監事

の定員は２名でございます。これに対して届

出の候補者は２名でございますので、定款施

行細則第２３条の規定によりまして、投票を行

わず、井庭信幸君、清水正人君を監事当選人

と決定してよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。それでは２人を監

事の当選人として決定致します。

続きまして、裁定委員の選挙を行います。

裁定委員の定員は９名でございます。これに

対しまして届出の候補者は９名でございます

ので、投票を行わず、門脇和範君、木村禎宏

君、佐々木博史君、芦川 喬君、中尾政和君、

岸 良尚君、野口 誠君、福嶋泰夫君、周防

武昭君、以上９名を裁定委員当選人と決定し

てよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。それでは、以上９

名を裁定委員の当選人として決定致します。

以上の当選された方々の任期は、平成１８年

４月１日から平成２０年３月３１日までの２年間

であります。

続きまして、日医代議員および日医予備代

議員でございます。これは長田会長の方から

よろしくお願い致します。

〈長田会長〉
ただいま、日医代議員等についてのお問い

合わせがございました。先程の理事会で私の

考えを述べさせていただきました。日医は、

今大変な状況でございます。この状況におき

まして、岡本次期会長から会務はきちんと副

会長の２人にやって欲しいというお言葉がご

ざいました。そしてまた、日医の意向と致し

ましては、地区すなわち郡市区医師会の意志

を十分に伝えていただけるような代議員会を

持ちたいということがございます。そういう

意味をいろいろと踏まえまして、この度の日

医代議員として、岡本公男次期会長と魚谷純

西部医師会長のお２人の推薦を私の専決事項

にしたいと思います。

また、日医予備代議員ですが、会長のいわ

ゆる官房長官と言いますか、補佐役でありま

す宮�博実君と副会長の富長将人君のお２人、

すなわち全員新しい方々でスタートするとい

うことで推薦したいと思います。ご承認をよ

ろしくお願い致します。

〈米本議長〉
ただいま、長田会長から申し出がありまし
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たように、日医代議員には岡本次期県医師会

長と魚谷西部医師会長のお２人、予備代議員

には宮�県医師会理事と富長次期県医師会副

会長のお２人です。ご了承くださいませんで

しょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。そのように決定さ

せていただきます。

ここで、新しく当選された役員のうち、本

日ご出席の方をご紹介しますので、新役員に

当選された方は前にお並び下さい。

［新役員が一列に整列］

前に並ばれた方々が、４月１日から２年間、

鳥取県医師会の執行部として頑張っていただ

ける方々でございます。

それでは、ここで、当選人を代表致しまし

て岡本次期会長からご挨拶をお願い致します。

〈岡本次期会長〉
ご紹介いただきました岡本でございます。

会長に推挙されまして、誠に光栄とは存じま

すが、非常に緊張しております。重大な責務

を考える時、身の引き締まる思いがしており

ます。役員一同を代表致しまして一言御礼申

し上げます。

今日、私以外に当選なさいました副会長、

理事、監事の先生方は、それぞれに学識ある

いは経験も豊富でございまして、立派な先生

方をご推挙いただいたと感謝しております。

４月から新しい体制でやっていくわけですが、

基本姿勢はあくまでも前執行部の長田内閣を

引き継いで継承してやっていこうと考えてお

りますし、皆で力を合わせて難局を乗り越え

ていきたいと考えております。

さて、政治では、経済財政諮問会議、規制

改革民間開放推進会議、またそのようなとこ

ろの民間議員の新自由主義など、財政至上主

義の人達が勝手なことをしてかき回されてお

ります。ただ、さしもの小泉構造改革も、お

ごれるものは久しからずと申しますか、段々

とぼろが出てきて、これからよりいい時代が

くるのではないかなと光を見出しているとこ

ろでございます。２月１０日には、内閣で医療

改革関連法案が閣議決定されました。そして

先日、２００６年度の診療報酬改定の答申も出て

各方面からいろいろな意見が出されておりま

す。我々医師会と致しましては、とにかく、

世界に冠たる国民皆保険制度を堅持すること、

そして良質で安全ないつでも誰でもアクセス

していただけるような医療制度を守りながら、

少しずつ良い方へ改革していきたいと考えて

おります。

代議員の先生方におかれましては、今後と

も益々のご指導ご鞭撻をいただきながら、発

展していきたいと思いますので、よろしくお

願い申し上げます。本日は、ありがとうござ

いました。

［拍手］

〈米本議長〉
どうもありがとうございました。それでは、

お席の方にお戻りください。これから大いに

活躍していただきたいと思います。

以上をもちまして、第１７０回鳥取県医師会

臨時代議員会を閉会致します。ありがとうご

ざいました。

［拍手］

［午後６時３０分閉会］

［理事（会長）］ 長 田 昭 夫 印

［議 長］ 米 本 哲 人 印

［署名人］ 瀬 川 謙 一 印

［署名人］ 作 野 嘉 信 印
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第１７０回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

日 時 平成１８年２月１６日（木） 午後６時１０分

場 所 ホテルニューオータニ鳥取 鳥取市今町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．選 挙

会 長 １人 副 会 長 ２人以内

理 事 １２人以内 監 事 ２人

裁定委員 ９人

６．閉 会

第１７０回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 米 本 哲 人 １６ 東部 三 宅 茂 樹 ３１ 西部 山 内 教 宏

２ 〃 板 倉 和 資 １７ 〃 山 下 裕 ３２ 〃 伊 藤 隆 志

３ 〃 生 駒 義 人 １８ 中部 伊 藤 文 利 ３３ 〃 辻 田 哲 朗

４ 〃 乾 俊 彦 １９ 〃 岡 本 博 文 ３４ 〃 大 濱 満

５ 〃 井 上 雅 勝 ２０ 〃 池 田 宣 之 ３５ 〃 都 田 裕 之

６ 〃 梅 澤 潤 一 ２１ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 松 本 行 雄

７ 〃 加 藤 大 司 ２２ 〃 引 田 亨 ３７ 〃 細 田 明 秀

８ 〃 瀬 川 謙 一 ２３ 〃 新 田 辰 雄 ３８ 〃 岡 � 幸 男

９ 〃 田 中 香寿子 ２４ 〃 清 水 正 人 ３９ 〃 岡 空 輝 夫

１０ 〃 谷 口 昌 弘 ２５ 西部 魚 谷 純 ４０ 〃 岡 空 謙之輔

１１ 〃 谷 口 玲 子 ２６ 〃 細 田 庸 夫 ４１ 大学 井 藤 久 雄

１２ 〃 寺 岡 均 ２７ 〃 作 野 嘉 信 ４２ 〃 大 浜 栄 作

１３ 〃 中 島 公 和 ２８ 〃 小 林 哲 ４３ 〃 大 野 耕 策

１４ 〃 福 島 明 ２９ 〃 中 曽 庸 博

１５ 〃 松 浦 喜 房 ３０ 〃 野 坂 美 仁
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鳥取県医師会役員・裁定委員選挙 候補者名簿

平成１８年２月１１日（土） 午後５時締切

任期：平成１８年４月１日～平成２０年３月３１日

【順序は受付順による】

（ ）内は地区医師会名：居住地

◇会長候補者 １人（定数１人）

１．岡 本 公 男 （東部：鳥取市）

◇副会長候補者 ２人（定数２人以内）

１．富 長 将 人 （西部：米子市）

２．野 島 丈 夫 （中部：倉吉市）

◇理事候補者 １２人（定数１２人以内）

１．神 鳥 高 世 （西部：米子市）

２．阿 部 博 章 （西部：米子市）

３．笠 木 正 明 （西部：米子市）

４．米 川 正 夫 （西部：米子市）

５．渡 辺 憲 （東部：鳥取市）

６．宮 � 博 実 （東部：鳥取市）

７．武 田 倬 （東部：鳥取市）

８．吉 田 眞 人 （東部：鳥取市）

９．明 穂 政 裕 （東部：鳥取市）

１０．天 野 道 麿 （中部：北栄町）

１１．吉 中 正 人 （中部：琴浦町）

１２．重 政 千 秋 （大学：米子市）

◇監事候補者 ２人（定数２人）

１．井 庭 信 幸 （西部：米子市）

２．清 水 正 人 （中部：倉吉市）

◇裁定委員候補者 ９人（定数９人）

１．門 脇 和 範 （西部：境港市）

２．木 村 禎 宏 （西部：米子市）

３．佐々木 博 史 （西部：大山町）

４．芦 川 喬 （東部：鳥取市）

５．中 尾 政 和 （東部：鳥取市）

６．岸 良 尚 （東部：鳥取市）

７．野 口 誠 （中部：倉吉市）

８．福 嶋 泰 夫 （中部：倉吉市）

９．周 防 武 昭 （大学：米子市）

【会長候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 岡 本 公 男 東部医師会
鳥取市津ノ井２５８―２

岡本医院
内 科

【副会長候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 富 長 将 人 西部医師会
米子市東福原５丁目１２―１９

富長内科眼科クリニック
内 科

２ 野 島 丈 夫 中部医師会
倉吉市瀬崎町２７１４―１

野島病院
脳神経外科

【理事候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 神 鳥 高 世 西部医師会
米子市博労町４丁目３３１

神鳥眼科医院
眼 科

２ 阿 部 博 章 西部医師会
米子市福市２２７６―１

阿部クリニック
耳鼻咽喉科

３ 笠 木 正 明 西部医師会
米子市中町７６―２

こどもクリニックかさぎ
小 児 科
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順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

４ 米 川 正 夫 西部医師会
米子市両三柳８８１―２

消化器クリニック米川医院
消 化 器 科

５ 渡 辺 憲 東部医師会
鳥取市東町３丁目３０７

渡辺病院
精 神 科

６ 宮 � 博 実 東部医師会
鳥取市吉成２丁目１４―４０

宮�内科医院
内 科

７ 武 田 倬 東部医師会
鳥取市江津７３０

鳥取県立中央病院
内 科

８ 吉 田 眞 人 東部医師会
鳥取市湖山町北６丁目４４８―１

よしだ内科医院
内 科

９ 明 穂 政 裕 東部医師会
鳥取市扇町１１―３

明穂整形外科
整 形 外 科

１０ 天 野 道 麿 中部医師会
東伯郡北栄町由良宿２―５

天野医院
内 科

１１ 吉 中 正 人 中部医師会
東伯郡琴浦町丸尾１０２―１

吉中胃腸科医院
内 科

１２ 重 政 千 秋 大学医師会
米子市西町８６

鳥取大学医学部
内 科

【監事候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 井 庭 信 幸 西部医師会
米子市彦名町２８５６―４

彦名クリニック
産 婦 人 科

２ 清 水 正 人 中部医師会
倉吉市宮川町１２９

清水病院
整 形 外 科

【裁定委員候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所

１ 門 脇 和 範 西部医師会 境港市明治町１７２

２ 木 村 禎 宏 西部医師会
米子市天神町２丁目３５

木村内科医院

３ 佐々木 博 史 西部医師会
西伯郡大山町田中６４６―１

佐々木医院

４ 芦 川 喬 東部医師会
鳥取市田園町４丁目３８７

芦川外科医院

５ 中 尾 政 和 東部医師会
鳥取市鹿野町今市１０４０―１

中尾医院
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順位 氏 名 所属医師会 住 所

６ 岸 良 尚 東部医師会
鳥取市河原町河原４８

岸医院

７ 野 口 誠 中部医師会
倉吉市西倉吉町１１―３０

野口内科医院

８ 福 嶋 泰 夫 中部医師会
倉吉市伊木２６２―２

福嶋整形外科医院

９ 周 防 武 昭 大学医師会
米子市西町８６

鳥取大学医学部
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第１７１回鳥取県医師会（定例）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成１８年３月１８日（土）

午後４時１５分～午後６時

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代 議 員 総 数
４３名

４．出席代議員数
３１名

５．出席の役員等
長田会長、岡本・野島両副会長

富長・渡辺・天野・神鳥・宮�各常任理事

栗原・石田・武田・吉田・明穂各理事

岸田・吉中両監事

入江顧問

６．報 告 事 項
平成１７年度鳥取県医師会会務報告

７．議 決 事 項
次の７議案について原案通り可決、承認した。

第１号議案 平成１７年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第２号議案 平成１８年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成１８年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 平成１８年度鳥取県医師会共済会

収支予算（案）について

第６号議案 平成１８年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第７号議案 平成１８年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

８．会 議 の 状 況
〈米本議長〉

それでは、第１７１回鳥取県医師会定例代議

員会を開会致します。まず、事務局より資格

確認をお願い致します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４３名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は３１名でご

ざいます。従いまして、過半数の出席でござ

います。以上、ご報告致します。

〈米本議長〉

過半数の出席でございますので、会議は成

立致します。

次に議事録署名人の選出でございますが、

議長にご一任願えますか。

［「異議なし」と言う者あり］

では、２０番・池田宣之代議員、４０番・岡空

謙之輔代議員のお二方にお願い致します。

それでは、日程に従って会を進めていきま

す。「会長挨拶」を長田会長、お願いします。

〈長田会長〉

長田でございます。先だっては、臨時代議

員会におきまして次期執行部について御推薦

いただき、ありがとうございました。今日は

第１７１回定例代議員会でございますので、時

間が少し押しておりますが、冒頭のご挨拶を

させていただきます。

実は今まで３期ずっと見てきて、今のこの

変わり目というのは次の執行部は大変だなと

いう感じでこの会を迎えております。御存知

のように、この頃各地からファックスの山で

ございます。いろいろ日本医師会の中にも変

動が起きておりますが、私が憂慮いたします

のは、きちんと築き上げられてきたこの日本

医師会に対して、この間の週刊誌の記事のよ

うにいわゆるドクターストップがかかるので

はないかということです。一生懸命やってき

たものがなぜここで崩れるのか、政治を巻き

込むことが悪いのかいいのかどうか、これは

この医師会の代議員会の中で言うべきことな

のか、あるいは次の医師連盟でやる方がいい

のか、というような非常に混線した状態でご

ざいます。もちろん今度の代議員会もメン

バーが大体決まりましたし、次期の各地区医

師会長さんをはじめ、執行部も大体決まって

いると聞き及んでおります。非常に強力な鳥

取県医師会であり、さらに各東・中・西・大

学の医師会であると思っております。

そういう中でいろいろな諸問題が錯綜して

おりますが、次のリーダーは常任理事会を開

いてみれば、私が抜けただけでメンバーはか

わっていない状況でございます。今までの路
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線を多少は考えていただきながら、さらにス

テップアップといいますか、強力な体制でい

くものと私も信じておりますし、次期に期待

をしています。

実は昨日テレビを見ておりましたら、鳥取

県の医師不足のことについての番組がござい

ました。思っているより非常にきつい状況だ

なということが描き出されておりましたが、

その前日ありました同窓会に私も出たところ、

まだ役員も認識が非常に甘いなという感じも

いたしました。一方、県から次長が来ており

まして、さらに突っ込んだところを今計画し

ているようでございました。だから医師会も

地区の状態をよく認識しながら、きちんとし

た考えを持ってやっていかないと医師そのも

のの誇りさえ持つことができないのではない

かという気がいたしております。そういう面

におきましては、次の執行部のもとに皆さん

がよくまとまっていただき、代議員もどんど

ん発言、討論していただきまして、この医師

会がドクターストップにかからないように頑

張っていただきたいなと思うところでござい

ます。

今日の議題は、議案書で既に御存知と思い

ますけれども、よくよく議論をしていただき

ながら、次年度に向けてきちんとした基礎を

築き上げていただきたいと思うわけでござい

ます。時間が押しておりますので、この辺で

ご挨拶を終わらせていただきます。どうもあ

りがとうございました。

〈米本議長〉

どうもありがとうございました。申し遅れ

ましたが、今日の会議は列車の都合により約

２０分遅れでスタートしております。その分２０

分延長致しますので、よろしくご承知下さい。

それでは、５番の「報告」に移ります。「平

成１７年度鳥取県医師会会務報告」を野島副会

長、お願い致します。

〈野島副会長〉

副会長の野島でございます。それでは会務

報告についてご説明致します。お手元に配付

しております会務報告の冊子の１頁をご覧下

さい。

平成１８年１月末日現在の会員数は１，３５６名

であります。地区別では東部医師会５２５名、

中部医師会２０６名、西部医師会４８０名、大学医

師会１４５名となっております。前年同期に比

べると４３名の増であります。これは平成１６年

度より卒後臨床研修制度が開始されたことに

より、研修医が入会されたためによるもので

あります。なお、会費は免除しております。

次に、物故されました先生は、１、２頁に

記載のとおり、富永好之先生、桑田隆志先生、

大廻 游先生、森 芳紘先生、戸田喜久先生、

清水義雄先生、門脇義人先生、島 重夫先生

の８名でございます。

その後、本日までに、宮川英子先生、寺岡

敏行先生がお亡くなりになっておられます。

ここで、米本議長さんにお願い致しまして、

物故されました先生方の生前のご功績をたた

えるとともに、黙祷を捧げ、心からご冥福を

お祈りしたいと思います。よろしくお取り計

らい下さいますようお願い致します。

〈米本議長〉

ただいま、ご提案がございましたので、物

故されました先生方のご冥福を祈り、黙祷を

捧げたいと思いますので、全員ご起立お願い

致します。

黙祷。

黙祷終わります。どうもありがとうござい

ました。ご着席下さい。

引き続き、会務報告をお願いします。

〈野島副会長〉

ありがとうございました。それでは、会務

報告を続けます。

［以下、会務報告について説明］

〈米本議長〉

ありがとうございました。以上で会務報告

は終了致しました。

４番の会長挨拶と今の会務報告に関しまし

て、何かご発言がありましたら挙手をお願い

します。

ないようでございますので、６番の議事に

入ります。

第１号議案「平成１７年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について」執行部の説明をお願

いします。神鳥常任理事。

〈神鳥常任理事〉

ご説明致します。お手元の資料３頁をご覧

下さい。平成１７年度鳥取県医師会会費減免申

請追加分でございます。４名の方が掲載され

ております。東部２名、中部２名で、申請理
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由は病気療養中３名、研修医１名です。よろ

しくお願い致します。

〈米本議長〉

ただいまのご説明について、何かご質問は

ございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第１号議案を原案通り可決することに賛成

の方は挙手をお願い致します。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従って、第１号

議案は原案通り可決されました。

続きまして、第２号議案「平成１８年度鳥取

県医師会事業計画案について」の説明を岡本

副会長、お願い致します。

〈岡本副会長〉

副会長の岡本です。それでは、平成１８年度

鳥取県医師会事業計画案についてご説明致し

ます。

［以下、議案書により説明］

〈米本議長〉

ありがとうございました。それでは、ただ

いまの平成１８年度鳥取県医師会事業計画案に

ついて、何かご質問はございませんか。

〈２６番：細田代議員〉

２６番、西部医師会の細田です。他に質問が

ないようですので、あえて言わせてもらいま

す。救急医療に関してですが、AEDがかな

り普及しております。講習会もかなりやって

おられます。医師会の対応が何か後れている

というか、まだ医師会員でAED、それは何

だという会員もおられるのではないかと思い

ます。生涯教育の認定にコアとして救急医療

というのは必須として、他は何単位を取って

いても救急医療を受けておらなければ認定で

きないというシステムが必要ではないかなと

思いますが、そういう方面はいかがでしょう

か。

〈米本議長〉

野島副会長、お願いします。

〈野島副会長〉

救急担当理事の野島でございます。先生が

御指摘のAEDにつきましては、多少遅れて

いる感じはありますけれども、救急対策委員

会としては前向きに努力いたしております。

まず会員の先生方にACLSを修得していただ

くために、１日コースが大変な先生方の対策

としてBLSとAEDの実習の半日コースを受

けていただこうということで、東・中・西の

医師会でコースを開催していただいておりま

す。AEDを普及するためには各地区医師会

においてこの半日コースをさらに強力にやっ

ていかなくてはならないと考えております。

さらにAEDの機器を各先生方のところに購

入していただくことが大切だと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

〈２６番：細田代議員〉

ありがとうございました。私も別に取り扱

いにたけているわけではないですけれども、

あれは頭で覚えてはだめで、体で覚えなけれ

ばならないと思いますので、あえて発言しま

した。ありがとうございました。

〈米本議長〉

他にございませんか。ないようですので、

第２号議案について原案通り可決することに

賛成の方の挙手をお願い致します。

［挙手多数］

「挙手多数」ですので、第２号議案は原案

通り可決されました。

続きまして、第３号議案「平成１８年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について」の説明

を神鳥常任理事、お願いします。

〈神鳥常任理事〉

それでは、お手元の資料１９頁をご覧くださ

い。１９頁から２３頁にかけて申請一覧を掲載し

ております。今年は１９頁の上のとおり、事務

局がきちんとした表をつくりまして、これを

ご覧になれば、一目瞭然です。

高齢会員５３名、傷病で申請が出た会員４名、

また研修医３８名で東部１０名となっていますが、

県立中央病院６名、赤十字病院１名、市立病

院１名、生協病院が２名でございます。中部

１名は県立厚生病院でございます。西部４名

は労災病院でございます。不慮の災害０、そ

の他特別の事由０ということで、トータル９５

名から申請が出ています。

なお、高齢会員ですが、最高齢は中部の米

増保先生が９６歳でございます。２番目の高齢

会員は東部の渡辺元先生です。９０歳以上の会

員は東部４名、中部１名、西部２名の合計７

名から申請が出ております。以上でございま

す。
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〈米本議長〉

ただいまのご説明につきまして、何かご質

問はございませんか。

ないようですので、採決に移ります。第３

号議案を原案通り可決することに賛成の方は

挙手をお願い致します。

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

３号議案は原案通り可決されました。

続きまして、第４号議案「平成１８年度鳥取

県医師会一般会計収支予算案について」を神

鳥常任理事、お願いします。

〈神鳥常任理事〉

それでは、資料２４頁をご覧いただきます。

平成１８年度鳥取県医師会一般会計収支予算案

についてご説明致します。

［以下、議案書について説明］

〈米本議長〉

ありがとうございました。ここで予算案に

対する質問の他に、会務全般にわたっての質

疑を行います。既に２人の先生から質問がき

ていますので、そちらを先に行います。質問

内容はお手元に配付していますので、そちら

を見て下さい。

まず、最初に８番の瀬川代議員からの質問

を受けたいと思いますので、簡単に説明をし

て下さい。

〈８番：瀬川代議員〉

瀬川です。よろしくお願いします。私は健

康管理担当医の報酬に関してと健康管理担当

医というものの立場というか、産業医との違

いあるいはイコールなのかということをお聞

きしたいと思って質問させていただきました。

健康管理担当医ということを御存知である

先生と御存知でない先生とがいらっしゃると

思いますが、私の質問の次頁に教育委員会の

安全衛生管理機構要領というのがあります。

その２頁目の�の第９条を見ていただくと健

康管理担当医のことがわかっていただけると

思います。

まず、健康管理担当医が県立高校に置かれ

ておりますが、これが５０人以上の事業所に置

かれている産業医と同じであるかということ

で、私は同じものだと認識して質問させてい

ただくわけですが、県立高校はほとんどが５０

人以上の教職員を抱えております。健康管理

担当医というのは、認定産業医の資格を持っ

た医師が担当しておりますし、一般事業所の

産業医と職務内容はほとんど変わりません。

事業所の規模が５０人以上であり、産業医とこ

の健康管理担当医は医師の資格とか職務内容

は変わりないのですが、産業医は県の産業医

報酬基準に照らし合わせて報酬があるわけで

すが、健康管理担当医は５０人以上の教職員を

抱える高校では５４，７５０円の年額ということに

なっており、産業医と比べてかなり低く、４

分の１ぐらいですが、それでいいのかという

ことであります。安衛法の改正により、平成

１８年度からは長時間勤務者に対する訪問指導

もして欲しいという話も聞いており、報酬に

関してはこういうことでありますが、いかが

でしょうか。

〈米本議長〉

長田会長、お願いします。

〈長田会長〉

御質問について、学校医部会長は岡本副会

長で、産業医部会長は岸本教授でございます

ので、両者合わせた格好で私から御返事した

いと思います。

調査させましたところ、県立学校は３２校ご

ざいます。結局５０人以上が産業医を置かなけ

ればいけないわけですが、そのうち５０人以上

は２８校ございます。５０人未満は４校で、すべ

ての学校に健康管理担当医を配置しておりま

す。何年か前に初めてこの制度が出来た時、

教育委員会側は産業医という意識がほとんど

ありませんでした。でも現在はきちっと区別

しているようでございます。学校医の報酬と

は別に報酬を払っておりまして、５０人以上は

年額５４，７５０円、５０人未満は半額でございます。

医師会では健康管理担当医を推薦する場合

は、認定産業医の中から選任しているという

ところでございます。考えてみますと、学校

医というのは生徒さん向けのいろいろなこと

をし、産業医というのは教職員の方の健康を

管理するという、一応すみ分けがございます

が、実際、学校医がその学校の先生方の健康

管理をきちんとしていらっしゃるかどうかに

ついての明らかな実績というものを我々はま

だ見ておりません。それぞれ聞けばいろいろ

あるとは思いますが、実情としてはよくつか

んでなく、実態は不明であるということです。

結局、職員の健康診断の事後指導、健康相
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談、健康教育の実施など、また衛生委員会で

の指導および助言という職務を果たして全う

していらっしゃるかどうかについては、現在

私としてはまだつかんでおりません。職務を

全うしていらっしゃらないならば、産業医の

部分は何か名義料と考えられるという気もす

ることもあります。それが妥当なのか、ある

いは高給ではないかという考え方もあるわけ

でございます。

それから、この産業医の報酬基準というの

は、平成４年に一応定めてはおりますが、自

由料金ですので公取にひっかかります。です

から、医師会が協定料金を定めることは独占

禁止法に違反するという実情を述べまして、

今後の運用をいろいろと考えていただきたい

と思います。岡本副会長、何か御意見がござ

いましたら、追加して下さい。

〈岡本副会長〉

岡本でございます。私は、瀬川先生の御質

問について２、３人の産業医の先生にお電話

を差し上げてお伺いいたしました。今日、お

見えになっております岸田先生と谷口先生に

お伺いしたのですが、両先生とも学校産業医

の御仕事をきちんとなさっているのです。で

すから、当然産業医の報酬をいただいてもい

いとは思います。ただ他の学校医の先生、大

体複数の先生が５０人以上の学校医をなさって

いますが、そこで差をつけるのはかなり難し

いのではないかという教職員のこともござい

ます。お二人とも学校医でついでにと言った

ら語弊がございますが、きちんと健康管理も

なされておられますが、それ以上の報酬は必

要としないとのことでございます。

この御質問の発端は、産業医の勉強会か何

かにいらっしゃった時に東京の方の御意見が

あったのではないかと思います。東京ですと

学校医報酬はかなり高額なところが多いよう

です。ですから、産業医もそれ相応の金額を

いただいても、お互いに妥当かなということ

になるのですが、お二人が学校医をなされて

いて学校医の給与プラス産業医の給与をいた

だけば、給与の倍になりますので、これはい

かがなものかという考えを今は思っています。

ただ、このことにつきましては、教育委員会に

産業医はこういうものだということの徹底を

したいと思っております。以上でございます。

〈米本議長〉

よろしいですか。どうぞ。

〈８番：瀬川代議員〉

ありがとうございました。一番最初にお聞

きしたのですけれども、実は産業医と健康管

理担当医について、今年も県医師会の方で産

業医の先生にどこの事業所を持っているかと

いうアンケートをとりました。東部医師会も

実は数年前にとっていまして、ノートで産業

医と事業所の名簿をつくっているのですか、

ほとんどの先生が事業所の中に高校を上げて

おられません。私は、例えば県の今年のアン

ケートには事業所のところに鳥取西高とか、

八頭高とか、米子東高校を、事業所の三洋電

機などと同じように書いていいのではないか

と思っておるのですが、そのあたりちょっと

自信がなくて、東部医師会の名簿もそのまま

になっているのです。そういう認識で事業所

の中に高校も同じように加えていいのかどう

かということに関して教えていただきたいの

です。

〈米本議長〉

どうぞ。

〈長田会長〉

名簿の公表ということが可能ならば、私は

いいと思うのですが、実は３２校を調べました

ところ、認定産業医の資格を持っていない方

がお２人ございました。それからお年の面で、

大変高齢で本当にやっていらっしゃるかなと

いうのもあるわけでございますし、例えば官

公立の病院の先生で果たして産業医をやって

いらっしゃるかなというのもございます。そ

ういう面におきまして、調べてきちんと名簿

に載せるのは不当ではないとは思ってはおり

ます。岡本副会長、御意見はどうですか。

〈岡本副会長〉

そのとおりかと思いますが、もう１点、会

長さんがおっしゃいましたが、いわゆる日医

認定産業医でないといけないということは

言ってはいけないかなと思います。３年以上

を経験した方は、勉強会に出席しなくても

通っております。我々の会に参加しておられ

なくても通っている場合がありますので、こ

のことはちょっと取り消していただきたいと

思います。なるべくきちんと活動できる方に

やっていただきたいというのは、我々の希望
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でございますが、ただなかなか御自分で引か

ないものを、もうやめてくれということは誰

も言えませんので、会長さんがおっしゃるよ

うに、苦労しているのは確かでございます。

御協力下さい。

〈長田会長〉

以上のようなところで訂正部分は訂正いた

しますけれども、産業医というものをきちん

ととらえて考えていかないといけないという

のは実際かなと思っております。

〈米本議長〉

よろしいですか。それでは、２０番の池田代

議員、お願いします。

〈２０番：池田代議員〉

２０番、中部の池田です。２点続けてよろし

いでしょうか。

〈米本議長〉

どうぞ。

〈２０番：池田代議員〉

まず、１点ですけども、今回も日本医師会

の会長が選挙になるようです。私は前回も聞

きましたが、今回は本当に各県からいろいろ

と情報が流れてきており、この点を鳥取県医

師会はどのように対応されるかなということ

です。前回お聞きした時には、代議員の先生

方の個人的な良識と判断に任せるということ

でしたが、少なくとも県の理事会やこの代議

員会で話題になって、その意見を吸い上げる

形で持っていっていただけたらなということ

を、私の個人的な意見でお伺い致します。

〈米本議長〉

池田先生、まずは１題にしましょうか。で

は、長田会長。

〈長田会長〉

今のお問い合わせは、実は私も立場上、大

変困っております。日医の会長は組織の長で

ございます。それに結局政治が巻き込んだと

か巻き込まないとか、あの時に言ったとかこ

うだという、この頃の議論は最初に申しまし

たように、ファックスが山ほどきたというの

は国会まで巻き込んだ理論で言っておりまし

て、そのことはよくないと思うのですけれど

も、それぞれが言った、言わないというのは

医者の品位を非常に下げることだと私は思っ

ております。

ですから、対応といたしましては、実は明

日私は岡山へ参り、現会長として鳥取の立場

をきちんと言おうと思っております。あの県

はあっちだ、代議員のうちの何人かはこうだ

というようなことでいろいろとやっておりま

す。急にある方が現れてアポイントもとらず

に来られるわけです。だから非常に困る場面

がございました。今ここで長々述べてもどう

しようもございませんが、「週刊新潮」でド

クターストップ寸前、日本医師会長選という

大きな見出しでマスコミが何か面白がってだ

んだんと品位が下がってしまっています。だ

から私はこういうことにはドクターストップ

的なこの発言をしようかなと思っているとこ

ろでございます。これは次期会長もきちんと

した考えでいっていただかないといけないし、

そのことは後でまたちょっと述べていただき

たいと思っておりますが、我が県はたった２

票でございます。東京は１００もあるのです。

それから大阪もあります。中四国では広島が

多うございます。ただ２票だけれども、県と

しては１つの県でございますから、粛々と１

票を生かしていきたい。どっちがいい、こっ

ちがいいというのは組織の長を決めるわけで

すから、粛々と選んでいきたいということで、

ブロック長が余り誘導的なことをすることは

絶対反対していこうと思っております。明日

はその気持ちで臨むつもりでおります。ここ

に詳しい資料がいっぱいありますが、後で提

供致します。今日来た「MEDIFAX」にも書

いてございます。武部幹事長で名前が出てお

ります。私は投票権はございませんので、岡

本新会長、何か御意見はございますか。

〈米本議長〉

今度投票権があるのは、岡本新会長と魚谷

西部医師会長ですか。

〈岡本副会長〉

実は先月１９日に中四国の常任委員会がござ

いました。その時ちょうど私は不幸がござい

まして出席出来なかったのですが、中四国の

流れと申しますか、先程会長さんがおっしゃ

いましたように現在の香川県の会長さんは恣

意的にとにかく選挙を避けよう、どっちかに

してしまえという方向であったと承っており

ますし、その時に敢然と鳥取県医師会から会

長さん、宮�常任理事、魚谷西部医師会長、

それぞれ御出席なさった方々が選挙はきちん
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とやるべきだということをおっしゃったと私

は承っております。

その後も確かに西も東もかなりコンタクト

をとってまいりますし、「行きます」という

お話はいただいておりますが、今までのとこ

ろ、私は両方ともお会いしていません。なお、

昨日は会長さんのおっしゃったとおりの方が

私の医院に来られて、いろいろお話を聞かさ

れました。

それともう１点、これは以前の話になって

医師連盟の話になってもなんですが、１５日に

東京へ行った時もかなりのオファーは受けま

した。でもどちらを選ぶかというのを全会の

総意で決めたらどうかというのは私もよくわ

かるのです。たった２票ですので、私どもは

推挙されて出る限りは、変な関係で投票する

ことは一切考えておりません。是々非々で魚

谷先生と私が胸襟を開いて、皆さんにも御相

談致しますが、鳥取県はどうするべきかとい

う情報をきちんと分析しながら任せて欲しい

というのが、私の今の考え方でございます。

どちらに投票するかはまだ決めておりません。

〈米本議長〉

魚谷新日医代議員、どうぞ。

〈２５番：魚谷代議員〉

私もいろいろと文書等で情報が入ってきま

すけれど、まだそれを十分吟味するほどの余

裕がございません。岡本先生と同じようにま

だ現時点では決めておりませんけれど、しっ

かり情報分析をして岡本先生とよく相談しな

がら対処していきたいと思っております。

〈米本議長〉

長田会長、どうぞ。

〈長田会長〉

これは時間がかかっても大事なことでござ

います。私が明日言いたいのは、このような

件に関しては、会長とか次期の投票者たる岡

本、魚谷両代議員のこともありますが、今日

ちょうど代議員会がありましたので日医の選

挙について皆さんから質問が出て、我々は

粛々と投票することを決めたのだということ

です。今さら団結してこれにしようなんてい

うのは、選挙でせっかく立たれたのだから、

本当は立たれた方の意見をよく聞き、また分

析しなければいけない。あくまで一遍選出し

たからには、まずどちらのキャビネットに入

ろうとも、ブロックとして推薦できる人なら

良しとして推薦したいと思っております。代

議員会で相談したらみんなの御意見がこうい

うことで納得していただけたので、後はこの

両代議員に任せようという結論になりました。

私は投票権はないけど、皆さんの意向をこの

ように伝えたいと明日言おうかと思っており

ます。

ここで御相談ですけれども、決議というよ

りそういう気持ちを了解していただければと

思いますが、いかがでしょうか。その辺を認

めていただきまして、明日臨みたいと思って

おります。いかがでございましょうか。池田

先生。

〈米本議長〉

池田先生、どうですか。

〈２０番：池田代議員〉

発言した者の責任として言わせていただき

ますと、確かに先程会長が言われました

「MEDIFAX」を私も読ませてもらって馬鹿

らしいなと感じました。それで今日、会長、

副会長、新しい代議員の先生方の御意見を聞

きまして、これはもう安心して僕は任せてい

いのではないかと思います。先生の言われる

とおりで質問した者としては個人的に結構で

す。

〈米本議長〉

ありがとうございました。粛々と決めて下

さい。では、２つ目をお願いします。

〈２０番：池田代議員〉

２点目ですが、来年度の県医師会費が均等

割になった関係で減免申請が出てくると思い

ます。その減免申請書の内容について考えて

いただきたいなと思うのですが、減免申請事

由「その他特別事由」�が、ちょっと問題に

なるのではないかなと考えます。上記のとお

り会費減免申請に該当するものと認めると地

区医師会長の印鑑がありますが、地区医師会

長はそこで認めたことになります。３地区で

温度差が出る場合もあるのではないだろうか

と危惧するわけでありまして、そこで該当す

るものと認めるというのを少し和らげてもら

いまして、「申請書を受け取ったので審議の

程をよろしくお願いします。」とか、「該当す

ると考えますのでよろしくお願いします。」

など、あくまでも県医師会費は県医師会レベ
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ルで統一した判断ができるというようなとこ

ろにしていただけたらと思いまして、質問さ

せていただきました。

〈米本議長〉

ありがとうございました。では、神鳥常任

理事、お願いします。

〈神鳥常任理事〉

では、御説明いたします。

池田先生のおっしゃるとおりでございまし

て、誠に申しわけありません。私もじっくり

もう一息詰めておかなければいけなかったか

なと思って反省しております。実はもともと

会費の減免申請というのは、県医師会の方で、

例えば入院されたとかという情報をキャッチ

しまして、それを地区医師会に言います。そ

うすると、地区医師会の方からその減免申請

といいますか、診断書とその上に上申書のよ

うなものがついて送られてくるというスタイ

ルをとっていたものですから、今回そこをき

ちんとしようということになったわけです。

徴収規定を見ますと、第１０条に、「地区医師

会長が傷病云々により会費の賦課額を不適当

と認める会員の会費については……」という

ことが書いてありまして、こういう書式に

なってしまったというのが現状でございます。

本来なら、これは県医師会長へあてるもの

ですから、下の地区医師会長のサインとか印

鑑はなくても別によろしくということで書い

ていただければ、それでいいのではないかな

と思ったのですが、皆さんのお手元にまず最

初が誤りといいますか、最初につくった申請

書が出ていると思います。これを全面的に見

直してみますと、この申請書の一番上ですが、

「私儀、この度下記の事由により、会費の減

免を申請致します。」ということが書いてあ

ります。これが全体を縛った形になっていま

すので、次の修正案という２枚目が皆さんの

お手元にあると思いますが、これをなくしま

した。だから前文なしで鳥取県医師会長様と

致しました。

それから前のでは、その減免申請に日付が

入っているのです。何年の何月何日から何月

何日までと書いてあります。これは御本人が

書くのは不思議な話ですので、それを外しま

して一番上に平成何年度というように申請書

を書き改めるように致しました。それから見

てみますと、生年月日のところも明治、大正

の方もおられますが、昭和ももう８１年になり

ますので、もう８０歳以上は会費免除というこ

とになっていますから、それも外しましてい

ろいろと直しました。池田先生のおっしゃっ

たとおり、一番下のところは今まで事務上の

手続、それから諸規程に書いてあるのでここ

だけは残したのですが、「上記のとおり会費

減免申請の提出がありましたので、ご審議を

お願い致します。」ということで印鑑を押し

ていただく書式に改めました。

それから備考欄２の『市町村長の発行する

「課税所得証明書」又は「確定申告書の写し」

を添付してください。』で、これについては

いろいろ異論もあろうかと思うのですが、減

免申請の事由、「その他特別の事由（１）平

成何年分の」で、ここは所得になっていたの

ですが、総収入に改めました。やはり私費部

分だとか院外処方されているとかいろんなこ

とがございますので、そういう面をある程度

除外するといいますか、公平にするという意

味で、全体を見させていただく文書に書き改

めさせていただきました。以上でございます。

〈米本議長〉

ありがとうございました。よろしいでしょ

うか。

〈２０番：池田代議員〉

ありがとうございました。結構です。

〈米本議長〉

それでは他にどなたか。どうぞ。

〈１８番：伊藤代議員〉

１８番、中部医師会の伊藤です。この特別事

由のところですけれども、中部医師会の第１

号を県医師会にすでに提出しております。こ

の方は個人の課税所得額はウン百万でありま

した。しかし、診療所の総所得、いわゆる医

療機関の所得は３，０００万強の金額がありまし

た。そういうことで今後いろいろ各医師、各

会員が個人所得をぐっと抑えてしまうとなる

と課税所得証明書とかこういうものは非常に

信頼度というか、事実その月収として５０万ぐ

らいもらっておられると年額６００万になりま

す。それを提出されてしまうと、すべて減免

の資格になってしまいます。その辺のところ

を医療機関所得にするのが妥当ではないかな

と思いますが、いかがでしょうか。これはう
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ちの中部医師会であったケースで、もう既に

提出しておりますけども、その辺のところを

ひとつ加味していただきたいと思います。

〈米本議長〉

どうぞ。

〈神鳥常任理事〉

今、先生のおっしゃられた最初のケースは、

いわゆる租税措置法の一番いいところといい

ますか、２千５百万以下の収入だと７２％が必

要経費というところからひっかかる部分を幾

つか持っておられる方です。

ですから、今回そういうことも勘案し、ま

た医師会に入るのはどういう意味なのかとい

うことからいくと、結局自分がいい医療をし

よう、あるいは地域住民にいい医療をしよう、

それから自分自身がある種の収入を得たいな

ど、いろいろな動機づけはあると思います。

例えば何か矛盾点があって行政に言おうとし

ても、やはり一人で言われてもそれは響きま

せん。そういう意味で医師会に入っていただ

くということが基本です。医師会に入ったこ

とによってそういう部分を医師会員として主

張していただくというようなこともあります。

そういう意味で会員資格ということは皆平等

なのではないかという考えでいます。

ただ、中国地区のそれぞれの医師会はほと

んどが均等割にしており、例外はほとんど設

けていないのです。高齢会員の方に対しての

例外だけは設けているのですが、どこもあま

り収入については考えていないというのが現

実です。ただ、そうは言っても確かに低所得

の人がおられるということになると、それは

救わなければいけません。先程先生が言われ

たとおり、私もこういう立場で知り得る立場

ですので、いろいろ見ました。見ますと、確

かにおっしゃられるとおり、給与を抑えて実

際にはもっと収入があるのになという方もお

られるのですが、そこら辺をどういう範囲で

とらえていくかというのは非常に難しいと思

うのです。ですから、出来たら確定申告の場

合の課税所得ではなくて、事業収入といいま

すか、総事業収入で何とか把握できるように

したいなというようには思っております。

ちょっと言葉足らずな部分があるかもしれま

せん。

〈米本議長〉

よろしいですか。

〈１８番：伊藤代議員〉

どうもわかるような、わからないような。

〈米本議長〉

わからないですか。

〈１８番：伊藤代議員〉

ちょっとわかりませんが、今後いろいろと

考えておいてください。

〈米本議長〉

では、懇親会の時にでも説明してあげてく

ださい。どうぞ。

〈２５番：魚谷代議員〉

２５番の魚谷です。私としては、この初めの

原案の意味は、その人の個人のことは地区医

師会の方がよくわかるので、地区医師会長は

申請を認めるが、決してそれは即減免にはつ

ながらないと思うので、初めの文章でもいい

ような気がしていました。先程神鳥先生のお

話を聞きまして、そうした場合に西部の方も

均等割一本になり、同じように地区の医師会

費も減免申請していただくわけで、その時に

我々としてちょっとこの人はおかしいのでは

ないかという判断をした場合、地区医師会の

会費については理事会で承認しないとなりま

すが、県の方にはこれだとそのまま申請書を

出さざるを得ないようになるのですけれども、

その辺のことはどんなふうに考えておられま

すでしょうか。

〈神鳥常任理事〉

今のお話ですが、前は診療報酬になってい

ました。それを徐々に変えていったわけです

が、診療報酬ですと今まで県医師会の方に情

報が入って、それを地区に流すという状態で

したので、こちらの方は把握がしやすかった

です。確かに先生のおっしゃるとおり、今度

はそういった意味での地区における先生の雰

囲気というか、その収入の道というのはよく

わからないわけですので、出来たら地区医師

会長が出される場合に、このように提出が

あったけれども、参考意見というようなこと

はつけ加えられないものでしょうか。そのよ

うに願えればもっと公平になるかなと思いま

す。よろしくお願いします。

〈米本議長〉

よろしいですか。他にございませんか。
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ないようでございますので、第４号議案の

採決に移ります。第４号議案を原案通り可決

することに賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第４号

議案は原案通り可決されました。

続きまして、第５号議案から第６、第７号

議案の３議案を一括上程致します。では、神

鳥常任理事、よろしくお願いします。

〈神鳥常任理事〉

資料３４頁をご覧いただきます。

［以下、議案書について説明］

〈米本議長〉

ありがとうございました。どなたか、ただ

いまの説明に関しまして、ご質問はございま

せんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。第５号議案、第６号議案、第７号議案ま

での３議案について、いずれも原案通り可決

することに賛成の方は挙手をお願い致します。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

５号議案、第６号議案、第７号議案とも原案

通り可決されました。

以上で、予定されております議案はすべて

終りました。閉会にあたりまして、長田会長

から一言ご挨拶をお願いします。

〈長田会長〉

長時間御審議ありがとうございました。次

期体制に向けてのいろいろな会務報告と、さ

らにこれからの方針というものが語られまし

た。これをもって、次期岡本体制は立派に船

出できると思っております。代議員の皆さん

も会員の代表でございます。そしてまた日医

に出るのもここのまた代表でございます。そ

れぞれ自分なりの考えをきちんと出しながら

よくまとめていって岡本体制を支えていただ

きたいと思いますので、この場を借りて私か

らよろしくお願いしておきます。どうも今日

は御苦労さんでした。

〈米本議長〉

本日、長時間の審議をありがとうございま

した。これで１７１回の定例代議員会を閉会致

します。

ただ、一言、私から少し挨拶だけさせてく

ださい。私は６年間議長を務めさせていただ

きましたが、３月いっぱいで終わることにな

りました。非常に不行き届きな会を運営しま

して、最初の頃は２６番の方と非常にバトルを

繰り返していました。よくよく考えてみると

９０分だったわけです。それで事務局の方に言

いまして１２０分もらった後は非常にさわやか

な代議員会になりました。やっぱりこれはコ

ロンブスの卵ではないですけれども、あんま

り固定概念で考えないで自由に頭を回転させ

るべきだとつくづく思いました。６年間どう

もありがとうございました。

［拍手］

［午後６時閉会］

［議 長］ 米 本 哲 人 印

［署名人］ 池 田 宣 之 印

［署名人］ 岡 空 謙之輔 印
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第１７１回鳥取県医師会（定例）代議員会次第

日 時 平成１８年３月１８日（土）

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．報 告
平成１７年度鳥取県医師会会務報告

６．議 事
第１号議案 平成１７年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第２号議案 平成１８年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成１８年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 平成１８年度鳥取県医師会共済会

収支予算（案）について

第６号議案 平成１８年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第７号議案 平成１８年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

７．閉 会

第１７１回鳥取県医師会（定例）代議員会名簿

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 米 本 哲 人 １６ 東部 三 宅 茂 樹 ３１ 西部 山 内 教 宏

２ 〃 板 倉 和 資 １７ 〃 山 下 裕 ３２ 〃 飛 田 義 信

３ 〃 生 駒 義 人 １８ 中部 伊 藤 文 利 ３３ 〃 宝 意 規 嗣

４ 〃 乾 俊 彦 １９ 〃 岡 本 博 文 ３４ 〃 大 濱 満

５ 〃 井 上 雅 勝 ２０ 〃 池 田 宣 之 ３５ 〃 都 田 裕 之

６ 〃 小 濱 美 昭 ２１ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 松 本 行 雄

７ 〃 加 藤 大 司 ２２ 〃 引 田 亨 ３７ 〃 細 田 明 秀

８ 〃 瀬 川 謙 一 ２３ 〃 安 梅 正 則 ３８ 〃 岡 � 幸 男

９ 〃 田 中 香寿子 ２４ 〃 清 水 正 人 ３９ 〃 岡 空 輝 夫

１０ 〃 谷 口 昌 弘 ２５ 西部 魚 谷 純 ４０ 〃 岡 空 謙之輔

１１ 〃 谷 口 玲 子 ２６ 〃 細 田 庸 夫 ４１ 大学 井 藤 久 雄

１２ 〃 寺 岡 均 ２７ 〃 作 野 嘉 信 ４２ 〃 大 浜 栄 作

１３ 〃 中 島 公 和 ２８ 〃 小 林 哲 ４３ 〃 大 野 耕 策

１４ 〃 福 島 明 ２９ 〃 中 曽 庸 博

１５ 〃 松 浦 喜 房 ３０ 〃 野 坂 美 仁
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平成１７年度鳥取県医師会会務報告
（一部平成１６年度）

（１７．２．１～１８．１．３１）

庶 務 関 係

１．会員数について
平成１８年１月末日現在、本会会員数は１，３５６

名にして、A１会員４４３名、A２会員２２名、Ｂ会

員８９１名となっており、このうち、会費免除会

員は１３０名である。

更に、これを地区別に示せば次のとおりであ

る。

東部５２５名、中部２０６名、西部４８０名、

大学１４５名 計１，３５６名

２．物故会員について
平成１７年２月１日より、本年１月末日に至る

間の物故会員は次のとおりである。

富 永 好 之 先生（６８歳）

米子市日原（１７．２．１２逝去）

〔略歴〕

昭和３８年３月 鳥取大学医学部卒業

５４年４月 日本産科婦人科学会鳥取地方部

会理事

５６年１１月 開業

平成１２年４月 日本産婦人科医会鳥取県支部副

支部長

１５年４月 日本産婦人科医会代議員会

桑 田 隆 志 先生（５５歳）

八頭郡智頭町（１７．３．７逝去）

〔略歴〕

昭和５３年３月 東京慈恵会医科大学卒業

平成１４年２月 開業

大 廻 游 先生（５８歳）

鳥取市大覚寺（１７．５．２６逝去）

〔略歴〕

昭和４６年３月 鳥取大学医学部卒業

４９年４月 鳥取生協病院勤務

平成４年４月 東部医師会予備代議員

１０年４月 〃

森 芳 紘 先生（６３歳）

米子市夜見町（１７．５．３１逝去）

〔略歴〕

昭和４２年３月 鳥取大学医学部卒業

昭和５７年１１月 開業

戸 田 喜 久 先生（８２歳）

八頭郡八頭町（１７．６．２逝去）

〔略歴〕

昭和２０年１１月 青島医学専門学校卒業

２１年５月 開業

２６年４月 閉院

２６年５月 鳥取市立病院勤務

３１年６月 開業

３７年４月 日本産婦人科医会鳥取県支部監

事

５１年４月 鳥取県医師会代議員

清 水 義 雄 先生（６８歳）

鳥取市元町（１７．８．９逝去）

〔略歴〕

昭和４０年３月 鳥取大学医学部卒業

４３年９月 渡辺病院勤務

門 脇 義 人 先生（７４歳）

倉吉市山根（１７．９．１６逝去）

〔略歴〕

昭和３４年３月 鳥取大学医学部卒業

４５年４月 開業

平成８年４月 中部医師会議長

島 重 夫 先生（８２歳）

鳥取市湖山町（１７．１２．１３逝去）

〔略歴〕

昭和２３年９月 岡山医科大学卒業

４３年４月 鳥取県医師会常任理事

４３年４月 鳥取県医師国保組合理事

４６年１月 鳥取県健康対策協議会理事

３．代議員について
平成１８年１月末日現在の代議員、予備代議員

は次のとおりである。

〔代議員〕

東部 ◎米 本 哲 人 板 倉 和 資

生 駒 義 人 乾 俊 彦

井 上 雅 勝 梅 澤 潤 一

加 藤 大 司 瀬 川 謙 一
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田 中 香寿子 谷 口 昌 弘

谷 口 玲 子 寺 岡 均

中 島 公 和 福 島 明

松 浦 喜 房 三 宅 茂 樹

山 下 裕

中部 ○伊 藤 文 利 岡 本 博 文

池 田 宣 之 松 田 隆

引 田 亨 安 梅 正 則

清 水 正 人

西部 魚 谷 純 細 田 庸 夫

作 野 嘉 信 小 竹 寛

中 曽 庸 博 野 坂 美 仁

山 内 教 宏 伊 藤 隆 志

宝 意 規 嗣 大 濱 満

都 田 裕 之 松 本 行 雄

細 田 明 秀 岡 � 幸 男

岡 空 輝 夫 岡 空 謙之輔

鳥大 井 藤 久 雄 大 浜 榮 作

大 野 耕 策

〔予備代議員〕

東部 麻 木 宏 栄 石 丸 昌 宏

岩 下 和 人 太 田 康 人

尾 � 眞 人 加 藤 泰 之

小 濱 美 昭 斎 藤 基

佐々木 知 啓 杉 本 勇 二

中 山 裕 雄 橋 本 英 宣

花 木 正 史 福 永 康 作

松 下 公 紀 水 本 清

森 英 俊

中部 坂 本 惠 理 妹 尾 磯 範

大 石 一 康 湯 川 喜 美

松 田 哲 郎 新 田 辰 雄

森 尾 泰 夫

西部 山 本 仁 飛 田 義 信

白 石 眞 博 小 林 哲

中 村 佐和子 左 野 喜 實

遠 藤 秀 之 山 崎 純 一

辻 田 哲 朗 安 達 敏 明

中 尾 圭 介 木 村 秀一郎

頼 田 孝 男 浦 辺 千 晶

松 野 充 孝 米 川 正 夫

鳥大 中 島 健 二 寺 川 直 樹

渡 邊 高 志

◎議長 ○副議長

４．役員について
平成１８年１月末日現在、本会役員は次のとお

りである。

＊常任理事

会 長 長田 昭夫

副 会 長 岡本 公男 野島 丈夫

理 事 ＊富長 将人 ＊渡辺 憲

＊天野 道麿 ＊神鳥 高世

＊宮� 博実 栗原 達郎

石田 浩司 武田 倬

宮川 征男 吉田 眞人

明穂 政裕 阿部 博章

監 事 岸田 剛一 吉中 正人

裁 定 委 員 芦川 喬 樋口 實

岸 良尚 徳岡 淳一

入江 正昭 門脇 和範

木村 禎宏 佐々木博史

周防 武昭

顧 問 笠木 慶治 入江 宏一

日医代議員 長田 昭夫 野島 丈夫
日 医
予備代議員 岡本 公男 米本 哲人

５．理事会務分担について
平成１８年１月末日現在、役員業務分担は次表

のとおりである。

役 員 の 会 務 分 担

会 務 主担当 副担当

庶 務 宮 � 神鳥・明穂

会 計 神 鳥 宮 �

生涯教育、学術、研修医 武 田 渡辺・宮川

医療保険 富 長 天野・吉田

労災保険、自賠責保険 石 田 野島・明穂

介護保険、老人福祉 野 島 栗原・吉田
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６．各種委員会委員の委嘱について
平成１８年１月末日現在、本会内委員会委員・

部会委員は次のとおりである。

なお、各委員会においては、それぞれ所管事

項について審議を行った。

１ 社会保障部委員会委員（担当：富長常任理

事）

〔県役員・地区推薦・基金・国保・労災〕

委 員 長 ※長田 昭夫

副委員長 ※長谷川晴己 ※福島 明

※岡本 公男

委 員 ※野島 丈夫 ※富長 将人

渡辺 憲 ※天野 道麿

神鳥 高世 ※宮� 博実

栗原 達郎 石田 浩司

武田 倬 宮川 征男

※吉田 眞人 明穂 政裕

阿部 博章 岸田 剛一

吉中 正人 ※松浦 喜房

※瀬川 謙一 ※森尾 泰夫

※坂本 惠理 ※細田 庸夫

※小竹 寛 ※前田 迪郎

宮本 二郎 谷口 昌弘

萬 秀男 吉田 明雄

大谷 武 横濱 雄介

梅澤 潤一 田中 宏和

英 裕人 松浦 順子

麻木 宏栄 森下 嗣威

村上 敏 井上 明道

佐々木勇二 中岡 明久

濱田 紀宏 中安 弘幸

田中 孝幸 松木 勉

竹内 薫 鱸 俊朗

竹久 義明 小田 大

濱崎 尚文 奈良井 栄

吉津 法爾 山家 武

坂本 雅彦 竹内 裕美

西浦 清一 恩田 健史

※阿藤孝二郎 岸 清志

池田 茂之 福永 康作

田村 公平 林 裕史

板倉 和資 中島 公和

白石 眞博 桜井 克彦

伊藤久太朗 紀川 純三

下田光太郎 古城 治彦

藤田 和寿 田中 潔

川上 伸 石飛 誠一

吉田 泰之 植木 壽一

早田 俊司 ※渡辺 賢司

谷田 理 平尾 正人

田村 矩章 那須 吉郎

大濱 満 大月 健朗

※常任委員会委員

医療安全、診療情報開示、自浄作用、職業倫理 岡 本 天野・栗原

医事紛争 岡 本 宮�・栗原

広報、会報編集 渡 辺 天野・阿部

情報システム 阿 部 野島・渡辺

臨床検査 吉 田 富 長

会員福祉 明 穂 野島・神鳥

学校保健、少子化対策 天 野 神鳥・阿部

産業保健、健康スポーツ医 栗 原 石田・吉田

健康対策協議会 宮 � 岡本・栗原

感染症 天 野 宮�・阿部

救急医療、災害対策 野 島 富長・石田

医療関係職種、共同利用施設 富 長 石田・明穂

勤務医 宮 川 渡辺・武田

医療政策・環境対策 神 鳥 明 穂
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２ 医療安全対策委員会委員（担当：岡本副会

長）《診療情報提供推進委員会を含む》

委 員 長 ※長田 昭夫

副委員長 村上 節子（前鳥取赤十字病院

看護部長）

委 員 ※岡本 公男 ※野島 丈夫

寺垣 琢生（弁護士）

新 貞二（県医務薬事課長）

長谷川純一 米本 哲人

伊藤 文利 魚谷 純

石部 裕一 ※天野 道麿

※宮� 博実 ※栗原 達郎

相見寿子（レディースあすか鳥取）

※常任委員会委員

３ 医事紛争処理委員会委員（担当：岡本副会

長）

委 員 長 長田 昭夫

副委員長 岡本 公男

委 員 野島 丈夫 富長 将人

神鳥 高世 宮� 博実

栗原 達郎 米本 哲人

板倉 和資 中島 公和

伊藤 文利 岡本 博文

魚谷 純 細田 庸夫

小竹 寛

４ 生涯教育委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 武田 倬

委 員 渡辺 憲 宮川 征男

小濱 美昭 福島 明

安梅 正則 深田 民人

都田 裕之 山崎 純一

大濱 榮作 豊島 良太

５ 広報委員会委員（担当：渡辺常任理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 天野 道麿 阿部 博章

田中香寿子 谷口 玲子

妹尾 磯範 新田 辰雄

小林 哲 辻田 哲朗

重政 千秋

６ 広報・情報常任委員会委員（担当：阿部理

事）

委 員 長 長田 昭夫

委 員 岡本 公男 野島 丈夫

渡辺 憲 宮� 博実

阿部 博章

７ 会報編集委員会委員（担当：渡辺常任理事）

委 員 渡辺 憲 天野 道麿

阿部 博章 平尾 正人

松浦 順子 皆川 幸久

８ 情報システム運営委員会委員（担当：阿部

理事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 渡辺 憲

委 員 富長 将人 阿部 博章

三宅 茂樹 森尾 泰夫

左野 喜實 近藤 博史

９ 感染症危機管理対策委員会委員（担当：天

野常任理事）

委 員 長 岡本 公男

委 員 天野 道麿 宮� 博実

阿部 博章 杉本 勇二

引田 亨 遠藤 秀之

清水 英治

１０ 臨床検査精度管理委員会委員（担当：吉田

理事）

委 員 長 岡本 公男

委 員 富長 将人 吉田 眞人

松浦 喜房 引田 亨

小林 哲

野上 智（鳥取大学医学部附

属病院検査部）

安木 義博（鳥取県臨床衛生検

査技師会長）

岡本 充雄（県立厚生病院中央

検査室主任）

１１ 介護保険対策委員会委員（担当：野島副会

長）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 栗原 達郎

吉田 眞人 乾 俊彦

坂本 惠理 宝意 規嗣

１２ 鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担

当：石田理事）

委 員 野島 丈夫 石田 浩司

明穂 政裕 板倉 和資

阿藤孝二郎 山本 仁

１３ 鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：武田

理事）

委 員 長 武田 倬

副委員長 西土井英昭

委 員 秋藤 洋一 大野原良昌
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金澤 泰久 神鳥 高世

清水 英治 竹内 勤

富長 将人 中村 廣繁

根本 良介 花木 啓一

濱本 哲郎 森 望美

森下 嗣威 山家 武

山根 哲実 吉田 明雄

吉田 泰之

１４ 共済会運営委員会委員（担当：明穂理事）

委 員 長 長田 昭夫

副委員長 野島 丈夫

委 員 岡本 公男 天野 道麿

神鳥 高世 明穂 政裕

米本 哲人 板倉 和資

伊藤 文利 松田 隆

魚谷 純 小竹 寛

石部 裕一 池田 匡

監 事 岸田 剛一 吉中 正人

１５ 諸規程改正検討委員会委員（担当：宮�常

任理事）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 神鳥 高世

宮� 博実 明穂 政裕

中島 公和 三宅 茂樹

吉中 正人 松田 隆

中曽 庸博 野坂 美仁

大野 耕策

１６ 母体保護法指定医師審査委員会委員（担

当：宮�常任理事）

委 員 長 大石 徹

委 員 梅澤 潤一 皆川 幸久

井奥 郁雄 中曽 庸博

井庭 信幸 寺川 直樹

１７ 母体保護法指定医師不服審査委員会委員

（担当：宮�常任理事）

委 員 藤原 和男（弁護士）

早原 彰子（男女共同参画推進

会議・米子会長）

米本 哲人 伊藤 文利

魚谷 純

１８ 学校医部会運営委員会委員（担当：天野常

任理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 天野 道麿

委 員 神鳥 高世 阿部 博章

深澤 哲 乾 俊彦

岡本 博文 妹尾 磯範

白石 眞博 辻田 哲朗

※学校医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

１９ 健康スポーツ医委員会委員（担当：栗原理

事）

委 員 長 栗原 達郎

副委員長 石田 浩司 吉田 眞人

委 員 福島 明 清水 正人

大濱 満 寺川 直樹

２０ 産業医部会運営委員会委員（担当：栗原理

事）

委 員 長 岸本 拓治

副委員長 岡本 公男

委 員 栗原 達郎 石田 浩司

吉田 眞人 能勢 隆之

瀬川 謙一 田中香寿子

安梅 正則 池田 宣之

松本 行雄 山内 教宏

※産業医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

２１ 勤務医委員会委員（担当：宮川理事）

委 員 長 宮川 征男

副委員長 渡辺 憲 武田 倬

〔地区推薦〕

委 員 山下 裕 森尾 泰夫

伊藤 隆志 西川 健一

〔県医推薦〕

委 員 柏木 徹 福島 明

杉山 長毅 竹内 勤

渡辺 賢司 山本 敏雄

深田 民人 古瀬 清夫

古城 治彦 田村 矩章

高見 徹

２２ 労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委員

（担当：石田理事）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 石田 浩司 明穂 政裕

板倉 和資 池田 宣之

山本 仁

２３ 卒後臨床研修委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 武田 倬

委 員 岡本 公男 渡辺 憲

福島 明 深田 民人

松本 行雄 重政 千秋
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２４ 職業倫理・自浄作用活性化委員会委員（担

当：岡本副会長）

委 員 長 長田 昭夫

委 員 岡本 公男 野島 丈夫

天野 道麿 栗原 達郎

米本 哲人 伊藤 文利

魚谷 純

２５ 禁煙指導対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 渡辺 憲 吉田 眞人

阿部 博章 松浦 喜房

松田 隆 高見 徹

長谷川純一

２６ 会員福祉問題検討委員会（担当：明穂理事）

委 員 長 神鳥 高世

委 員 野島 丈夫 渡辺 憲

明穂 政裕

２７ ACLS委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 石田 浩司

武田 倬 山下 裕

清水 正人 山内 教宏

八木 啓一

２８ 日医生涯教育協力講座；セミナー「脳・心

血管疾患講座」実行委員会（担当：武田理事）

委 員 武田 倬 渡辺 憲

都田 裕之 坂本 雅彦

吉田 泰之

７．顧問弁護士・顧問税理士について
平成１８年１月末日現在、本会顧問弁護士・顧

問税理士は次の通りである。〔敬称略〕

顧問弁護士 藤原 和男（鳥取市）

川中 修一（米子市）

顧問税理士 岸本 信一（鳥取市）

８．会員表彰について
本年度、一般表彰並びに会長表彰は次のとお

りであった。

１ 叙位・叙勲

１７．４．２９ ＊旭日双光章

大石 徹（鳥取市）

１７．１１．３ 旭日双光章

林原不二夫（琴浦町）

２ 一般表彰

厚生労働大臣表彰

１７．１０．２１ ＊柿坂 俊武（八頭町）

国民健康保険関係功績者

１７．１０．２６ ＊山家 武（鳥取市）

支払基金関係功績者

文部科学大臣表彰

１７．１１．１０ 太田原美子（鳥取市）

学校保健功労者

消防庁長官表彰

１７．９．９ ＊野島 丈夫（倉吉市）

救急功績者

日本公衆衛生協会長表彰

１７．１１．１０ 岡本 公男（鳥取市）

公衆衛生事業功労者

１７．１１．１０ 栗原 達郎（米子市）

公衆衛生事業功労者

国民健康保険中央会表彰

１７．１０．３ ＊高見 徹（日南町）

国民健康保険関係功績者

日本対がん協会長表彰；がん征圧全国大会席

上

１７．９．９ ＊原 宏（米子市）

日本医師会優功賞

１７．１１．１ ＊渡辺 憲（鳥取市）

日医委員功労者

鳥取県知事表彰

１７．９．２７ 天野 道麿（北栄町）

結核予防事業功労者

鳥取県教育委員会表彰

１７．１２．２２ 柿坂 俊武（八頭町）

学校保健功労者

１７．１２．２２ 荒川 雄司（米子市）

学校保健功労者

鳥取県学校保健会長表彰（学校保健功労者）；

１７．２．２０ 鳥取県学校保健会役員等研修

会席上

加藤 大司（岩美町）

竹田 達夫（鳥取市）

徳永 進（鳥取市）

荒川 雄司（米子市）

富永 晄子（米子市）

神鳥 高世（米子市）

栗原 達郎（米子市）

読売新聞社医療功労賞〔鳥取県医療功労賞〕

１７．２．４ 武田 千濤（伯耆町）

僻地医療功労者［第３３回］

１８．１．１１ 宮川 鐵男（北栄町）

僻地医療功労者［第３４回］
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読売新聞社医療功労賞〔中央表彰医療功労賞〕

１７．３．１４ 武田 千濤（伯耆町）

僻地医療功労者［第３３回］

鳥取県健康対策協議会長表彰

１７．６．２ 第３６回理事会席上

田中 吉紀（米子市）

小竹 寛（米子市）

視聴覚教育各地功労者表彰

１７．８．５ ＊長田 昭夫（米子市）

鳥取県保健事業団理事長感謝状（対がん運動

功労者）

１７．９．２６ 小酒 洋一（米子市・長田産

科婦人科クリニック）

１７．９．２７ 石飛 誠一（三朝町・中部医

師会立三朝温泉病院）

鳥取県保健事業団理事長感謝状（結核予防事

業功労者）

１７．９．２６ 福井 甫（境港市）

３ 鳥取県医師会長表彰；１７．６．１１定例総会席

上

谷口 充（倉吉市）開業５０年以上

田中 禾一（米子市）開業５０年以上

松野 昭市（境港市）開業５０年以上

富長 将人（米子市）永年役員

野島 丈夫（倉吉市）永年役員

渡辺 憲（鳥取市）永年役員

鳥取県医師会長表彰；１７．７．５鳥取県産業

安全衛生大会席上

名島 俊一（倉吉市） 林原不二夫（琴浦町）

４ 第１４回鳥取医学賞；１７．６．１１定例総会席上

濱副 隆一（日野病院）

５ 米寿御祝；１７．６．１１定例総会席上

渡邉 豊（米子市） 西尾吉兵衛（鳥取市）

６ 喜寿御祝；１７．６．１１定例総会席上

北岡 宇一（倉吉市）

北室 文昭（鳥取市）

谷口 公子（鳥取市）

宮川 栄子（大栄町）

渡部 良造（境港市）

＊他団体推薦による受賞

９．県及び関係団体委員会委員の推薦につい
て

平成１８年１月末日現在、本会から推薦した県

及び関係団体委員会委員は次のとおりである。

委員会の審議に当っては本会方針の反映に努め

た。（一部本会推薦以外も含む）

〔鳥取県福祉保健部・医務薬事課〕

１ 鳥取県准看護師試験委員（至Ｈ１８．１０．７）

富長将人 天野道麿 明穂政裕

２ 鳥取県ナースセンター事業運営委員（至Ｈ

１８．１２．２３）

岡本公男

３ 鳥取県医療審議会委員（至Ｈ１８．１０．２１）

長田昭夫 岡本公男

４ 鳥取県精度管理専門委員（至Ｈ１９．１２．１８）

岡本公男 中井一仁

５ 鳥取県地域医療対策協議会委員（至Ｈ１８．

８．４）

長田昭夫 伊藤久雄

石部裕一

鳥取県病院協会長

米本哲人

伊藤文利 魚谷 純

６ 鳥取県医療安全推進協議会委員（至Ｈ

１８．１０．１４）

岡本公男

７ 鳥取県医療情報ネットワーク協議会委員

（至Ｈ１８．３．３１）

阿部博章

８ 鳥取県インフルエンザワクチン対策委員会

委員（任期：未定）

天野道麿

〔鳥取県福祉保健部・健康対策課〕

１ 鳥取県成人病検診管理指導協議会委員（至

Ｈ１８．３．３１）

胃がん部会

三浦邦彦 岡本公男 秋藤洋一

謝花典子 西土井英昭 （藤木尚子）

山口由美

子宮がん部会

寺川直樹 大石 徹 紀川純三

（大下以津子）（分倉千鶴子） 皆川幸久

（冨山真弓）

循環器疾患等部会

重政千秋 富長将人 浦上克哉

大城陽子 小竹 寛 （宮永みどり）

（米谷典恵）

肺がん部会

清水英治 中村廣繁 杉本勇二

谷口玲子 （長谷川ゆかり）（村上弘美）

山家 武
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乳がん部会

石黒清介 工藤浩司 廣岡保明

深田民人 村田陽子 （大久保ひとみ）

（山崎 泉）

大腸がん部会

古城治彦 宮�博実 岸 清志

木村 修 （田渕有香子）

（丸山みゑ子） 山本寛子

（ ）は非医師：参考

２ 鳥取県感染症情報解析部会委員（任期：未

定）

田中 清 岡空謙之輔

３ 鳥取県感染症危機管理対策協議会委員（任

期：未定）

天野道麿

４ 鳥取県小児慢性特定疾患診査会委員（任

期：未定）

岡空謙之輔

５ 鳥取県母子保健対策協議会委員（至Ｈ１８．

３．３１）

長田昭夫 神� 晋 大野耕策

岡本博文

６ 鳥取県地域リハビリテーション推進協議会

委員（至Ｈ１８．１１．２１）

明穂政裕

７ 鳥取県難病医療連絡協議会委員（任期：未

定）

安部喬樹

８ 鳥取県結核対策推進協議会委員（任期：未

定）

天野道麿

９ 地域がん診療拠点病院推薦検討会委員（任

期：平成１７年度）

長田昭夫 岡本公男 天野道麿

米本哲人 伊藤文利 細田庸夫

〔鳥取県福祉保健部・長寿社会課〕

１ 鳥取県介護保険審査会委員（至Ｈ１９．４．２９）

日笠親績 鎌田 修 谷口玲子

湯川喜美 細田庸夫

２ 鳥取県国民健康保険審査会委員（至Ｈ２０．

９．２０）

宮�博実

３ 鳥取県介護保険事業支援計画・老人保健福

祉計画策定委員会委員（至Ｈ１８．３．３１）

野島丈夫

４ 鳥取県高齢者虐待防止協議会委員（任期：

未定）

渡辺 憲

５ 社会保険医療担当者指導員（至Ｈ１８．５．３１）

内 科：柿坂俊武 長谷川晴己

小田 大 石飛誠一

坂本雅彦 吉田明雄

外 科：吉津法爾 谷田 理

山家 武

整形外科：福島 明 大谷 武

阿藤孝二郎

小 児 科：白石眞博 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太郎

皮膚泌尿器科：西浦清一

６ 鳥取県国民健康保険診療報酬請求書審査会

委員（至Ｈ１９．５．３１）

「公益代表」

◎福島 明 吉田泰之 植木壽一

田村矩章 早田俊司 平尾正人

渡邉賢司 谷田 理

「保険者代表」

伊藤久太朗 紀川純三 下田光太郎

古城治彦 藤田和寿 田中 潔

川上 伸 石飛誠一

「診療担当者代表」

池田茂之 田村公平 林 裕史

福永康作 板倉和資 中島公和

桜井克彦 白石眞博

◎会長 ○副会長

７ 鳥取県地域リハビリテーション推進協議会

委員（至Ｈ１８．１１．２１）

明穂政裕

８ 認知症専門職員啓発研修の実行委員（任

期：未定）

乾 俊彦 荒賀 茂 �田照男

〔鳥取県福祉保健部・福祉保健課〕

１ 鳥取県社会福祉審議会委員（至Ｈ１８．７．１５）

岡本公男 柏木 徹

（臨時委員）

山家 武 藤田和寿 倉信耕爾

村上 敏 大源和彦 中野英二

〔鳥取県企画部・協働推進室〕

１ 鳥取県青少年問題協議会委員（至Ｈ２０．１．

２４）

岡本博文
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２ 鳥取県青少年育成県民会議委員（至Ｈ１８．

８．３１）

長田昭夫

〔鳥取県生活環境部・男女共同参画推進課〕

１ 鳥取県男女共同参画審議会委員（至Ｈ１９．

６．９）

庄司眞喜

〔鳥取県生活環境部・景観まちづくり課〕

１ 鳥取県ハートビル法条例制定検討委員会委

員（至Ｈ１８．３．３１）

明穂政裕

〔鳥取県防災局・防災危機管理課〕

１ 鳥取県防災会議委員（至Ｈ１８．２．５）

野島丈夫

２ 鳥取県NBCR災害対処現地関係機関連絡会

議幹事（任期：未定）

谷口直樹（事務局長）

〔鳥取県防災局・消防課〕

１ 鳥取県メディカルコントロール協議会委員

（任期：未定）

野島丈夫

〔鳥取県総務部・人権局人権推進課〕

１ 鳥取県人権尊重の社会づくり協議会委員

（至Ｈ２０．３．１）

渡辺 憲

〔鳥取県総務部・福利厚生室〕

１ 鳥取県公務災害補償等審査会委員（至Ｈ１９．

１１．１０）

山本寛子

２ 鳥取県公務災害補償等認定委員（至Ｈ１９．

１１．１０）

田中香寿子

３ 地方公務員災害補償基金鳥取県支部審査会

委員（至Ｈ１９．１１．１０）

山本寛子

〔鳥取県教育委員会・福利室〕

１ 鳥取県教育委員会職員健康管理審査会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

柏木 徹 田中 潔 長渕忠文

〔鳥取県教育委員会・体育保健課〕

１ 鳥取県結核対策委員会委員（任期：未定）

岡本公男 天野道麿

２ 鳥取県性教育推進委員会委員（任期：未定）

長田昭夫

３ 学校・地域保健連携推進事業連絡協議会委

員（任期：未定）

岡本公男 天野道麿

〔鳥取県教育委員会・全国スポーツ・レクリエー

ション祭準備室〕

１ 第１９回全国スポーツ・レクリエーション祭

鳥取県実行委員会宿泊安全専門委員会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

宮�博実

〔鳥取労働局〕

１ 労災保険診療費審査委員（至Ｈ１９．３．３１）

鱸 俊朗 大月健朗 那須吉郎

田中宏和 石田浩司 大濱 満

２ 地方労災医員

鱸 俊朗 阿藤孝二郎 那須吉郎

川上 伸 佐藤武夫（至Ｈ１９．３．３１）

柏木 徹 幡 碩之

西田政弘（至Ｈ１８．３．３１）

３ 労災協力医（至Ｈ２０．３．３１）

坂本雅彦 中安弘幸 吉田泰之

日笠親績 藤田和寿 倉信耕爾

恩田健史 頼田孝男 藤原義夫

〔鳥取社会保険事務局〕

１ 鳥取地方社会保険医療協議会委員

野島丈夫（至Ｈ２０．３．９）

板倉和資（至Ｈ１９．２．２８）

池田宣之（至Ｈ２０．３．９）

富長将人（至Ｈ１９．２．２８）

魚谷 純（至Ｈ１９．２．２８）

２ 鳥取県社会保険健康づくり事業推進協議会

委員（至Ｈ１９．３．３１）

岡本公男

〔鳥取大学〕

１ 鳥取大学地域学部倫理審査委員会委員（至

Ｈ１８．１１．３０）

長田昭夫

２ 国立大学法人鳥取大学経営協議会委員（至

Ｈ１９．３．３１）

長田昭夫

〔鳥取県警察本部・警察県民課〕

１ 鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会副会長

（至Ｈ１８．８．総会）

谷口直樹（事務局長）

各種団体

〔鳥取県社会保険診療報酬支払基金〕

１ 鳥取県社会保険診療報酬支払基金幹事会幹

事（至Ｈ１８．８．３１）

長田昭夫

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

74



２ 鳥取県社会保険診療報酬請求書審査会委員

（至Ｈ１９．５．３１）

「学識経験者」

◎長谷川晴己 小田 大 坂本雅彦

濱崎尚文 奈良井栄 吉津法爾

山家 武 岸 清志 ○阿藤孝二郎

竹内裕美 西浦清一 恩田健史

「保険者代表」

竹久義明 中安弘幸 田中孝幸

中岡明久 濱田紀宏 松木 勉

村上 敏 森下嗣威 鱸 俊朗

井上明道 佐々木勇二 竹内 薫

「診療担当者代表」

天野道麿 横濱雄介 萬 秀男

吉田明雄 宮本二郎 谷口昌弘

松浦順子 大谷 武 田中宏和

梅澤潤一 麻木宏栄 英 裕人

◎委員長 〇副委員長

〔社会福祉法人恩賜財団済生会支部鳥取県済生

会〕

１ 鳥取県済生会境港総合病院評議員（至Ｈ１９．

１１．１７）

栗原達郎

〔鳥取県看護協会〕

１ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

明穂政裕

２ 鳥取県訪問看護推進協議会委員（至Ｈ１９．

３．３１）

野島丈夫

〔鳥取県公衆衛生協会〕

１ 鳥取県公衆衛生協会理事（至Ｈ１８．６．８）

長田昭夫 岡本公男 野島丈夫

渡辺 憲 天野道麿 神鳥高世

宮�博実

〔鳥取県社会福祉協議会〕

１ 鳥取県社会福祉協議会介護実習普及セン

ター運営委員会委員（至Ｈ１９．３．３１）

野島丈夫

２ 鳥取県社会福祉協議会介護実習普及セン

ター介護機器普及事業運営協議会委員（至Ｈ

１９．３．３１）

日笠親績

３ 鳥取県運営適正化委員会委員（至Ｈ１８．８．

３１）

柏木 徹

４ 貸付審査等運営委員会委員（至Ｈ１８．３．３１）

谷口昌弘

５ 地域福祉権利擁護事業に係る契約締結審査

会委員（至Ｈ１９．１０．３１）

高田耕吉

〔鳥取県町村職員退職手当組合〕

１ 鳥取県町村非常勤職員公務災害補償等審査

会委員（至Ｈ２０．３．３１）

長田昭夫

〔鳥取県保健事業団〕

１ 役員（至Ｈ１９．３．３１）

副理事長 長田昭夫

理 事 岡本公男

〔財団法人結核予防会鳥取県支部〕

１ 財団法人結核予防会鳥取県支部支部長（至

Ｈ１８．５．２３））

長田昭夫

〔鳥取県学校保健会〕

１ 学校保健会（至Ｈ１８．３．３１）

会 長 長田昭夫

評議員 岡本公男 天野道麿

２ 学校安全表彰審査会委員（至Ｈ１８．３．３１）

長田昭夫（学校保健会長） 岡本公男

〔独立行政法人日本スポーツ振興センター〕

１ 独立行政法人日本スポーツ振興センター広

島支所業務運営委員会委員（至Ｈ１９．３．３１）

神鳥高世

〔鳥取県国民健康保険団体連合会〕

１ 鳥取県国民健康保険団体連合会理事（至Ｈ

１９．６．９）

長田昭夫

２ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護給付費

審査委員会委員（至Ｈ１８．４．３０）

神谷 剛 杉山長毅 谷口玲子

３ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護サービ

ス苦情処理委員会委員（至Ｈ２０．３．３１）

吉田眞人

４ 常務処理審査委員（至Ｈ１９．５．３１）

植木壽一

〔財団法人鳥取県国際交流財団〕

１ 財団法人鳥取県国際交流財団理事（至Ｈ２０．

３．３１）

神鳥高世

〔財団法人暴力追放鳥取県民会議〕

１ 財団法人暴力追放鳥取県民会議理事（至Ｈ

１８．３．３１）
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長田昭夫

〔財団法人鳥取県環境管理事業センター〕

１ 財団法人鳥取県環境管理事業センター参与

（至Ｈ１９．５．３１）

長田昭夫

〔財団法人鳥取県臓器バンク〕

１ 財団法人鳥取県臓器バンク理事長（至Ｈ

１９．３．３１）

長田昭夫

〔鳥取県人権文化センター〕

１ 鳥取県人権文化センター理事（至Ｈ１９．３．

３１）

長田昭夫

〔鳥取県薬剤師会〕

１ 鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員

（至Ｈ１８．３．３１）

富長将人

〔鳥取県精神保健福祉協会〕

１ 鳥取県精神保健福祉協会理事（至Ｈ１９．３．

３１）

長田昭夫

〔鳥取県産業保健推進センター〕

１ 鳥取県産業保健推進センター運営協議会会

長（至Ｈ１９．３．３１）

栗原達郎

〔鳥取県医療機関厚生年金基金〕

１ 鳥取県医療機関厚生年金基金理事長（至Ｈ

２０．４．１９）

長田昭夫

〔日本医師会〕

１ 日本医師会会員の倫理・資質向上委員会委

員（至Ｈ１８．３．３１）

長田昭夫

２ 日本医師会勤務医委員会委員（至Ｈ１８．３．

３１）

渡辺 憲

３ 日本医師会医師公衆衛生委員会委員（至Ｈ

１８．３．３１）

天野道麿

４ 日本医師会救急災害医療対策委員会委員

（至Ｈ１８．３．３１）

野島丈夫

５ 日本医師・従業員国民年金基金第６期代議

員（至Ｈ２０．３．３１）

瀬川謙一

６ 「母性保護法指定医師の基準」モデル等に

関する検討委員会（至Ｈ１８．３．３１）

長田昭夫

〔その他〕

１ 山陰救急医学会幹事（任期：未定）

野島丈夫

２ 日本救急医学会中国四国地方会評議員（至

Ｈ１８．３．３１）

野島丈夫

３ 若年者心疾患対策協議会役員（至Ｈ１８．３．

３１）

顧 問 長田昭夫

理 事 小竹 寛

評 議 員 石黒眞吾 奈良井栄

星加忠孝

４ 鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会副会

長（至Ｈ１９総会）

長田昭夫

５ 鳥取県柔道整復師会顧問

長田昭夫

６ 鳥取県鍼灸師会顧問

長田昭夫

７ 鳥取県手をつなぐ育成会保護者互助会運営

委員会委員（至Ｈ１８．５．３０）

下田光太郎

８ 鳥取県立中央病院研修管理委員会委員（任

期：未定）

渡辺 憲

１０．各種会合について
平成１６年２月以降本年１月末日までに開催さ

れた総会、代議員会、その他各種会合は次のと

おりである。

１ 総 会（１回）

平成１７年度定例総会は、平成１７年６月１１日

（土）、午後３時から米子全日空ホテルにお

いて開催し、平成１６年度庶務、会計事業報告

並びに平成１５年度決算（４議案）についてこ

れを承認された。

また、鳥取県医師会長表彰、鳥取医学賞並

びに特別講演「医療をとりまく環境の現状」

（講師：日本医師会副会長 宮崎秀樹先生）

を行い盛会であった。詳細は、会報第５９９号

へ掲載した。

２ 代議員会（２回）

１）第１６８回（定例）代議員会 平成１７年２

月２６日、鳥取市、鳥取県医師会館において

開催し、平成１６年度会務報告の承認、平成
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１７年度鳥取県医師会事業計画、予算等７議

案について原案どおり承認可決した。詳細

は、会報第５９７号へ掲載した。

２）第１６９回（臨時）代議員会 平成１７年８

月６日、鳥取市、鳥取県医師会館において

開催し、平成１６年度鳥取県医師会収入支出

決算６議案等について承認した。詳細は、

会報第６０３号へ掲載した。

３ 理事会（１２回）

第１１回理事会

日 時 平成１７年２月３日（木）

午後４時～午後７時１０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．平成１７年度事業計画、予算につい

て

２．指導医のための教育ワークショッ

プについて

３．指導の立会いについて

４．都道府県医師会生涯教育担当理事

連絡協議会の出席について

５．医事紛争処理委員会、医療安全対

策委員会、職業倫理・自浄作用活性

化委員会の合同会議の開催について

６．「初動負荷トレーニング研究財団」

の理事就任要請について

７．鳥取県臓器バンク役員の推薦につ

いて

８．名義後援について

９．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１０．その他

第１２回理事会

日 時 平成１７年３月１７日（木）

午後４時～午後６時５分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．日医「生涯教育のための診療ガイ

ドラインについて」講演会の出席に

ついて

２．平成１７年度介護事業経営実態調査

の協力依頼について

３．ペイオフ対策について

４．個人情報保護に関する医療機関の

対応について

５．平成１７年度中国四国医師会連合総

会の各分科会の提出議題について

６．第１回産業医研修会の開催につい

て

７．母体保護法指定医師の新規指定に

ついて

８．鳥取県社会福祉協議会「介護実習

普及センター運営委員会委員」「介

護実習普及センター介護機器普及事

業運営協議会委員」の推薦について

９．名義後援について

１０．日医認定産業医更新申請について

１１．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１２．その他

第１回理事会

日 時 平成１７年４月１４日（木）

午後２時５０分～午後５時１０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．会費減免申請の承認について

２．新規開業会員の所得割会費の取扱

いについて

３．個人情報保護に関する取り組みに

ついて

４．中国四国医師会連合総会分科会の

提出議題、出席について

５．鳥取産業保健推進センター産業医

学並びに地域担当相談員等の推薦に

ついて

６．産業医事業所名簿の作成について

７．産業医研修会（基礎前期）の開催

について

８．平成１７年度社会保険医療担当者指

導員の推薦について

９．鳥取県男女共同参画審議会委員の

推薦について

１０．社会保険健康づくり事業推進協議

会委員の推薦について

１１．健康セミナーについて

１２．医師国試問題作成講習会の出席に

ついて

１３．指導医のためのワークショップの

開催プログラムについて

１４．協力貯蓄運営規程の一部改正につ

いて

１５．鳥取医学雑誌編集委員会の開催に
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ついて

１６．都道府県医師会 医事紛争担当理

事・自浄作用活性化担当理事合同連

絡協議会の出席について

１７．平成１７年度定例総会の開催につい

て

１８．名義後援について

１９．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

２０．その他

第２回理事会

日 時 平成１７年５月１２日（木）

午後４時～午後５時５０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．中国四国医師会連合総会について

２．定例総会の運営について

３．鳥取医学賞について

４．定例総会における被表彰者等につ

いて

５．鳥取県看護職員確保対策連絡協議

会委員の推薦について

６．日医 認定産業医新規・更新申請

について

７．働き盛り層のメンタルヘルスケア

支援事業について

８．「過重労働・メンタルヘルス対策

及び健康情報保護に関する研修会」

及び「精神科医等のための産業保健

研修会」の開催について

９．叙勲受章祝賀会における運営等に

ついて

１０．中国四国医師会共同利用施設等連

絡協議会の出席について

１１．平成１６年度一般会計、共済会会計

の補正予算について

１２．名義後援について

１３．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１４．その他

第３回理事会

日 時 平成１７年６月２３日（木）

午後４時～午後６時２５分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．医療事故防止研修会の出席につい

て

２．社会保険指導者講習会の出席につ

いて

３．会費の見直しについて

４．会員録の発刊について

５．向精神薬の処方について

６．禁煙活動の推進に関する要望書に

ついて

７．ドクターバンク事業の構築につい

て

８．名義後援について

９．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１０．認知症専門職員啓発研修の実行委

員の推薦について

１１．介護保険対策委員会の開催につい

て

１２．その他

第４回理事会

日 時 平成１７年７月２１日（木）

午後４時～午後６時

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．毎月勤労統計調査 特別調査に対

する協力について

２．春季医学会学会長推薦演題につい

て

３．秋季医学会の開催について

４．中国四国医師会連合各種研究会の

出席・議題について

５．中国四国ブロック広報担当理事連

絡協議会について

６．第２７回産業保健活動推進全国会議

の出席について

７．第２回産業医研修会の開催につい

て

８．日医認定産業医の更新申請につい

て

９．「健康フォーラム」の準備運営に

ついて

１０．日医認定健康スポーツ医再研修会

の指定について

１１．平成１６年度収支決算について

１２．鳥取県医療情報ネットワーク協議

会委員の推薦について

１３．名義後援について
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１４．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１５．その他

第５回理事会

日 時 平成１７年８月１８日（木）

午後４時～午後５時５０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．健保 個別指導（病院）の立会い

について

２．生保 病院指導の立会いについて

３．学校医・学校保健研修会の開催に

ついて

４．第３６回全国学校保健・学校医大会、

都道府県医師会連絡会議の出席につ

いて

５．日医生涯教育協力講座セミナー

「慢性呼吸器疾患講座」の実施につ

いて

６．「アレルギー研修会２００５」につい

て

７．第３回産業医研修会の開催につい

て

８．平成１７年患者調査について

９．医療施設静態調査について

１０．毎月勤労統計調査に対する調査協

力について

１１．名義後援について

１２．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１３．その他

第６回理事会

日 時 平成１７年９月２２日（木）

午後４時～午後６時５０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．鳥取県精度管理専門委員の推薦に

ついて

２．日医生涯教育協力講座セミナー

「慢性呼吸器疾患講座」について

３．糖尿病対策の推進について

４．健保指導の立会いについて

５．日医認定産業医新規申請について

６．日医 医療政策シンポジウムの出

席について

７．中国四国医師会連合医事紛争研究

会の出席について

８．都道府県医師会医事紛争担当理事

連絡協議会の出席について

９．感染症危機管理対策協議会の出席

について

１０．都道府県医師会 勤務医担当理事

連絡協議会の出席について

１１．中部医師会との懇談会の開催につ

いて

１２．産業医研修会の認定について

１３．名義後援について

１４．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１５．その他

第７回理事会

日 時 平成１７年１０月２０日（木）

午後４時～午後６時５０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．麻しん及び風しんに係る定期の予

防接種等に関する留意事項について

２．小児救急医師確保等調整事業につ

いて

３．鳥取県地域リハビリテーション推

進協議会委員の推薦について

４．家族計画・母体保護法指導者講習

会の出席について

５．鳥取県鍼灸師会創立３０周年記念式

典の出席について

６．健保 個別指導の立会いについて

７．名義後援について

８．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

９．その他

第８回理事会

日 時 平成１７年１１月２４日（木）

午後４時～午後６時４５分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．日医認定産業医の更新申請につい

て

２．病床数の変更に伴うＡ２会員の会

費の取り扱いについて

３．平成１８年度インフルエンザワクチ

ン需要予測のための調査について

４．国民皆保険制度を守る県民集会に
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ついて

５．救急医療情報の収集体制に係る関

係者会議について

６．社会保障部委員会総会の開催につ

いて

７．平成１８年度県政予算要望事項につ

いて

８．健保指導の立会いについて

９．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１０．その他

第９回理事会

日 時 平成１７年１２月１６日（木）

午後４時～６時２０分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．平成１８年度事業計画、予算案の編

成方針について

２．都道府県医師会 医療関係者担当

理事連絡協議会の出席について

３．第２回学校医・学校保健研修会の

開催について

４．日医 学校医講習会の出席につい

て

５．日医 乳幼児保健講習会の出席に

ついて

６．鳥取県医療情報研究会の開催につ

いて

７．第２回日本医師会指導医のための

教育ワークショップ（鳥取県医師会

主催）の開催について

８．秋季医学会の学会長推薦演題につ

いて

９．医療懇話会の懇談項目について

１０．毎月勤労統計調査（第二種事業所）

に対する協力について

１１．禁煙指導医・講演医のホームペー

ジ掲載のための講習会の指定につい

て

１２．平成１７年度第２回日医生涯教育協

力講座：セミナー「脳・心血管疾患

講座」の開催に

１３．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１４．名義後援の承認について

１５．その他

第１０回理事会

日 時 平成１８年１月１２日（木）

午後３時～４時２５分

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

協議事項

１．鳥取県医師会役員等選挙の公示に

ついて

２．第１７０回鳥取県医師会臨時代議員

会の開催について

３．平成１８年度事業計画、予算案の編

成について

４．受診サポート手帳（仮称）につい

て

５．自殺予防対策検討会の出席につい

て

６．都道府県医師会 生涯教育担当理

事連絡協議会の出席について

７．子ども予防接種週間（３月１日～

７日）の実施について

８．指導の立会いについて

９．医療懇話会の運営について

１０．広島国税局と中国地区医師会役員

との懇談会の提出議題・出席者につ

いて

１１．会費減免申請の承認について

１２．日医認定健康スポーツ医再研修会

の開催について

１３．日医認定産業医の新規申請につい

て

１４．日医生涯教育講演会の認定申請の

承認について

１５．医療安全対策について

１６．その他

４ 常任理事会

平成１７年２月以降本年１月までに開催した

常任理事会は１１回で、日常会務の処理及び当

面の重要問題の執行について協議を行った。

なお、緊急を要する問題については、必要

により担当理事打合会を開催し、会務運営に

万全を期した。また、理事会会議状況等につ

いては、県医師会報及び県医師会メーリング

リスト並びにホームページ（会員用）への掲

載を以て、概要の周知を図った。

５ 第１回日本医師会男女共同参画フォーラム

平成１７年７月３０日、日医会館において女性

会員懇談会の企画運営により開催され、宮�
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県医常任理事、谷口玲子・湯村純子両先生

（東部医師会）が出席した。

植松治雄会長による講演「男女共同参画社

会を迎えて日本医師会の考えること」、名取

はにわ内閣府男女共同参画局長による基調講

演「男女共同参画社会は日本社会の希望」の

後、５人のパネリストによるパネルディス

カッション「女性医師は何を求め、何を求め

られているか」が行われた。詳細は、会報第

６０２号に掲載した。

６ 全国有床診療所連絡協議会総会

平成１７年７月３０・３１日、広島市において開

催された。この会は、昭和６２年に設立され、

全国３３都道府県に協議会が設置されているが、

中四国では鳥取県および島根、香川、高知の

各県には設置されていない。鳥取県医師会と

しては初めての出席で、日医からは植松会長、

櫻井・宮崎両副会長はじめ９名の役員が出席

した。

１日目は総会が行われ、２日目は３つの分

科会（第１分科会「有床診療所のあり方と医

療法」、第２分科会「診療報酬関連」、第３分

科会「療養型病床関連」）と、講演�「診療

報酬体系の見直しと平成１６年診療報酬改定」

（麦谷眞里厚生労働省保険局医療課長）講演

�「有床診療所の今後と平成１８年医療制度改

革」（三上祐司日医常任理事）特別講演「医

療制度改革と医師会」（植松治雄日医会長）

が行われ、熱心な討論が展開された。詳細は、

会報第６０２号に掲載した。

１１．会員録発行について
平成１６年版より「会員名簿」の名称を「会員

録」とした。７月１日現在にて１，６７０部発行、

全会員並びに関係諸方面に配付した。

なお、平成１７年４月１日より個人情報保護法

が施行されたことにより、個人情報の不正な流

出を防ぐため、配布時に文書で会員録の取り扱

いについて厳重に管理（処分を含む）していた

だくようお願いした。

生 涯 教 育 関 係

１．医 学 会
１ 春季医学会（学会長：独立行政法人国立病

院機構米子医療センター院長 古�清夫）

平成１７年６月１２日（日） 午前９時２５分より

米子市・西部医師会館において開催した。

（出席者７１名）

１）研究発表……２４題

２）特別講演�

「新潟県中越大震災における独立行政法

人国立病院機構の取り組みについて―

病院グループとして医療班を派遣する

ことの意義と課題について」

埼玉県保健医療部健康づくり支援課

課長 森光敬子

特別講演�

「新潟県中越地震およびインド洋大津波

における医療活動―地域、国内から海

外の災害対応へ―」

独立行政法人国立病院機構災害医療セ

ンター救命救急センター副センター長

本間正人

講演抄録は、鳥取医学雑誌第３３巻２号

へ掲載した。

２ 秋季医学会（学会長：藤井政雄記念病院総

院長 引田 亨）

平成１７年１１月１３日（日） 午前９時２５分より、

倉吉市倉吉未来中心において開催した。

（出席者８２名）

１）研究発表……３４題

２）特別講演

「人獣共通感染症としての鳥インフルエ

ンザ」

鳥取大学農学部獣医学科病態・予防獣

医学学科目獣医微生物学教育研究分野

教授 大槻公一

講演抄録は、鳥取医学雑誌第３３巻４号

へ掲載した。

なお、本学会では初めて、中部医師会

を中心に藤井政雄記念病院、倉吉病院、

清水病院の複数病院担当により運営した。

２．日本医師会生涯教育制度への参加につい
て
昭和６２年度より本制度として始まった「日医

生涯教育制度」も本年で１８年目となった。内容
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は平成１６年度を踏襲している。

１ 平成１６年度申告状況（一括申告制を採用）

全県：８５．０％（前年度比０．１％増）

（東部８５．４％ 中部８３．６％ 西部８５．９％ 鳥

大７８．１％）

このうち、修了証取得者（評価基準：参加

証明、記録により年間１０単位以上の単位取得

者）は５０６名で、地区医師会経由送付した。

また、平成１４年度から１６年度までの３年連

続して「生涯教育修了証」を取得した方に交

付される日本医師会長の「認定証」交付者は、

９７名（このうち新規取得者２１名）であった。

２ 生涯教育委員会

平成１７年６月３０日、県医師会館において開

催した。報告として、�３／２８講演会 日医

『生涯教育のための診療ガイドラインについ

て』�５／８医師国試問題作成講習会、があっ

た後、�平成１７年度日医生涯教育制度実施�

鳥取県医師会春季・秋季医学会の活性化�平

成１７年度鳥取県医師会秋季医学会の開催�平

成１７年度第１回日医生涯教育協力講座開催�

指導医のための教育ワークショップ開催、な

どについて協議、意見交換を行った。

詳細については、会報第６０１号へ掲載した。

３ 「日本医師会生涯教育講座」の開催について

定例総会・春季・秋季医学会のほか、次の

とおり開催した。

１７．２．２０ 第２回鳥取県医師会学校医・

学校保健研修会

３．６ ＊日医生涯教育協力講座セミ

ナー「脳・心血管疾患講座」

（第１回）

虚血性心疾患

５．２２ 第１回鳥取県医師会産業医研

修会

７．１４ 禁煙指導医・講演医養成のた

めの講習会（中部）

７．１５ 禁煙指導医・講演医養成のた

めの講習会（東部・西部）

８．２０ ＊第４９回東部医師会医学セミ

ナー

９．１１ ＊日医生涯教育協力講座セミ

ナー「脳・心血管疾患講座」

（第２回）

心不全の診断と治療

１０．１６ 第２回鳥取県医師会産業医研

修会

１０．２３ 第１回鳥取県医師会学校医・

学校保健研修会

１１．１２ ＊アレルギー研修会２００５

１２．４ 第３回鳥取県医師会産業医研

修会

１０．２９―３０第１回指導医のための教育

ワークショップ

１８．１．２８ ＊第５０回東部医師会医学セミ

ナー

＊内科学会認定内科専門医単位取得講座

４ 日医生涯教育協力講座；セミナー「脳・心

血管疾患講座」について

日本医師会では生涯教育のさらなる推進を

はかるため、平成１６年度から１８年度までの３

カ年に亘り１年に２回（但し、昨年度は１回、

計５回）標記セミナーの開催について要請が

あったので、本年度は次の通り開催した。

［第１回］

日 時 平成１７年３月６日（日）

午後１時３０分～４時３０分

場 所 鳥取県立倉吉体育文化会館・大研

修室 倉吉市山根

テーマ 虚血性心疾患

出席者 ７３名

基調講演「勤労者の虚血性心疾患」

講師 垣田病院院長 坂本雅彦

シンポジウム「実地医家における虚血性心疾

患―勤労者を守るために―」

１．虚血性心疾患のプレホスピタルケア

講師 山陰労災病院循環器内科部長

遠藤 哲

２．虚血性心疾患の二次予防

講師 鳥取県立中央病院循環器科部長

吉田泰之

［第２回］

日 時 平成１７年９月１１日（日）

午前１０時～午後１時２０分

場 所 ホテルサンルート米子 ２F

「芙蓉の間西」米子市西福原

テーマ 心不全の診断と治療

出席者 ６４名

講 演

１．心不全の病態生理・収縮不全と拡張不

全

鳥取大学医学部病態情報内科学医員
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衣笠良治

２．心不全の病態生理・心不全と睡眠時無

呼吸

鳥取大学医学部病態情報内科学助手

加藤雅彦

３．治療の進歩・急性心不全

鳥取県立中央病院循環器科医長

遠藤昭博

４．治療の進歩・慢性心不全

山陰労災病院 第四循環器科部長

尾崎就一

５．外科的治療・補助人工心臓・心臓移植

鳥取大学医学部器官再生外科学助教授

石黒眞吾

５ 第１回日本医師会「指導医のための教育

ワークショップ」（鳥取県医師会主催）開催

について

平成１６年４月より新医師臨床研修制度が発

足したことにより、医学生・研修医を指導す

る会員が指導医としての教育能力を培うこと

を目的として、次のとおり開催した。

日 時 平成１７年１０月２９日（土）１０：００～

３０日（日）１６：３０

場 所 鳥取市戎町３１７番地

「鳥取県医師会館」

宿泊先 鳥取市戎町４７１番地

「鳥取シティホテル」

方 法 １泊２日の合宿形式によるワーク

ショップ

参加者 鳥取県医師会員（計２１名）

全員へ日本医師会長・厚生労働省

医政局長・鳥取県医師会長連名の

修了証を発行

参加費 １０，０００円

ワークショップスタッフ

� ディレクター

岡本 公男 副会長

武田 倬 理事（生涯教育担当）

渡辺 憲 常任理事（同）

宮� 博実 常任理事

� チーフタスクフォース

橋本 信也 日本医師会常任理事

� タスクフォース

福井 次矢 聖路加国際病院院長、

京大名誉教授

福本 陽平 山口大学医学部附属病

院 総合診療部教授

� コーディネーター

内田 博 鳥取県立中央病院麻酔

科部長

３．鳥取医学雑誌の発行について
本年度（平成１７年３・６・９・１２月）発行し

た医学雑誌は第３３巻１号～４号までで、収載論

文数は総数４７編（内訳：興味ある症例４編、総

説４編、原著１２編、症例報告１６編、解説２編、

報告９編）であった。

本年度編集委員会は平成１７年４月２１日県医師

会館において開催し、鳥取医学賞の選考を行っ

たほか、�「鳥取医学賞」選考内規の一部修正

�投稿規定の一部修正（案）�鳥取医学雑誌査

読要項一部修正（案）�今後の総説論文（依頼

原稿）執筆者�現在の投稿状況、などについて

協議、意見交換を行った。詳細は、会報第５９９

号に掲載した。

４．平成１７年度在宅医療推進のための実地研
修事業について
厚生労働省委託事業として平成１２年度より実

施している標記事業について、本年度も地区医

師会との共催とし、平成１７年６月２４日付にて地

区医師会へ実施計画書を依頼した。実施に伴う

経費として９２万６千円が交付される予定。

経 理 関 係

１．平成１７年度歳入・歳出予算について
平成１７年度予算については、平成１７年２月２６

日開催の第１６８回（定例）代議員会において原

案どおり可決され、４月１日から施行になった。

また、本会特別会計については下記の如く認

められており、各予算はそれぞれの事業推進の

費途に充てられている。

１ 共済会

２ 鳥取県医師会館修繕積立金会計

３ 生命保険取扱特別会計

２．平成１７年度会費減免について
平成１７年度会費減免については、第１６８回（定
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例）代議員会及び第１６９回（臨時）代議員会［追

加分］において申請どおり承認になった。減免

申請の内訳は次のとおりである。

会費免除会員……１３９名（老齢４８名、病気療養

中５名、研修医８６名）

３．平成１６年度歳入・歳出決算について
平成１６年度一般会計及び特別会計決算並びに

財産目録等について、平成１７年７月７日、県医

師会館において岸田、吉中両監事によって厳正

なる監査が行われ、いずれも適正妥当であった

ことが認められた。

次いで、８月６日開催の第１６９回（臨時）代

議員会において承認された。

４．鳥取県医師会会費賦課徴収規則の一部改
正について
所得割会費の算定基礎としていた診療報酬の

点数情報の入手ができなくなったことから、会

費全般の見直しを行った。

改正の内容は、�所得割会費を廃止し定額制

にする、�新規開業会員は段階的に賦課する、

である。第１６９回（臨時）代議員会において承

認され、平成１８年４月１日から適用されること

となった。

地 域 社 会 活 動 関 係

１．公衆衛生事業協力について
公衆衛生事業の推進にあたっては、各種事業

に協力しているほか、本会役員が公衆衛生協会

役員として協議に参画している。また、県及び

関係団体において実施された各種行事には、共

催・後援等を行った。

なお、鳥取県衛生環境研究所提供による「鳥

取県感染症発生動向調査情報」を毎月会報に掲

載した。

１ 感染症対策について

１）感染症危機管理対策委員会

� 平成１７年８月２日、県医師会館におい

て県および卸業協会に参集いただき、実

務者会議を開催した。議事として、１）

平成１６年度インフルエンザ総合対策

２）平成１７年度インフルエンザワクチン

予防接種総合対策、などについて報告、

協議、意見交換を行った。詳細は、会報

第６０２号に掲載した。

� 平成１７年１２月８日、倉吉シティホテル

において県医務薬事課及び健康対策課に

参集いただき、開催した。１）今冬のイ

ンフルエンザ総合対策の取組み（県医師

会・地区医師会・鳥取県）２）予防接種

対策について３）予防接種に関する普及

啓発事業の実施について４）高病原性鳥

インフルエンザ、新型インフルエンザに

ついて５）鳥取県新型インフルエンザ対

策行動計画について、などについて協

議・意見交換を行った。詳細は、会報第

６０６号に掲載した。

２）日本医師会感染症危機管理対策協議会

� 平成１７年２月４日、日医会館において

開催され、岡本副会長が出席した。講演

１）施設内感染の防止対策について（小

林寛伊NTT東日本関東病院名誉院長）

講演２）天然痘の予防接種について（平

山宗宏母子愛育会日本総合愛育研究所

長）講演３）結核予防法の改正について

（阿彦忠之山形県村山保健所長）が行わ

れた。報告・協議では「平成１６年度子ど

も予防接種週間」について昨年度と違う

点が説明され、普及・啓発のための協力

要請がなされた。詳細は、会報第５９６号

に掲載した。

� 平成１７年１１月９日、日医会館において

開催され、天野常任理事が出席した。報

告事項は、１）スマトラ島沖地震、津波

災害後６か月の状況２）スマトラ島沖地

震・津波災害スリランカにおける赤十字

の活動３）スマトラ被害と今後の展開に

ついて。協議事項は、予防接種対策につ

いて協議、意見交換を行った。他に４都

道府県医師会からの質問・要望があった。

詳細は、会報第６０６号に掲載した。

３）インフルエンザ総合対策について

本年も昨年と同じ要領で、県内における

ワクチン在庫状況等を把握するため、医療

機関、福祉施設、卸業者を対象に、１０月２０

日時点で「ワクチン予約状況調査」、１１月
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１５・３０日、１２月１５・３１日時点で「ワクチン

在庫状況等調査」を実施した。（診療所は

県医師会、病院及び福祉施設は県、卸業者

は卸業協会が実施）

詳細は、会報第６０７号に掲載した。

４）風疹ワクチンチラシの作成について

今年度も、県医師会・県小児科医会・日

産婦医会鳥取県支部連名で「風しんワクチ

ン未接種者に対するPRチラシ」を作成し、

啓発対象となる昭和５４年４月２日から昭和

６２年１０月１日生まれのワクチン未接種者へ

より一層効果的に啓発することを目的とし

て、昨年と同様に成人式の配布資料と併せ

て配布していただきたくよう、１月に成人

式を開催予定の１６市町村へ送付した。

５）子ども予防接種週間の実施協力について

日本医師会では、４月１日からの麻しん、

風しん混合ワクチン導入による制度改正を

踏まえ、麻しんと風しんに重点をおき、接

種率を上げることにより、我が国の麻しん、

風しんの根絶を目的に、昨年同様、２００６年

３月１日（水）から３月７日（火）までの

１週間、子ども予防接種週間を実施するこ

ととした。各協力医療機関において、種々

の予防接種の相談に応じるとともに、通常

の診療時間に予防接種が受けにくい人たち

に対し、特に、土曜日、日曜日を中心に予

防接種を行う。

このため、本会では地区医師会の協力を

得て、週間中に予防接種の実施が協力可能

な医療機関の取りまとめを行い日医へ報告

したほか、県健康対策課を通して各市町村

にて住民に対する子ども予防接種週間の実

施について情報提供をお願いした。

６）感染症だよりについて

日本脳炎ワクチン接種、予防接種対策、

今冬のインフルエンザ総合対策、腸管出血

性大腸菌感染症等について日本医師会感染

症危機管理対策室、鳥取県等より本会あて

通知があり次第、本会会報で会員に周知し

た。

２ 喫煙健康被害予防対策の取り組みについて

昨年に引き続き鳥取県医師会報及び日本海

新聞のコラムを利用して、喫煙健康被害予防

のキャンペーンを行ったほか、会員専用ホー

ムページに掲載した禁煙指導医・講演医を本

年度更新した。

１）禁煙指導対策委員会

平成１７年９月１日、県医師会館において

開催し、県医師会が共催する「禁煙指導

医・講演医養成のための講習会」について

は、各地区で年１回とし、それ以外は必要

に応じて地区医師会開催して頂く。また、

鳥取県医師会登録の「禁煙指導医」「講演

医」のHP名簿への氏名掲載の条件につい

ては、県・地区を問わず医師会が医師向け

に行う講習会であれば、参加者で名簿掲載

希望者は県医師会HP名簿へ氏名を掲載す

る。HP名簿への掲載の条件は、３年間に

少なくとも１回、講習会に出席することと

する。３年間に一度も講習会へ出席しな

かった会員はHP名簿から氏名を削除する

など承認された。詳細は会報第６０３号に掲

載した。

なお、平成１６年１０月、鳥取県医師会員全

員を対象に行った「鳥取県医師会会員喫煙

意識調査」の集計結果を、「医師の喫煙と

患者に対する禁煙指導状況―鳥取県医師会

員における検討―」（著者；松田明子他）

としてまとめ、鳥取医学雑誌へ掲載した。

この他、「世界禁煙デー」への対応とし

て、東部では６月４日、さざんか会館で、

中部では５月２８・２９日、新日本海新聞社及

び倉吉未来中心、西部では５月２９日、米子

駅前サティーでそれぞれ開催されたので、

共催（東部・中部医師会）または後援（西

部医師会）した。

２）「禁煙指導医・講演医」養成のための講

習会

地区医師会との共催により、次のとおり

開催した。

［東部地区］

日 時 平成１７年７月１５日（金）

午後７時

場 所 東部医師会館 鳥取市富安

講 演 「喫煙と呼吸疾患についての最

近の知見」

鳥取大学医学部統合内科医学講

座分子制御内科学教授

清水英治

出席者 ６１名

以上の他、東部医師会主催により、平成
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１８年１月２０日東部医師会館において行われ

た「第２回禁煙指導研究会」を、本会ホー

ムページ（一般）の「禁煙指導医」「講演

医」への掲載対象の講習会とした。

［中部地区］

日 時 平成１７年７月１４日（木）

午後７時３０分

場 所 中部医師会館 倉吉市旭田町

講 演 「勤労者に対する禁煙支援」

鳥取大学医学部病態解析医学講

座薬物治療学分野教授

長谷川純一

出席者 ２８名

［西部地区］

日 時 平成１７年７月１５日（金）

午後７時

場 所 西部医師会館 米子市久米町

内 容 １．「勤労者に対する禁煙支援

特に若年者の禁煙にむけて」

鳥取大学医学部病態解析医学講

座薬物治療学分野教授

長谷川純一

２．「魅力的な禁煙支援を目指

して―煙ロードからの脱出―」

独立行政法人国立病院機構米子

医療センター呼吸器外科医長

中村廣繁

出席者 ２５名

３）禁煙活動の推進に関する要望書について

本会では、国民の健康を守るための禁煙

活動の推進にあたり、平成１７年６月２３日開

催の第３回理事会において「禁煙活動推進

方針」を決定した。よって、この実現に向

けて、平成１７年６月２４日付けにて「要望書」

を作成し、「内閣総理大臣」「財務大臣」「厚

生労働大臣」「文部科学大臣」「衆議院議長」

「参議院議長」「政府税制調査会長」「自由

民主党税制調査会長」「鳥取県知事」「鳥取

県議会議長」あてに要望書を提出した。

３ 石綿による健康障害について

１）石綿による健康障害防止対策への的確な

対応について

今般、鳥取労働局から、石綿取扱い作業

等に従事していた元労働者等に、肺がん、

中皮腫等の健康障害が多発していること、

また、石綿による健康障害が今後も増加す

ることが懸念されることなど、石綿による

健康問題が社会的な関心を集めており、本

問題への適切な対応が求められていること

から、各医療機関に対して、石綿に係る健

康管理手帳制度及び労災補償制度について、

次のとおり、周知方、協力依頼があった。

� 過去に石綿含有製品を製造し又は取り

扱っていたことのある事業場における対

策の徹底。

� 現に石綿含有製品を製造し又は取り

扱っている事業場における対策の徹底。

� 建築物の解体作業等における石綿粉じ

んの発散防止の徹底。

� 健康相談、石綿のばく露防止対策に関

する相談等について。

※石綿による健康障害防止等については、

独立行政法人労働者健康福祉機構が、平

成１７年７月１日に発刊した「産業保健２１」

に特集記事（石綿障害予防規則の制定に

ついて、石綿による健康障害の医学的解

説）が掲載されている。詳細については、

会報第６０３号に掲載した。

２）アスベストに関連する疾患に係る健康診

断等の対応について

アスベストに係る健康被害状況が関係企

業から相次いで公表されていることを契機

として、県民の健康不安が高まっており、

今般、鳥取県福祉保健部長より、各保健所

に相談窓口を設置し、鳥取労働局とも連携

を図りながらその不安解消に努めており、

県民からの健康相談に対応する体制を確保

することが急務となっていることから、健

康に不安のある方に対しての住民健診又は

職場健診の受診勧奨について、周知及び協

力依頼があった。

また、過去にアスベストを吸入した可能

性のある方々等で、特に医療機関での受診

を希望する方については、「肺がん検診精

密検査登録医療機関」等における受入体制

の確保についての協力依頼があった。

４ 鳥取県糖尿病対策推進会議の設置について

平成１７年２月９日、日医・日本糖尿病学

会・日本糖尿病協会の三者からなる「糖尿病

対策推進会議設立総会」が日医会館において

開催され、天野常任理事が出席した。席上、

糖尿病対策の推進について、日医・学会・協
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会・厚生労働省より説明が行なわれたあと、

「みんなで取り組む糖尿病予防事業につい

て」をテーマに、本県武田理事と小林富山医

科薬科大学医学部教授より、糖尿病対策の事

例報告が行われた。

これを受けて本会では、平成１７年１２月１日、

県医師会館において県および地区医師会、日

本糖尿病学会中四国支部、日本糖尿病協会鳥

取県支部、県福祉保健部、県教育委員会代表

者が参集して、第１回「鳥取県糖尿病対策推

進会議」を開催した。会議では、１）委員会

の名称を「鳥取県糖尿病対策推進会議」とす

ること、２）規約（案）の承認、３）委員会

委員の承認のほか、今後の事業内容について

協議、意見交換を行った。その結果、まず、

医師向け研修会（地区医師会ごとに実施）と

市民向けの啓発活動を行うこととし、糖尿病

専門医以外の医師（かかりつけ医）のレベル

アップ・治療の標準化を図ることとした。詳

細は、会報第６０６号に掲載した。

日医からは、この他�国民向けリーフレッ

ト�医師向けガイドライン（糖尿病治療の

エッセンス）、が配布されたほか、糖尿病対

策地域支援費の交付を受けたので地区医師会

へ配分するとともに、支援費の中から本会で

「糖尿病治療ガイド」―日本糖尿病学会編を

購入して全医療機関へ配布し、研修の際利用

して頂くこととした。

５ 第４８回鳥取県公衆衛生学会

平成１７年７月２７日、米子市、米子コンベン

ションセンターにおいて開催され、長田会長

が学会長として運営に参画した。

特別講演は「人の病気、植物の病気」（古

澤巖鳥取環境大学長）と２会場に分かれて７

分野にわたり、研究発表（誌上発表を含む）

が行われた。優秀な研究については、中国地

区公衆衛生学会で発表することになっており、

選考会で推薦演題を決定した。また、研究助

成金（１課題に対し３万円の交付）対象演題

について協議し、決定した。

２．救急医療対策について
１ ACLS委員会

平成１７年６月１６日、県医師会館において開

催した。報告は�平成１６年度ACLS・JPTEC

研修会の実施および平成１７年度計画�日本医

師会ACLS研修、議事として�ACLS委員会

の役割�ACLS認定コースの普及に関する基

本的方針�インストラクターの養成�ACLS

訓練用人形の貸し出し、などについて協議、

意見交換を行った。本委員会は生涯教育委員

会と密接に連携をとりながら推進していくこ

ととし、平成１７年度は本会主催のACLS研修

会を１回開催した。また、別に地区医師会と

共催で医師会員だけを対象としたACLS研修

会を２回開催した。なお、日医より「ACLS

トレーニングマニュアル」が日医会員に配布

された。詳細は、会報第６０１号へ掲載した。

２ 高度救命処置研修開催事業について（委託

事業）

平成１６年度より、医師、看護師、救急救命

士等を対象とした「高度救命処置研修開催事

業」を鳥取県から委託された。目的はメディ

カルコントロール協議会の中心となる

JPTECの概念の理解を得て、鳥取県下の

JPTECインストラクター・プレインストラ

クターの養成。今年度は、「鳥取県医師会鳥

取外傷セミナーJPTECプロバイダーコース」

を平成１７年７月３日（日）に中部地区、平成

１７年９月４日（日）に東部地区で開催した。

３ 鳥取大学医学部附属病院総合周産期母子セ

ンター設置について

鳥取県においては、ハイリスク妊娠に対す

る医療及び高度な新生児医療等の周産期医療

を総合的に行うことができる総合周産期母子

医療センターについては未整備であり、全国

的に見ても４７都道府県中３２都道府県は既に設

置済であり、中国・四国地区においては本県

を除く全ての県に今年度中に設置予定となっ

ている。よって鳥取県知事・鳥取県議会議長

等に陳情書を提出した結果、議会で採択され

た。

４ 救急医療情報の収集体制に係る関係者会議

について

鳥取県が災害時等に重要となる救急医療に

係る医療機関情報等について、その収集及び

提供の体制及びそれらに必要な情報システム

について、関係者による協議、検討を行い、

県全体の防災体制を踏まえた適切な救急医療

体制の構築、運営に資することを目的とした

会議を立ち上げた。

３．医療情報システムについて
１ 情報システム運営委員会
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平成１７年９月８日、県医師会館において開

催した。議事は�会員情報管理システムの構

築について�日医TV会議システムについて

�平成１７年度日本医師会医療情報システム協

議会の開催について�鳥取県医療情報研究会

の開催について�地域医療ネットワークの構

築について、などについて協議、意見交換を

行った。詳細は、会報第６０４号へ掲載した。

２ 日本医師会医療情報システム協議会

平成１７年１１月１２・１３日、日医会館において

開催された。本協議会は、２０回の歴史を誇る

全国医療情報システム連絡協議会を今年度よ

り日本医師会が主催（今年度は愛媛県医師会

担当）となって開催するものである。

講演「ORCAプロジェクトの現状と今後の

展開」（石原謙日医総研研究部長）、シンポジ

ウム「医師会IT化の現状と展望」、事例報告、

分科会「電子カルテ、事務局情報担当者セッ

ション等」、討論「医療のIT化」の内容で行

われた。詳細は、会報第６０６号へ掲載した。

４．鳥取県臨床検査精度管理委員会について
（２回）
・平成１７年２月１９日、県医師会館において開催

した。議事として、�平成１６年度臨床検査精

度管理事業の実施報告�報告会の開催報告�

報告書の編集�平成１７年度事業に向けての課

題等、について報告、協議、意見交換を行っ

た。なお、報告書の要点をまとめたものを会

報第５９７号に掲載し、委員会の詳細について

も、会報第５９７号に掲載した。

・平成１７年８月１８日、県医師会館において開催

した。議事として、�第１回都道府県医師会

臨床検査精度管理担当理事連絡協議会報告�

平成１７年度臨床検査精度管理事業の実施�平

成１７年度県費補助などについて報告、協議、

意見交換を行った。詳細については、会報第

６０３号に掲載した。

健 康 診 査 管 理 指 導 関 係

昨年度に引き続き鳥取県健康対策協議会（健対

協）を中心として次のとおり実施した。

１ がん登録

１）がん登録事業

昨年度に引き続き、鳥取県健康対策協議会

事業として、また、厚生労働省助成金による

がん研究班の一員として、登録事業を実施し

ている。

なお、県医師会報に毎号「腫瘍調査部だよ

り」欄を設け登録患者数、届出医療機関名を

登載し届出の奨励方促進している。がん登録

事業によせていただいた会員各位の絶大な協

力に対し感謝するものである。

平成１７年１月から１２月末日の鳥取県がん登

録届出件数は３，２９０件で、このうち、県内居

住者の新規登録者は２，２９５件である。また、

各医療機関より報告頂いた届出票の情報の正

確を期するため、不明な点について問い合わ

せたところ、６７件の回答があった。

２）鳥取県がん登録実施要綱改正

個人情報保護を踏まえたがん登録資料の利

用に関する規定を策定する必要性と、昭和５９

年に施行されたがん登録実施要綱の内容が現

実にそぐわない点が多々あること等から「鳥

取県がん登録実施要綱」の改正を行い、平成

１７年度より適用する。詳細は鳥取県医師会報

第５９９号に掲載。

また、要綱改正に伴い、個人情報保護を踏

まえたがん登録資料の提供と届出勧奨につい

て、各がん検診従事者講習会において、鳥取

大学医学部環境予防医学分野講師 岡本幹三

氏に説明して頂くこととなった。

３）「届出票」、「記入要領」の改正

「届出票」の受診動機の分類項目、診断方

法に関する項目等について見直しを行い、様

式の改正を行い、平成１７年度より使用。また、

「届出票」の改正に伴い、記入要領も改正を

行った。

特に、届出票の提出は、以下の２点に絞っ

てお願いすることとなった。

� 貴院における治療終了時

入院患者：新発生のがんに対する一連の

治療が終了した時、または退

院時

外来患者：�外来治療終了時、�検査・

治療のために他院に紹介した

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

88



読影人員

（人）

読影回数

（回）

平均読影人数

（人）

東部 ９，９９１ ５０ ２００

中部 ６，５０１ ４０ １６３

西部 ７，５５１ ４３ １７６

計 ２４，０４３ １３３ １８１

時

� 多重がんの診断時（各々の部位について

別々に届出票を作成）

また、貴院で既に新発生のがんの届出を

した者の再発例および追加治療の届出は不

要。

４）「鳥取県がん登録事業報告書」作成

平成１２年標準集計結果等を取りまとめた報

告書を７００部作成し、関係機関に配布した。

５）地域がん登録全国協議会第１４回総会研究会

参加

平成１７年９月２、３日、国立がんセンター

において、第１４回総会研究会が開催され、岡

本幹三がん登録対策専門委員会委員が参加し

た。

「地域がん登録の精度向上と標準化」をメ

インテーマに、特別講演として「がん登録

データの質を保証するための基準」と「韓国

におけるがん登録ネットワークとがん統計」、

教育講演として、「地域がん登録における機

密保持ガイドライン」が行われた。また、「地

域がん登録と院内がん登録の連携」と題して

シンポジウムも行われた。

６）平成１７年度がん征圧全国大会

平成１７年度がん征圧全国大会は、平成１７年

９月９日、鳥取県立県民文化会館において開

催された。対がん運動功労者として、原 宏

先生（米子市）に日本対がん協会賞が贈られた。

次に特別講演として、「がん医療新世紀―

癌研有明病院のめざすもの」と題し、癌研有

明病院長 武藤徹一郎先生の講演があった。

引き続いて、とっとりアピールの発表、次期

開催地を代表して、福島県保健衛生協会副会

長の山口忠宏氏の挨拶があった。約１，２００名

の参加者があり、盛会であった。また、９月

２日倉吉市・米子市、９月３日鳥取市で、が

ん征圧月間キャンペーンを行った。

２ 胃がん対策

１）胃集検読影事業

昨年度に引き続き、東、中、西３地区にそ

れぞれ読影委員会を設置し、フィルムの読影

を行っている。

なお、平成１７年２月４日、５日に徳島市に

おいて第３５回日本消化器集団検診学会中国四

国地方会及び第３５回中国四国地方胃集検の会

が開催され、各地区読影委員会より参加した。

鳥取県においては、シンポジウム「高齢者の

集団健診」１題、一般演題１題が発表された。

また、ワークショップでは「超音波スクリー

ニングの現況―技師の立場から―」と題して

１題発表があった。

平成１７年１月～１２月末読影状況は次のとお

りであった。

２）検診発見胃がん患者確定調査

平成１６年度に発見された胃がん及び胃がん

疑いについて確定調査を行った結果、確定が

んは、１３８例であった。

３）鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録実

施

平成１８年１月末現在で１８８精密検査機関を

登録し、実施している。

平成１８年度は登録更新期に当たるので、平

成１７年度中に地区医師会経由で新規・更新の

手続きを行う。

４）胃がん一次検診における内視鏡検査実施

全体の受診者数増加に繋がっており、年々

内視鏡検査の実施割合が増加している。平成

１７年度は１２市町村で実施し、受診者数は約

１４，８００人が受診する見込みである。

一次検診で内視鏡を実施する医療機関は、

胃がん検診精密検査登録医療機関とし、内視

鏡検査による撮影部位は２０枚撮影とする。

５）胃がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１８年２月２５日、鳥取県中部医師会館に

おいて開催する予定。

６）各地区読影会での症例検討会

各地区読影会においても症例検討会を開催

し、精度管理に努めている。

開催状況は、東部５回、中部２回、西部１

回であった。

３ 子宮がん対策

１）平成１７年度子宮頸部がん検診実績見込み

鳥取県は、平成１７年度より対象者を２０歳以
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上に引き下げ、原則として同一人について年

に１回行うものとすることとした。大幅な受

診者数の増加が期待されたが、市町村によっ

ては１６年度より減少しているところがある。

対象者の把握方法、受診勧奨等について、県

より市町村に適切な指導を行って頂くよう要

望している。

２）鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録

実施

平成１８年１月末日現在で２５精密検査機関を

登録し、実施している。

平成１８年度は登録更新期に当たるので、平

成１７年度中に地区医師会経由で新規・更新の

手続きを行う。

３）検診発見子宮がん患者追跡調査

平成１６年度は子宮頸部癌１１例、異形成２４例

であった。また、子宮内膜増殖症３例であった。

４）子宮がん検診従事者講習会及び症例検討会

平成１７年２月６日、鳥取県西部医師会館に

おいて、鳥取大学医学部附属病院産科婦人科

助手 板持広明氏による「子宮がん検診の今

後の課題」の講演を行う他、提示症例の検討

を行った。関係者５７名が出席した。

５）車検診における体部がん検診

平成７年度より車検診における要子宮がん

検診者は、頸部がん検診と同時に体部がん検

診を実施することになった。但し、やむを得

ない事情により体部がん検診ができない場合

は要精密検査者として扱い、「子宮体部がん

検査依頼書」により医療機関に紹介している。

４ 肺がん対策

昨年度に引き続き、東・中・西部に肺がん検

診読影委員会と細胞診委員会を設置し、胸部Ｘ

線写真の読影と喀痰細胞診の判定を行っている。

１）肺がん検診精密検査医療機関登録実施

平成１８年１月末日現在で２０精密検査機関を

登録し、実施している。

２）検診発見肺がん患者追跡調査

昭和６２年度から平成１６年度までに発見され

た肺がん又は肺がん疑いについて予後調査を

行った結果、肺がん確定診断が７４６例で、内

訳は原発性肺癌が６６０例、転移性肺腫瘍が８６

例であった。

３）「鳥取県肺がん集団検診実施指針」の一部

改正

平成１７年度から「保健所における結核精密

健診が廃止」されることとなり「要検査（Ｄ

判定）のうち、胸部疾患が疑われる者」につ

いては、結核予防法による指定医療機関（CT

スキャン装置を有する医療機関が望ましい）

で検査を受けるよう受診勧奨することとし、

実施指針の一部改正を行い平成１７年度の検診

から適用することとした。詳細は鳥取県医師

会報第５９７号に掲載。

４）「鳥取県肺がん医療機関検診実施指針」の

一部改正

２００３年１０月改訂版の「判定基準と指導区分」

に変更したことに伴い、医療機関検診におけ

る判定区分も改正し、Ｄ判定で胸部再撮影と

いう判定は削除することとし、実施指針の一

部改正を行い平成１７年度の検診から適用する

こととした。詳細は鳥取県医師会報第５９７号

に掲載。

５）肺がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１７年２月１２日、鳥取県西部医師会館に

おいて癌研究会附属病院呼吸器内科部長 宝

来 威氏を講師として、「肺がん検診におけ

る喀痰細胞診の現状と対策」の講演を行う他、

各地区読影会より症例を提出して症例検討を

行った。関係者７４名が出席した。

６）第２１回肺癌検診セミナー

平成１７年１１月２７日、幕張メッセ国際会議場

において、第２１回肺癌検診セミナーが開催さ

れ、中村廣繁先生が参加した。

特別講演、「肺癌集団検診の今後―科学的

評価を踏まえた問題点への対応―」と題して

シンポジウム等が行われた。肺癌検診に対す

るエビデンスは未だ定まっておらず、多様化

の傾向にある。高精度、高効率で対費用効果

に優れ、安全で現実的な肺癌検診を実施する

ために、肺癌の集団検診は今後どうあるべき

かが討論された。詳細は鳥取県医師会報第

６０６号掲載。

７）鳥取県肺がん医療機関検診実施

鳥取県肺がん医療機関検診実施（一次）医

療機関は、平成１８年１月末日現在で１６０医療

機関が登録され実施している。平成９年度か

ら肺がん医療機関検診が実施されたことに伴

い、胸部Ｘ線直接撮影フィルムの読影を行う

肺がん個別検診読影委員会を各地区に設置し

ている。また、各地区とも読影委員を招集し

て、読影精度管理及び向上のため、年１回読
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影委員会を開催している。

喀痰検査はすべて鳥取県保健事業団に委託

され、精度管理に努めている。

８）肺がん検診における新規腫瘍マーカー・分

子マーカー有効性検討

鳥取大学医学部分子制御内科学教室（主任

研究者：清水英治教授）が疾病構造の地域特

性調査研究の一つとして、平成１６年度より実

施。

平成１７年度は、基本健康診査と肺がん検診

を同時に受診している人で肺がんの高危険群

者を対象に、同意の得られた受診者の残血清

を回収し、肺癌特異的血清中自己抗体（抗Rb

抗体、抗p５３抗体）と、癌細胞表面蛋白質

（ULBP２）を測定する。検体の回収、市町

村、受診者への理解が得られ易いということ

から、鳥取県保健事業団並びに市町村にご協

力をお願いしている。

５ 乳がん対策

１）平成１７年度乳がん検診実績見込み

平成１７年度より４０歳以上を対象者とし、同

一人が隔年でマンモグラフィ併用検診を行う

こととなり、対象者数８７，９８０人、このうち受

診者数は１８，６９９人の実績見込みである。

市町村によっては、今年度は４０歳～５０歳代

までを対象とし、来年度はそれ以外の年齢層

の人を対象者としているところ、また、年度

内に偶数年齢になる人を対象者とするやり方

をしているところ等があり、市町村によって

対象者の仕分け方が違っている。よって、各

市町村にアンケート調査を行い、統一的見解

を検討することとなった。

２）乳がん検診精密検査医療機関登録実施

平成１８年１月末日現在で１５精密検査機関を

登録し、実施している。

３）鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス

線撮影）医療機関登録実施

「分離併用検診体制」を行うに当って、マ

ンモグラフィ撮影だけ行う医療機関もあるの

で、平成１７年度より新たに「鳥取県乳がん検

診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関

登録」を行い、平成１８年１月末日現在で１７医

療機関が登録されている。

４）乳がん一次検診医の登録実施

平成１８年１月末現在で１２２人が登録されて

いる。

平成１８年度は登録更新期に当たるので、平

成１７年度中に地区医師会経由で新規・更新の

手続きを行う。

５）マンモグラフィ読影体制整備に向けて

乳房エックス線フィルム判定の精度確保を

図るため、平成１６年１０月より鳥取県健康対策

協議会に鳥取県乳がん検診マンモグラフィ読

影委員会を設置し運営を行っている。委員会

のあり方を明確にするためにも、平成１９年度

までには各地区に読影委員会を設置し、読影

体制を整備する方向で平成１８年度中に検討を

行うこととなった。

６）検診発見乳がん患者追跡調査

平成１６年度に発見された乳がん又は乳がん

疑いについて確定調査を行い、４６例が確定乳

がんで、マンモグラフィ単独による発見が３

例あった。

７）乳がん検診従事者講習会及び第１３回鳥取県

検診発見乳がん症例検討会・一次検診医登録

講習会

平成１７年７月３０日、鳥取県中部医師会館に

おいて乳がん検診従事者講習会及び第１３回鳥

取県検診発見乳がん症例検討会を開催し、鳥

取県立厚生病院外科医長 林 英一氏による

「マンモグラフィの石灰化病変に対する診断

の現状」の講演と症例検討会及び一次検診医

登録講習会を行った。関係者８８名が出席した。

８）各地区症例検討会

昨年に引き続き検討法の復習、モデル使用

による触診法の研修、症例検討について各地

区症例検討会が開催された。

６ 大腸がん対策

１）平成１６年度大腸がん検診実績

平成１５年度から１日２個法を導入した１３市

町村（市町村合併により、市町村数に変動が

ある）は、受診者数４３，０４２人で、受診率

３１．５％、要精検率８．１％、精検受診率６７．７％、

がん発見率０．２５６％、陽性反応適中度３．１％で

あった。同一市町村の前年度（１日２個法）

は、受診者数４４，１０４人で、受診率３１．５％、要

精検率９．６％、精検受診率６５．４％、がん発見

率０．２８８％、陽性反応適中度３．０％であった。

同一市町村での平成１６年度のがん発見率は、

平成１５年度より低かったが、陽性反応適中度

は平成１６年度の方が、平成１５年度より高く感

度はまさっていた。
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平成１６年度も２日法を実施した５市町村は、

受診者数は７，０２１人で、受診率２３．４％、要精

検率８．２％、精検受診率６８．３％、がん発見率

０．２１４％、陽性反応適中度２．６％であった。

同一市町村に２町加えた７市町村の前年度

は、受診者数７，６０２人で、受診率２６．８％、要

精検率８．２％、精検受診率７１．１％、がん発見

率０．２６３％、陽性反応適中度３．２％であった。

平成１６年度の方が、がん発見率、陽性反応適

中度とも低かった。

２）「鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登

録」「鳥取県大腸がん検診注腸Ｘ線検査医療

機関登録」実施。

平成１８年１月日末現在で「鳥取県大腸がん

検診精密検査医療機関登録」は７５件、「鳥取

県大腸がん検診注腸Ｘ線検査医療機関登録」

は４７件を登録し、実施している。

３）検診発見大腸がん追跡調査

平成１６年度に発見された大腸がん及び大腸

がん疑いについて追跡調査を行った結果、確

定癌１１９例（地域検診３６例、施設検診８３例）

のうち早期がんは７６例で、早期癌率は６３．９％

で、全国集計とほぼ同様な結果であった。

４）各地区注腸読影会

昨年度に引き続き、各地区に大腸がん注腸

読影委員会を設置し、注腸Ｘ線写真の読影を

行っている。

５）大腸がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１７年８月２７日、鳥取県健康会館におい

て、鳥取大学医学部附属病院第２内科講師

八島一夫氏を講師として「大腸がん最近の話

題」について講演を行った他、各地区読影会

より症例を提出して、症例検討を行った。関

係者１２０名が出席した。

７ 肝臓がん対策

１）鳥取県肝臓がん検診等の実施状況

単県事業の肝臓がん検診の実施件数が半減

してきたことを受け、平成１６年度で事業を中

止とした。よって、平成１７年度の受診予定数

は国庫事業の肝炎ウイルス検査は１６市町村実

施で４，８５９人、市町村単独事業は５町実施で

８９３人である。２０市町村中、２町が未実施と

なっている。

また、検診で発見されたHCV及びHBs検

査の陽性者のフォローアップ対象者に肝臓病

定期検査結果報告書及び「かんぞうの手帳」

を発行し、年１回の定期検査の受診勧奨を行

い、継続的なフォローアップ体制をとってい

る。

２）鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録

実施

平成１８年１月末日現在で１２７件を登録し、

実施している。

３）検診発見肝臓がん追跡調査

平成１６年度肝臓がん検診においては１例の

がんが発見され、定期検査においては８例の

がんが発見された。平成７年～１５年度肝臓が

ん検診発見がん患者のうち、１７例が確定癌で

あり、そのうち現在も生存されている方は１

例であった。また、平成１０～１５年度定期検査

確定がんが４０例で、そのうち２１例（他病死を

含む）が死亡されている。

４）肝臓がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１７年３月５日（土）午後４時より鳥取

県健康会館に於いて開催し、鳥取赤十字病院

第一内科部長 松田裕之氏による「肝癌克服

のために」の講演に引き続き、各地区より症

例を報告し、検討を行った。

８ 若年者心臓検診

１）心臓検診

昨年度までは、保健所を一次検診会場とし

て行っていたが、使用出来なくなったので、

平成１７年度は、東部医師会館、鳥取県立厚生

病院、西部医師会館で実施した。また、昨年

度に引き続き、東部地区―県立中央病院、中

部地区―県立厚生病院、西部―鳥大医学部の

担当により検査を実施した。なお、一次検診

で行っていた胸部Ｘ線検査は取り止め、問診

及び聴打診、心電図検査と必要に応じて超音

波検査を行った。

結果は次表のとおり。検診後の事後管理と

して、検診医が必要とした児童・生徒につい

ては心臓手帳を無料で配布することにしてい

る。

２）心電図の検診事業は、鳥取県保健事業団と

山陰予防医学研究所で実施されている。

昨年度に引き続き心電図判読委員会におい

て判読に協力している。本年度心電図判読状

況と結果は次の通り。結果については小冊子

を刊行する予定である。

３）「至急受診」

突然死を防ぐため、心電図検査の結果によ
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り心電図判読委員の判断で「至急受診」と判

定された者については、学校を経由して保護

者、学校医に連絡し、緊急に医療機関に受診

させることとしている。その場合、経費、精

度管理等の理由により、健対協が一次、二次

心臓精密検査医療機関と認定している県立中

央病院、県立厚生病院、鳥大医小児科・第２

外科を専門医とする。

４）心臓検診の今後の実施体制について

平成１８年度は、平成１７年度と同様に東部医

心臓疾患第１次精密検査受診結果合計

第一次精密

該 当 人 員

（人）

第一次精密

受 診 人 員

（人）

検 査 結 果

異常なし
（人）

管理不要
（人）

要 観 察
（人）

要 精 検
（人）

要 医 療
（人）

幼 稚 園 ３ ３ ２ １ ０ ０ ０

小 学 校 ３７１ ３６９ １４３ １３９ ５７ ３０ ０

中 学 校 ２６６ ２６３ １１２ ７７ ３９ ３５ ０

高 等 学 校 ２９７ ２９２ １５２ ７１ ４５ ２４ ０

諸 ・ 学 校 １２ １２ ６ ４ ２ ０ ０

計 ９４９ ９３９ ４１５ ２９２ １４３ ８９ ０

心臓疾患第２次精密検査受診結果合計

第２次精密

該 当 人 員

（人）

第２次精密

受 診 人 員

（人）

検 査 結 果

異常なし

（人）

管理不要

（人）

要 医 療

（人）

要 観 察

（人）

学校生活規制面
からの区分（人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

幼 稚 園 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小 学 校 ３１ ３０ ２ ３ １ ２４ ２５

中 学 校 ３４ ３３ ５ ５ ０ ２３ ２３

高等学校 ２４ ２４ ２ １０ １ １１ １ １１

諸・学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ８９ ８７ ９ １８ ２ ５８ １ ５９

平成１７年度心電図学校別受診者数（総括表）

学校等区分 実施学校数
�

受診者数

結 果

正常範囲� 要 精 検�

小 学 校 １５８ （人）
１１，４１０

（人）
１１，０７２

（％）
９７．０

（人）
３３８

（％）
３．０

中 学 校 ６２ ６，１６９ ５，９８５ ９７．０ １８４ ３．０

高 等 学 校 ３４ ６，４８８ ６，１９１ ９５．４ ２９７ ４．６

盲・聾・養護学校 ９ ２４１ ２２０ ９１．３ ２１ ８．７

そ の 他 ５ １２７ １２２ ９６．１ ５ ３．９

計 ２６８ ２４，４３５ ２３，５９０ ９６．５ ８４５ ３．５
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師会館、鳥取県立厚生病院、西部医師会館を

検診会場にして県費事業で行う予定である。

現在の対象者の中には既に医療機関へ通院中

の者や以前の一次精密検査で「要観察」とさ

れ、１年後・３年後などにこの検診で経過観

察とされた者も含まれているので、一次検診

対象者の見直しをすることとなり、ガイドラ

インを現在作成中である。詳細は、鳥取県医

師会報第６０５号に掲載。

また、平成１９年度以降の体制については、

平成１８年度の検診結果を踏まえて更に検討し

ていくこととなった。

５）第３８回若年者心疾患対策協議会総会

平成１８年１月２９日、高知県民文化ホールに

おいて開催され、星加忠孝先生（鳥取県立中

央病院）、奈良井 栄先生（鳥取県立厚生病

院）、辻 靖博先生（鳥大医 小児科）が参

加された。ワークショップ：「学校心臓検診

―高知県の現状―」、特別講演：「『突然死予

防』から『いのちの教育』へ」、「小児の心臓

移植をどうするかの・わが国の課題」、パネ

ルディスカッション「学校側からみた学校心

臓検診の問題点」が行われた。

９ 母子保健対策

昨年度に引き続き�乳幼児健診システム研究

調査�新生児の先天異常に関する調査�ハイリ

スク出生児の追跡調査の３項目について調査を

行った。

また、鳥取県母子保健対策協議会と健対協母

子保健対策専門委員会を合同で開催し、�母子

保健指標の推移�平成１６年度市町村母子保健事

業の実施状況�５歳児健診実施体制整備事業�

新生児聴覚検査実施体制整備事業�先天性胆道

閉鎖症マス・スクリーニングなどについて報告

があった。

この他に、平成１７年度の鳥取県母子保健事業

の取り組みについて協議、意見交換を行った。

� 乳幼児健診システムの見直しについて

平成１７年度より小委員会を立ち上げて、１

歳６ケ月児、３歳児健診票に発達障害児の早

期発見、虐待、子育て支援等を盛り込んだ内

容の見直しを行った。現在検討中である。ま

た、３歳児健診視力健診については、弱視の

見逃しを予防するため、保護者への啓発文や

問診内容、視力検査の方法について検討。ま

た、聴覚検査については、中等度難聴の見逃

しを予防するため、保護者への啓発文や問診

内容・聴力検査（ささやき声検査・指こすり

検査）の全面導入を検討。

� 先天代謝異常等検査実施要綱の一部改正

出生児体重２，０００g未満の低出生体重児の

採血時期を追記する。また、精密検査に係る

関連事項について追記することとなった。

� 鳥取県「総合周産期母子医療センター」の

設置について

鳥取大学医学部附属病院へ「総合周産期母

子医療センター」を設置し、周産期医療体制

の更なる充実を図る。平成１８年７月設置予定。

１０ 疾病構造の地域特性対策

「在宅医療に関する疫学調査」については平

成１６年度で終了した。平成１７年度は、従来の調

査研究「鳥取県における大動脈瘤の発生頻度と

治療の調査」、「鳥取県における透析患者の実態

と治療に関する疫学調査」、「肺がんの早期診断

に関する調査」、「Ｃ型慢性肝炎の線維化ステー

ジに関する調査」に新たに取り上げた「職場で

すすめる健康づくりに関する研究」を加えた、

５項目の調査研究を行った。

１１ 公衆衛生活動対策

１）昨年度に引き続き、健康フォーラムの開催、

日本海新聞に「保健の窓」、「健康なんでも相

談室；鳥取県医師会Ｑ＆Ａ」の掲載等、健康

教育活動を行っている。

また、本年度も毎月１回鳥取県健康会館に

おいて「鳥取県医師会公開健康講座」を開催

のほか、倉吉、米子市内で、それぞれ１回ず

つ開催した。なお、鳥取県委託事業として、

平成１０年度から「生活習慣病対策セミナー」

を行っており、公開健康講座のうち８回を生

活習慣病対策セミナーにあてた。

各地区医師会においても生活習慣病対策セ

ミナーが１６回開催される予定。

この他、鳥取県健康会館において、面談に

よる健康相談を継続実施。毎月第１木曜日は

精神科、第２及び第４木曜日は内科、第３木

曜日は小児科と整形外科で隔月に行っている。

２）新規抗菌素材による呼吸器ウイルス感染予

防法の検討：鳥取大学医学部統合内科学医学

講座分子制御内科学 清水英治教授（平成１６

年度より開始）

平成１６年度は用瀬電機が製作した抗ウイル

スマスク（ドロマイトマスク）の装用感に問
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題が無く臨床使用に十分に耐えることを明ら

かにした。本年度はどのような急性ウイルス

感染症が流行し、抗ウイルスマスクの対象と

なるのかを明らかにする調査を行った。

３）Ｃ型肝炎ウイルス母子感染調査

「Ｃ型肝炎ウイルス母子感染調査研究事業」

は１０年以上経過しているので、本委員会は平

成１５年度をもって終了としたが、平成１６、１７

年度は特別事業として実施した。しかし、個

人情報保護法が全面施行されたこと等もあり、

このシステムとしては平成１７年度をもって一

区切りすることとなった。なお、今後の展開

については、新たな視点で検討を行っていく

こととなった。

平成４年６月から平成１７年１２月までの集計

結果は、４１，２０６例の妊婦にスクリニーングを

行い、HCV抗体陽性者は２０１例で、陽性率は

０．４９％であった。中部地区の陽性率が高い傾

向が続いている。

HCV―RNA陽性妊婦７５例のうち、子供に

感染した症例は１０例で感染率は１３％であった。

１２ 脳卒中登録事業

１）脳卒中登録事業

昭和６０年２月より事業を開始した「鳥取県

脳卒中情報システム事業」は平成１６年１２月を

もって廃止され、その後の発症者の支援につ

いては、病診連携や診療報酬「診療情報提供

料」の制度により継続されている。

「脳卒中登録対策専門委員会」は、過去２０

年間の登録データを解析し、本事業の成果を

「鳥取県の脳卒中対策（仮称）」として冊子

を作成することとしており、現在作業中であ

る。

なお、本委員会は平成１７年度をもって廃止

することとなった。

また、今後は、発症予防対策については

「循環器疾患等対策専門委員会」で継続検討

を行うこととし、疫学的調査については「公

衆衛生活動対策専門委員会」で必要に応じて

（３年または５年ごとなど）逐次検討を行う

こととなった。

１３ 循環器疾患等対策

１）老人保健事業の見直しに伴い「鳥取県基本

健康診査実施要綱」の改正の検討を行った。

平成１８年度における老人保健事業の見直し

は以下のとおりである。

� ６５歳以上の者については、老人保健事業

により「健康診査」及び「健康手帳の交付」

を実施し、別途、地域支援事業（介護予防

事業）において介護予防に資する事業を実

施する。

� 老人保健事業における６５歳未満の者に対

する事業は現行どおり実施する。

� 「保健事業平成１７年度計画」を引き継ぐ

新たな計画の在り方については検討中であ

る。

これに伴い、受診票の見直しも行う。詳

細は鳥取県医師会報第６０７号に掲載。

２）「BMI」の判定基準を改正

（新）

や せ BMI １８．５未満

正 常 １８．５以上２５．０未満

（やせぎみ）１８．５以上２０．０未満

参考

�
�
�
�
�

（肥満ぎみ）２４．０以上２５．０未満

�
�
�
�
�（肥 満）２５．０以上

３）検尿異常値を改正

蛋白＋～、糖±～、潜血＋～

４）基本健康診査従事者講習会

平成１７年８月２０日、鳥取県中部医師会館に

おいて基本健康診査従事者講習会を開催した。

鳥取県立厚生病院循環器科部長 澤口正彦氏

による「不整脈の診断と治療」の講演があっ

た。関係者が１７名出席した。

１４ アレルギー性疾患対策

１）「花粉症～上手につきあいましょう～」と

題したパンフレットを１万部発行した。県内

医療器機関、保健所、市町村の保健担当者等

に配布し、非常に好評であった。県「健康対

策課」のホームページ（とりネット）にも掲

載した。

１７年度は、「食物アレルギー」のパンフレッ

トを作成中である。

２）アレルギー性疾患研修会

平成１７年２月１０日、鳥取健康会館において、

鳥取大学医学部感覚運動医学講座耳鼻咽喉・

頭頸部外科学分野助教授 竹内裕美氏を講師

として「花粉症の診断と治療」の講演があっ

た。関係者が５４名出席した。

１５ 地域医療研修及び健康情報対策

�健康情報の発信方法及び推進を行っていく
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こと�地域医療連携ネットワーク検討会の開催

�自動体外式除細動器（AED）設置の促進を

行う。

１６ 鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会

昨年に引き続き、長田会長を部会長に、循環

器疾患等・胃がん・子宮がん・肺がん・乳が

ん・大腸がんと肝臓がんの部会長、専門委員長、

がん登録・脳卒中登録対策専門委員会委員長の

１７人で構成され、各検診の効果効率等を評価し、

健診の実施方法等の検討、精度管理の状況につ

いて協議を行った。

１）市町村合併の影響により、対象者数の減少、

受診者数の伸び率が鈍化している。また、検

診実績の基礎となる対象者の把握方法の統一

化が必要である。

２）平成１７年４月１日から「個人情報保護法」

が全面施行されたことに伴い、鳥取県健康対

策協議会においても「個人情報保護方針」並

びに「規程」の整理を行う。

３）検診発見がんの確定調査は、平成１６年度に

「鳥取県個人情報保護審議会」に諮問を行い、

その結果、「本人同意（包括同意）に基づい

て収集すること」として承認された。また、

「肺がんと肝臓がんの確定がん患者の予後調

査」については、平成１７年度の「鳥取県個人

情報保護審議会」において審議され、了承さ

れた。詳細は鳥取県医師会報第６０４号掲載。

４）がん登録「基礎解析」と市町村実施の各種

検診データとのリンク解析に伴う検診結果の

収集は、平成１８年１月３０日に「鳥取県個人情

報保護審議会」が開催され、大筋では認めら

れたが、最終決定とは至っていない。

５）各がん検診精密検査医療機関登録期間につ

いて

がん検診精密検査登録医療機関の更新期間

は３年間。また、肺がん医療機関検診実施

（一次検診）医療機関登録、乳がん医療機関

検診一次検診医登録の更新期間も３年間。

６）「鳥取県がん検診実績報告書」作成

平成１５年度の各がん検診実績と平成１６年度

に開催された症例検討会報告等をとりまとめ

た「鳥取県がん検診実績報告書」を作成し、

関係機関に配布した。

１７ 鳥取県健康対策協議会活動実績

１）理事会 ［１７．６．２］

２）がん登録対策専門委員会 ［１７．７．２８］

� がん登録対策専門委員会小委員会

［１７．４．２８］

� がん征圧全国大会 ［１７．９．９］

� 地域がん登録全国協議会第１４回総会研究

会 ［１７．９．２―３］

３）胃がん対策専門委員会 ［１７．７．２１］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会胃がん部

会）

� 第３５回日本消化器集団検診学会中四国地

方会・第３５回中四国地方胃集検の会

［１７．２．４―５］

４）子宮がん対策専門委員会

［１７．２．６ １７．８．１１］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会子宮がん

部会）

� 子宮がん検診従事者講習会及ぶ子宮がん

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１ Ｈ１８年度中 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１

肺 が ん 一 次 検 診 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中

乳 が ん 一 次 検 診 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１
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検診症例検討会 ［１７．２．６］

５）肺がん対策専門委員会

［１７．２．１２ １７．８．４］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会肺がん部

会）

� 鳥取県肺がん検診従事者講習会及び肺が

ん検診症例研究会 ［１７．２．１２］

� 第２１回肺癌検診セミナー ［１７．１１．２７］

６）乳がん対策専門委員会

［１７．７．３０ １７．１２．２４］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会乳がん部

会）

� 乳がん検診従事者講習会及び第１３回鳥取

県検診発見乳がん症例検討会［１７．７．３０］

７）大腸がん対策専門委員会

［１７．８．２７ １８．１．２６］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会大腸がん

部会）

� 鳥取県大腸がん検診従事者講習会及び大

腸がん検診症例研究会 ［１７．８．２７］

８）肝臓がん対策専門委員会

［１７．３．５ １７．８．１１］

（鳥取県肝臓がん抑制対策評価委員会）

� 鳥取県肝臓がん検診従事者講習会及び肝

臓がん検診症例検討会 ［１７．３．５］

９）若年者心臓検診対策専門委員会

［１７．１０．２７］

� 第３８回若年者心疾患対策協議会総会

［１８．１．２９］

� 心臓検診打合せ会 ［１７．４．２１］

１０）母子保健対策専門委員会

［１７．２．１７ １７．８．１８］

（鳥取県母子保健対策協議会）

� 母子保健対策専門委員会小委員会

［１７．８．９ １７．１２．２０］

１１）疾病構造の地域特性対策専門委員会

［１７．１１．１７］

１２）公衆衛生活動対策専門委員会［１８．１．１９］

１３）脳卒中登録対策専門委員会 ［１７．７．２８］

１４）循環器疾患等対策専門委員会

［１７．８．２０ １７．１２．１７］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会循環器疾

患等部会）

� 基本健康診査従事者講習会［１７．８．２０］

１５）地域医療研修及び健康情報対策専門委員会

［１７．２．１５］

１６）アレルギー性疾患対策専門委員会

［１７．２．１０ １７．７．７］

� アレルギー性疾患研修会 ［１７．２．１０］

１７）鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会

［１７．３．２４ １７．８．２５］

社 会 保 険 関 係

１．薬価基準・社保診療報酬・介護報酬の改
定について
平成１７年７月１４日、社会保障審議会介護給付

費分科会が開催され、介護報酬の見直しに関す

る諮問が了承された。

介護保険施設等における居住費（滞在費）お

よび食費が、本年１０月１日から保険給付の対象

外となる。具体的には居住費については、居住

環境の違いを考慮しつつ、現在、施設介護サー

ビス費等において包括的に評価している「居住

（滞在）に要する費用」を保険給付の対象外と

する見直しを行う。また、食費については、現

行の基本食事サービス費等が廃止されることに

伴い、給食管理業務を含めた栄養管理業務につ

いて、その在り方を見直した上で施設介護サー

ビス費等の加算として評価する。

主な見直しの内容として、

１．居住費（滞在費）に関連する介護報酬の見

直し

介護保険施設の報酬類型を居住環境の違い

に応じ、�ユニット型個室�ユニット型準個

室�従来型個室及び�多床室の４類型とし、

ユニット型個室及びユニット型準個室につい

ては、ユニットケアを評価するとともに、４

類型それぞれについて、居住環境の違いを勘

案した「居住に要する費用」を介護報酬から

控除する。

２．食費に関連する介護報酬の見直し

� 基本食事サービス費等の廃止

「�介護保険施設」：基本食事サービス費

を廃止する。

「�短期入所生活・療養介護」：短期入所
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生活介護費及び短期入所療養介護費から

食事に要する費用を控除する。

「�通所介護・通所リハビリテーション」：

食事提供加算（※現在、３９単位／日を加

算）を廃止する。

� 栄養管理の評価について

栄養管理については、管理栄養士等の配

置に主眼をおいた現行の評価の在り方を見

直し、個々の入所者の栄養状態、健康状態

に着目した栄養ケア・マネジメントを評価

する観点から見直しを行う。

２．社会保障部活動について
１ 第４９回社会保険指導者講習会

本年度講習会は、平成１７年８月２４・２５日の

２日間、日本医師会館において「わかりやす

い免疫疾患」を主題に開催された。本会から

富長常任理事、浦川賢先生（県立中央病院）・

塩 孜先生（中部医師会立三朝温泉病院）・

冨田桂公先生（博愛病院）が出席した。各地

区医師会で伝達講習を行った。詳細は、会報

第６０３号へ掲載した。

２ 社会保障部委員会総会

平成１８年１月２１日、鳥取市、ホテルニュー

オータニ鳥取において開催し、医療保険関係

諸会議の報告のあと、支払基金、国保連合会、

労災保険審査委員会からそれぞれ審査の現況

と医師会への要望が、社会保険事務局から保

険指導の現況について意見が述べられた。内

容の詳細については、会報第６０８号へ掲載予

定である。

また、平成１７年１１月、全医療機関を対象に

「支払基金および国保連合会への審査に対す

る要望事項」のアンケートを行った結果、２４

件の意見が寄せられ、協議、意見交換を行っ

た。内容の詳細については、後日、社会保障

部だよりに掲載する。

３ 社会保障部常任委員会

平成１７年９月１５日、県医師会館において開

催し、各種保険関係の諸会議報告、委員から

提出のあった議題などについて協議、意見交

換を行った。詳細は、会報第６０４号へ掲載した。

４ 社会保障部だより発行について

昭和６０年より発行している「社会保障部だ

より」を本年は平成１８年１月末で、計５回発

行した。

３．社会保険活動について
１ 社会保険通信発行について

本年度の社会保険通信は、資料第１０６０号か

ら第１０６９号までの１０回であった。発行部数は

８２０部で、社会保険諸法令の改正、保険診療

及び保険請求に必要な事項について、その都

度連絡している。

２ 社会保険指導実施について

平成１７年５月１２日、鳥取社会保険事務局と

「平成１７年度保険医療機関指導計画打合会」

を、また、平成１７年６月９日、鳥取県福祉保

健課と「平成１７年度生保指導計画打合会」を

開催して本年度指導計画について了承、これ

に基づいて下記のとおり実施した。詳細は、

会報第６００号・６０１号に掲載した。

〔生保個別指導〕

１７．２．２１ 東部地区１件（病）

１７．２．２４ 東部地区１件（病）

１７．７．２５ 西部地区１件（病）

１７．８．２３ 西部地区２件（病）

１７．９．１６ 西部地区１件（病）

１７．１０．１８ 中部地区２件（病）

１７．１０．２４ 西部地区１件（病）

１７．１１．２１ 中部地区１件（病）

１７．１１．２９ 西部地区１件（病）

１７．１２．２６ 中部地区１件（病）

１８．１．２３ 東部地区１件（病）

１８．１．２５ 東部地区１件（病）

〔健保個別指導〕

１７．２．１０ 西部地区１件

１７．８．８ 西部地区１件

１７．８．３０ 西部地区１件

１７．９．８ 中部地区１件

１７．９．２９ 西部地区１件

１７．１０．２１ 中部地区３件

１７．１．２６ 西部地区４件

１７．１１．１１ 西部地区３件

１７．１１．２９ 西部地区３件

１７．１２．１６ 西部地区１件

１７．１２．１９ 西部地区１件

１７．１２．２０ 中部地区５件

〔集団的個別指導〕

１７．２．８ 東部地区１件

１７．１０．１８ 西部地区１０件

１７．１０．２６ 東部地区１６件

〔健保個別指導・新規〕
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１７．２．２３ 西部地区４件

１７．３．１１ 西部地区３件

１７．５．２４ 東部地区３件

１７．６．３０ 西部地区１件

〔健保新規集団指導〕

１７．７．３１ 東部地区１６件

１７．１０．２ 西部地区２０件

〔厚生労働省指導〕

１７．６．１６―１７ 西部地区１件

〔指定訪問看護事業者の集団指導〕

１７．９．１２ 東部地区４３件

３ 医師会活動説明会について

新規に保険医登録した医師を対象とする新

規集団指導の機会を利用して医師会活動説明

会を２回開催している。第１回は平成１７年７

月３１日にウェルシティ鳥取で開催した。第２

回は平成１７年１０月２日に弓ヶ浜荘で開催した。

４．介護保険対策委員会開催について
平成１７年７月２８日、県医師会館において開催

した。議事として、�介護保険の現状及び改正

後の内容等（県長寿社会課）�中国四国医師会

連合総会第一分科会（介護保険）�都道府県医

師会介護保険担当理事連絡協議会報告�平成１６

年度主治医研修事業（県委託事業）の進め方、

などについて協議、意見交換を行った。

鳥取県長寿社会課長から、介護保険の現状及

び改正後の内容等について説明があり、今回の

主な改正点の地域の包括的・継続的マネジメン

ト機能の強化について、地域包括センターがど

のように関わっていくべきなのかという話が

あった。詳細は、会報第６０２号に掲載した。

地域医療及び医療経済関係

１．医療機関における消費税アンケートにつ
いて
日医として社会保険診療報酬の非課税制度を

課税制度に改めるにあたり、都道府県医師会を

通じてＡ１会員全員の意思確認をしたい旨のア

ンケートの調査実施依頼が有り、日医Ａ１会員

全員に郵送で、参考資料として「医療機関にお

ける消費税について」を添付し、FAXで回答

を求めた。

２．医療従事者充足対策について
１ 准看護師養成事業に対する県補助金

今年度の准看護師養成事業に対する県補助

金は下記のとおり各学校に交付される予定で

ある。

鳥取看専 ９，０６１，０００円

倉吉看専 ９，８２５，０００円

米子看専 ８，９６９，０００円

２ 看護高等専修学校卒業生の表彰

昨年３月、鳥取・倉吉・米子の各看護高等

専修学校の卒業式にはそれぞれ関係役員が出

席、祝辞を述べた。また、成績優秀な卒業生

１名に対し、県医師会長表彰として表彰状と

記念品を贈った。

３．一人医師医療法人について
県内の一人医師医療法人による法人数は２７８

（医科）である。

４．医療機関における個人情報の保護につい
て
平成１７年２月２５日、日医会館において都道府

県医師会個人情報保護担当理事連絡協議会が開

催され、宮�常任理事が出席した。奥平日医参

与（弁護士）から「個人情報の保護に関する法

律」の成立までの経緯と法律の要点が説明され

た後、松原常任理事から厚生労働省「医療・介

護関係事業者における個人情報の適切な取扱い

のためのガイドライン」策定経緯の説明、引き

続き、日医作成の冊子「医療機関における個人

情報の保護」について解説が行われた。医療機

関が最低限守るべき５つの義務として、【�利

用目的を公示したポスターを院内掲示する。�

従業者の守秘義務に関する誓約書を取り交わす。

�業務委託契約に際して個人情報保護に関する

確認書を取り交わす。�患者さんの個人情報の

保護に関する院内規則を作成し、保管する。�

診療記録類を安全に保管する。電子情報につい

てはIDやパスワードによるアクセス管理等を

行い、安全措置をとる。】が示された。これを

守っていけば法に触れることはない。なお、本

冊子は日本医師会雑誌３月１５日号を送付する際

に同封して全会員に配付されることとなってお

り、県内全医療機関へその旨、周知した。内容

の詳細については、会報第５９７号に掲載した。
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また、鳥取県医師会では、個人情報の保護に

関する法律第２条第３項に規定する個人情報取

扱業者として、同法律の全面施行に向けた当会

の取り組みを４月１日付で公表した「個人情報

保護方針」「鳥取県医師会個人情報保護規程」「会

員管理等に関するもの」を会報第５９８号に掲載

した。

５．税 務 対 策
１ 税制大綱

平成１８年度税制大綱等の医療関係では、�

社会保険診療報酬に対する事業税非課税の特

例措置を存続すること。�医療法人の社会保

険診療報酬以外の事業税率について、特別法

人としての軽減措置を存続すること。�社会

保険診療報酬の所得計算の特例措置（いわゆ

る四段階税制）を存続すること。�病院等建

物に係る耐震改修促進税制の創設。�情報基

盤強化税制の創設。�中小企業投資促進税制

の適用期限延長すること。以上６項目が実現

することとなった。

医 政 関 係

１．渉外について
１ 日医関係

１７．２．３ 都都道府県医師会医事紛争担当理

事連絡協議会［日医］

２．４ 感染症危機管理対策協議会［日医］

２．９ 糖尿病対策推進会議設立総会［日

医］

２．１３ 医療政策シンポジウム［日医］

２．２５ 都道府県医師会個人情報保護担当

理事連絡協議会［日医］

２．２６ 平成１６年度学校医講習会［日医］

２．２７ 平成１６年度乳幼児保健講習会［日

医］

３．３ 平成１６年度都道府県医師会生涯教

育担当理事連絡協議会［日医］

３．１１ 平成１６年度医師会立准看護師養成

所教務主任連絡会議［日医］

３．１７ 平成１６年度都道府県医師会情報シ

ステム担当理事連絡協議会［日医］

３．２７ 第１１２回日本医師会定例代議員会、

第６３回日本医師会定例総会［日医］

３．２８ 日本医師会「生涯教育のための診

療ガイドラインについて」［日医］

５．１９ 都道府県医師会医事紛争・自浄作

用活性化担当理事合同連絡協議会

［日医］

６．１５ 都道府県医師会介護保険担当理事

連絡協議会［日医］

６．２１ 都道府県医師会長協議会［日医］

７．８ 都道府県医師会臨床検査精度管理

担当理事連絡協議会［日医］

７．３０ 第１８回全国有床診療所連絡協議会

総会［広島市・リーガロイヤルホ

テル広島］

７．３０ 日本医師会第１回男女共同参画

フォーラム［日医］

８．６～７ 医療事故防止研修会［日医］

８．２４～２５ 第４９回社会保険指導者講習会

［日医］

９．２６ 第２７回産業保健活動推進全国会議

［日医］

１０．２６ 平成１７年度日本医師会医療政策シ

ンポジウム［日医］

１１．８ 都道府県医師会社会保険担当理事

連絡協議会［日医］

１１．９ 日医感染症危機管理対策協議会

［日医］

１１．１１ 都道府県医師会勤務医担当理事連

絡協議会［日医］

１１．１２～１３ 日医医療情報システム協議会

［日医］

１１．１５ 都道府県医師会長協議会［日医］

１２．３ 家族計画・母体保護法指導者講習

会［日医］

１２．１５ 都道府県医師会医事紛争担当理事

連絡協議会［日医］

１８．１．１７ 都道府県医師会長協議会［日医］

以上のほか、長田会長、野島副会長、渡

辺・天野常任理事が日医委員として、協議に

参画した。

２ 県等関係団体

１７．２．２２ 鳥取県性教育推進委員会［白兎会

館］

３．３ 鳥取産業保健推進センター運営協
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議会［同センター］

３．１７ 地方社会保険医療協議会［ウェル

シティ鳥取］

３．２２ 鳥取県保健事業団理事会〔県医師

会館〕

３．２４ 鳥取県臓器バンク［鳥取シティホ

テル］

３．２４ 鳥取県人権文化センター理事会

［ウェルシティ鳥取］

３．２４ 社会保険健康づくり事業推進協議

会［ウェルシティ鳥取］

３．２９ 鳥取県国際交流財団理事会［ウェ

ルシティ鳥取］

５．２３ 鳥取県臓器バンク理事会［鳥取県

庁］

５．２４ 鳥取県保健事業団理事会〔県医師

会館〕

５．２７ 鳥取県国際交流財団理事会［米子

コンベンションセンター］

５．３０ 鳥取県国民健康保険団体連合会理

事会［ホープスター鳥取］

６．１ 鳥取大学経営協議会［県民文化会

館］

６．１ 鳥取県公衆衛生協会理事会［県医

師会館］

６．８ 鳥取県病院協会総会［ホテルセン

トパレス倉吉］

６．８ 鳥取大学関連管理型病院協議会

［鳥取大学医学部附属病院］

６．２３ 社会保険健康づくり事業推進協議

会［白兎会館］

７．４ 全国スポーツ・リクリエーション

祭宿泊安全専門委員会［県庁］

７．５ 看護職員養成・確保のためのあり

方検討会［県庁］

７．５ 鳥取県産業安全衛生大会［倉吉未

来中心］

７．６ 鳥取県防災会議［県庁］

７．７ 学校保健会理事会・評議員会［白

兎会館］

７．１４ 鳥取県メディカルコントロール協

議会［中部ふるさと連合］

７．１５ 鳥取県保険者協議会設立会［県庁］

７．２７ 鳥取県公衆衛生学会［米子コンベ

ンションセンター］

７．２８ 薬事情報センター運営委員会

８．４ 鳥取大学地域学部倫理審査委員会

８．９ 鳥取県地域医療対策協議会［県庁］

８．９ 地域リハビリテーション推進協議

会［県庁］

９．６ 鳥取県医療安全推進協議会［県庁］

８．６～７ 平成１７年度がん征圧全国大会

［県民文化会館］

９．１３ 看護職員養成・確保のためのあり

方検討会［県庁］

９．１５ 鳥取地方社会保険医療協議会

［ウェルシティ鳥取］

９．２２ 鳥取県結核対策推進協議会［県庁］

１０．６ 鳥取県インフルエンザワクチン対

策委員会（第１回）［県庁］

１０．１３ 平成１７年度鳥取県産業保健協議会

［ホテルモナーク鳥取］

１０．１８ 鳥取県メディカルコントロール協

議会［鳥取中部ふるさと広域連合

消防局］

１０．１８ 看護職員養成・確保のための在り

方検討会［県庁］

１０．２１ 鳥取県医療情報ネットワーク協議

会［県庁］

１１．８ 鳥取大学経営協議会［鳥取県民文

化会館］

１１．１２ 鳥取大学関連管理型病院協議会

［鳥取大学医学部附属病院］

１１．１２ 鳥取大学医学部創立６０周年記念式

典［鳥取大学医学部記念講堂］

１１．２４ 鳥取産業保健推進センター運営協

議会［鳥取産業保健推進センター］

１２．１１ 新生児聴覚障害支援検討会［倉吉

シティホテル］

１２．１３ 鳥取県インフルエンザワクチン対

策委員会［県庁］

１２．１３ 抗インフルエンザウイルス薬対策

委員会［県庁］

１２．１６ 救急医療情報の収集体制に係る関

係者会議［県庁］

１８．１．５ 鳥取県精度管理専門委員会［県庁］

１．１９ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議

会の出席報告［看護研修センター］

１．２４ 学校保健及び学校安全表彰審査会

［県庁］

１．２７ 自殺予防対策検討会［県庁］

１．３１ 鳥取大学経営協議会［県民文化会
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館］

以上のほか、毎月開催される社会保険診療

報酬支払基金幹事会に長田会長が出席した。

３ 中四国医師会連合

１７．３．２６ 中国四国医師会連合常任委員会

［山の上ホテル］

５．２８ 中国四国医師会連合常任委員会

［高松市・サンポートホール高松］

５．２８ 中国四国医師会連合分科会［高松

市・サンポートホール高松］

５．２９ 中国四国医師会連合総会［高松

市・サンポートホール高松］

８．２７ 中国四国医師会共同利用施設等連

絡協議会［岩国市］

９．３ 中国四国医師会連合常任委員会

［松江市・ホテル一畑］

９．３ 中国四国医師会連合各種研究会

［松江市・ホテル一畑］

９．３ 中国四国ブロック広報担当理事連

絡協議会［松江市・ホテル一畑］

９．４ 中国四国医師会連合医学会［松江

市・ホテル一畑］

９．１６ 中国四国医師会事務局長会議［広

島市・広島全日空ホテル］

１０．２ 中国四国医師会連合常任委員会

［日医］

１０．２ 第１１３回日本医師会臨時代議員会

［日医］

１１．６ 中国四国医師会連合医事紛争研究

会［高松市］

平成１７年度中国四国医師会連合総会―香川県医

師会担当

［５月２８日（土）］

� 常任委員会

� 分科会

分科会�「介護保険」

助言者 日本医師会常任理事 野中 博

分科会�「医療保険」

助言者 日本医師会常任理事 松原謙二

分科会�「地域医療」

助言者 日本医師会常任理事 雪下國雄

［５月２９日（日）］

総 会

総会議事のほか、特別講演�「医師会の

なすべきこと」日本医師会長 植松治雄先

生、特別講演�「これからの社会保障」参

議院議員 西島英利先生があった。詳細は、

会報第６００号へ掲載した。

第３８回中国四国医師会連合医学会

［９月３日（土）］―香川県医師会担当

� 常任委員会

� 各種研究会

「医療保険・介護保険」

助言者 日本医師会常任理事 野中 博

「地域医療・その他」

助言者 日本医師会常任理事 土屋 隆

［９月４日（日）］―島根県医師会担当

� 医学会総会

� 特別講演�

「医療制度改革―日本医師会の考え方―」

日本医師会長 植松治雄先生

� 特別講演�

「森�外と」津和野―石見人森林太郎トシ

テ死セント欲ス―」

津和野町文化財保護審議会会長 松島 弘氏

２．第５７回医療懇話会
平成１８年１月１２日、県医師会館において開催

した。県医師会から、�感染症サーベイランス

の情報 �乳幼児へのインフルエンザ予防接種

料金の助成 �乳幼児医療費助成事業の対象拡

大 �医療相談支援センターに寄せられる相談

事例の活用 �老人性認知症の保健・医療に関

する鳥取県における特色ある施策推進、県から、

�障害者自立支援法（自立支援医療関係）（障

害福祉課） �特別医療制度（障害福祉課） �

医療制度構造改革（医務薬事課・長寿社会課・

健康対策課）、について議題を提出し、報告、

協議、意見交換等を行った。詳細は、会報第

６０８号へ掲載予定である。

３．県議会への政策要望について
平成１８年度県予算の要望事項として「就学前

医療費助成の対象範囲の拡大」「総合周産期母

子医療センター設置」について、平成１８年１月、

県議会自由民主党等へ要望した。

４．国民保険制度を守る国民運動について
混合診療を解禁して、公的保険の守備範囲を

縮小しようと目論んでいる政府の規制改革・民

間開放推進会議の医療改革は将来的に国民皆保

険制度の崩壊につながる危険性がある。社会保

障を柱として国民皆保険制度を堅持していくこ

とに賛同される団体に参加していただき、国民

運動として、次のとおり反対運動を展開した。
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１）平成１７年１１月１０日、「国民のための医療推

進協議会とっとり」総会を開催し、混合診療

解禁反対にご賛同いただける諸団体による会

議を県医師会館において開催した。

２）また、「国民皆保険制度を守る県民集会」

を１２月１日開催し、東部地区約４００名（鳥取

市文化ホール）の参加者があり、盛会であっ

た。集会において下記の決議文を採択し、後

日関係先に送付した。

３）日医からＡ１会員あてに趣意書、チラシ、

署名簿が直送され、署名運動を展開した。日

本医師会に全国から約１，７６４万人の署名簿が

集まり、１月２４日に衆・参国会事務局に搬入

し、衆議院議長宛及び参議院議長宛に請願と

して提出された。

４）対外広報活動として新聞２社に意見広告を

掲載した。日本海新聞（１１／２７付）・読売新聞

（１２／１７付）

「国民のための医療推進協議会とっとり」への

参加団体（１９団体）

全国農業協同組合連合会鳥取県本部

鳥 取 県 医 師 会

鳥 取 県 栄 養 士 会

鳥 取 県 看 護 協 会

鳥取県作業療法士会

鳥取県歯科医師会

鳥取県歯科衛生士会

鳥取県歯科技工士会

鳥取県柔道整復師会

鳥取県商工会連合会

鳥 取 県 鍼 灸 師 会

鳥取県鍼灸マッサージ師会

鳥 取 県 病 院 協 会

鳥取県放射線技師会

鳥 取 県 薬 剤 師 会

鳥取県理学療法士会

鳥取県臨床衛生検査技師会

鳥取県老人クラブ連合会

日本精神科病院協会鳥取県支部

決 議

我が国は今、経済不況は長期化し、少子・高齢

化は世界がかつて経験したことがない速さで進行

している。

このような現代社会にあっても、国民の健康を

守るためには、国民皆保険制度の堅持が不可避で

あることは言うまでもない。

日本の医療保険制度は�だれでも、いつでも、
どこでも�安心して平等に医療を受けることがで
きる、世界に冠たる立派な制度である。

世界保健機関が発表する健康達成度の各国の比

較では、日本人の健康寿命は世界一、総合評価も

世界一である。それにもかかわらず、国民総生産

に対する総医療費の割合は、決して高くはない。

単純に医療費を抑制する政策は、医療の質の低

下をもたらすばかりではなく、医療の安全確保を

阻害し、国民皆保険というシステムを破壊させ、

ひいては国民医療の後退につながる愚策である。

しかるに、厚生労働省が発表した「医療制度構

造改革試案」は、国民に更なる負担を強いる内容

である。そして、国民皆保険制度を崩壊させかね

ないものであり、決して受け入れられるものでは

ない。

我々は、この試案に断固反対し、今後も、すべ

ての国民が安心して安全かつ良質な医療を平等に

受けられることを強く望み、次のとおり決議する。

１ 国民皆保険制度を堅持せよ

１ 医療の質の向上と医療の安全を確保せよ

１ 患者負担増とする医療制度改悪に反対する

平成１７年１２月１日

国民のための医療推進協議会とっとり

広 報 関 係

１．県医師会報の発行について
１ 県医師会報は本会広報の主力をなすもので

あり、県医師会報の充実を目途に広報活動の

強化に努めた。編集方針は、情報の伝達、執

行部の意見開陳のほか、随筆等発表の場とし

ている。

平成１７年２月１５日から本年１月１５日までの

発行回数は、第５９６号から第６０７号の１２回と臨

時号３回の計１５回であった。毎月の発行部数

は１，５９０部で、全会員のほか日医始め各都道

府県医師会、報道関係等へ送付した。

２ 平成１７年６月１５日には第６００号を記念して

特集号を発行した。内容としては、片山鳥取

県知事と長田県医会長の対談「変革期にあ
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たっての郷土鳥取県と医師会」、座談会「医

師会の明日を創る」、地区医師会長からの寄

稿、５６名の会員の先生方からの寄稿、表紙絵

ギャラリーである。

２．鳥取県医師会メーリングリストについて
本会では、地域における医師会情報・医療情

報の共有と会員同士の親睦を目的に次の６つの

メーリングリストを運営している。

１．総合メーリングリスト（一般的な話題）

２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連

絡など）

３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバ

が使えない緊急時に用いるもの）

４．パソコンメーリングリスト（パソコン等の

情報関係の話題）

５．鳥取県医師会ORCAメーリングリスト

（ORCAに関連した話題）

６．学校医メーリングリスト（学校保健等の話

題）

３．対外広報について
昨年度に引き続き、日医ニュース及び県医師

会報を関係方面に送付し、日医及び県医活動の

PRにつとめた。

なお、昭和５５年９月より日本海新聞に掲載し

ている「保健の窓」は１，０１１回となった。また、

平成６年２月より日本海新聞に掲載している

「健康なんでも相談室『鳥取県医師会Ｑアンド

Ａ』は３７４回となった。

１ 健康フォーラム２００５開催について

昨年度まで開催していた「健康セミナー」

はスポンサーが降りたため、新たに「健康

フォーラム２００５」と改題し、新日本海新聞社

との共催により次のとおり開催した。（聴講

者３６０名）

なお、「健康セミナー」との通算では２０回

目となる。

日 時 平成１７年９月１７日（土）

午後２時～４時４０分

会 場 鳥取県立県民文化会館

鳥取市尚徳町

講 演 １．うつ病の正しい理解―その多様

性と間違いやすい点

鳥取大学医学部統合内科医学講座

精神行動医学分野教授 中込和幸

２．生活習慣病を克服し、健康寿命

の延長を�

―特にメタボリックシンドローム

について―

鳥取大学医学部統合内科医学講座

病態情報内科学分野教授

重政千秋

２ 鳥取県医師会公開健康講座・医療相談

平成３年４月、鳥取県健康会館竣工に伴い

ひろく県民の健康教育を図るため、同年５月

１６日より毎月１回第３木曜日の午後２時から

鳥取県健康会館において「鳥取県医師会公開

健康講座」を開催した。但し、このうち２回

については昨年度同様、倉吉・米子でそれぞ

れ１回開催した。

本年度の実績は次のとおりであるが、これ

の広報については日本海新聞「保健の窓」欄

およびNHKを利用して周知したほか、日医

白クマ通信、各新聞社、連合婦人会等へも

PRしている。

なお、平成７年度より鳥取県立生涯学習セ

ンターが行う「とっとり県民カレッジ・健康

スポーツコース」の連携講座として協力して

いる。

また、毎月１～４の各木曜日の午後１時間

３０分から１時間実施している面談による医療

相談については次のとおり実施した。

第１週：精神科、第２・４週：内科、第３週

（隔週）：小児科・整形外科。本年度相談件数

は、各科合計６６名であった。

「本年度開催した公開健康講座」

第１５９回 平成１７年２月１７日

「健康と栄養」

鳥取県医師会員（美作大学教授）北川達也

第１６０回 平成１７年３月１７日

「肝臓病のはなし ２００５～肝炎ウイルスが原

因の肝臓病と生活習慣病に関連した肝臓病～」

鳥取赤十字病院第一内科部長 松田裕之

第１６１回 平成１７年４月２１日

「花粉症の話」

鳥取県立中央病院耳鼻咽喉科部長 鈴木健男

第１６２回 平成１７年５月１９日

「腰痛の予防と自己管理」

鳥取県医師会理事 明穂政裕

第１６３回 平成１７年６月１６日

「乳がんの予防と早期発見そして自己触診の

実際について」

鳥取赤十字病院第二外科部長 工藤浩史
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第１６４回 平成１７年７月２１日

「日常生活におけるがん予防」

鳥取大学医学部社会医学講座環境予防医学分

野教授 岸本拓治

第１６５回 平成１７年８月１８日

「前立腺の話」

鳥取大学医学部器官制御外科学講座腎泌尿器

学教授 宮川征男

第１６６回 平成１７年９月１５日

於米子市「米子コンベンションセンター」

「加齢と眼疾患～白内障・緑内障を中心に」

鳥取大学医学部感覚運動医学講座視覚病態学

教授 井上幸次

第１６７回 平成１７年１０月２０日

「中高年者のスポーツの功罪―運動器につい

て―」

鳥取赤十字病院第一整形外科部長 高須宣行

第１６８回 平成１７年１１月１８日

於倉吉市 倉吉交流プラザ「視聴覚ホール」

「狭心症と心筋梗塞～生活習慣病の終着駅～」

垣田病院院長 坂本雅彦

第１６９回 平成１７年１２月１５日

「風邪・インフルエンザ・肺炎への対策につ

いて」

鳥取大学医学部統合内科医学講座分子制御内

科学分野教授 清水英治

第１７０回 平成１８年１月１９日

「中高年からの皮膚疾患」

葉狩皮膚科クリニック 葉狩良孝

４．鳥取県医師会ホームページ
平成９年１１月に開設し、対外的（一般の頁）

かつ対内的（会員用の頁）に情報提供を行って

いる。一般の頁では、公開健康講座の案内、県

医からのお知らせ等を掲載し、会員用の頁では、

データ化された県医会報の他、電子名簿など

様々な情報を会員に提供している。

５．中国四国ブロック医師会広報担当理事連
絡協議会
日医主催・香川県医師会担当により平成１７年

９月３日（土）、松江市・ホテル一畑において

開催され、本会から渡辺常任理事、阿部理事が

出席した。本会よりの提出議題として、「県民

向けの健康教育講演会の開催状況について」、

また、日医への提言・要望として「継続的な対

外広報活動に対しての日医からの補助につい

て」、「日医ホームページの様式について」を提

出した。

日医からは田島常任理事、田中広報戦略会議

委員、弓倉・浮谷広報編集委員会委員が出席し、

日医広報戦略会議活動などについて説明があっ

た。詳細は、会報第６０３号へ掲載した。

部 会 関 係

１．母体保護法指定医部会
平成１８年１月末日現在、指定医師数は４１名

（東部１４名、中部８名、西部１７名、鳥大２名）

で、昨年同期に比して３名の減である。

本年度の新規指定は、２名であった。

２．学校医部会
１ 学校医部会（運営委員会）

平成１７年７月１４日、県医師会館において開

催した。議事として、�７／７鳥取県学校保

健会の定例理事会・評議員会出席報告 �平

成１７年度学校医部会の現況 �本年度本会が

行う研修会の開催 �平成１７年度中国地区学

校医大会及び中国四国学校保健担当理事連絡

会議 �平成１８年度中国地区学校医大会及び

中国四国学校保健担当理事連絡会議開催につ

いて �平成１７年度全国学校保健・学校医大

会 �平成１８年度「中国地区学校医大会：鳥

取」「全国学校保健・学校医大会：松江」へ

の地区医師会出席補助 	日医学校医講習会

の開催（平成１８年２月１８日（土））と地区医師

会での伝達講習会、などについて報告、協議、

意見交換を行った。詳細は、会報第６０２号に

掲載した。

また、昨年度理事会において一部改正が承

認された「鳥取県医師会学校医部会」会則を

平成１７年４月より施行した。

２ 鳥取県医師会学校医・学校保健研修会

１）平成１７年２月２０日（日） 倉吉市

倉吉交流プラザ「視聴覚ホール」において

鳥取県学校保健会と共催にて開催。

（出席者１００名 内訳；医師３５名、学校関

係者６５名）
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シンポジウム テーマ「学校現場で望むも

の・伝えたいこと」

コーディネーター 鳥取県小児科医会会長

岡本博文

シンポジスト

○養護教諭 鳥取市立西中学校

養護教諭 中山京子

三朝町立西小学校

養護教諭 中前 緑

○学校長 岩美町立岩美西小学校長

福田八重子

○学校医 鳥取市 田中 清

（鳥取県東部小児科医会会長）

米子市 笠木正明

（鳥取県西部小児科医会会長）

２）平成１７年１０月２３日（日） 鳥取県医師会館

において開催。

（出席者５１名 内訳；医師３０名 学校関係者

２１名）

講演１「整形外科と学校医―整形外科医の学

校保健への関与―」

講師 日本臨床整形外科医会 鳥取県代表

池田整形外科医院院長 池田宣之

講演２「アトピー性皮膚炎について―平成１３

年から１５年の検診結果を中心に―」

講師 鳥取大学医学部感覚運動医学講座

皮膚病態学分野講師 山田七子

３ 中国地区学校医大会

平成１７年８月７日、山口市・山口県総合保

健会館において中国四国学校保健担当理事連

絡会議の終了後開催された。各県研究発表５

題が行われ、鳥取県からは、「学校現場で望

むもの・伝えたいこと」と題して、笠木正明

鳥取県西部小児科医会会長が発表した。引き

続き、特別講演１「学校危機とクライシスレ

スポンスチーム（CRT）」（河野通英山口県

精神保健福祉センター長）と特別講演２「学

校・地域保健連携推進事業と中央情勢」（伯

井日医常任理事）が行われた。

また、同日午前１１時から同所において行わ

れた「中国四国学校保健担当理事連絡会議」

では、各県から提出された１３議題について協

議、意見交換が行われ、伯井日医常任理事か

らコメントがあった。鳥取県からは、「学校

保健委員会の状況」について議題を提出し、

本県では学校保健委員会を夜間に開催してい

る学校があり、好評であること、また、認定

学校医制度の必要性について述べた。伯井日

医常任理事からは、各都道府県医師会で認定

学校医制度を創設されるとよいということで

あった。詳細は、会報第６０３号に掲載した。

なお、平成１８年度中国地区学校医大会及び

中国四国学校保健担当理事連絡会議は本会が

担当し、平成１８年８月２０日（日）、鳥取県医

師会館において開催する。

４ 第３６回全国学校保健・学校医大会

平成１７年１１月１２日、滋賀県大津市・大津プ

リンスホテルにおいて開催された。「子ども

たちの健やかでこころ豊かな成長を願って」

をメインテーマに、４分科会（からだ・ここ

ろ１・２、耳鼻咽喉科、眼科）での研究発表、

表彰式、シンポジウム「軽度発達障害をめ

ぐって…学校医ができること」、特別講演な

どが行われた。来年度は島根県医師会の担当

で平成１８年１１月１１日に開催される。詳細は、

会報第６０６号に掲載した。

５ 鳥取県医師会・鳥取県教育委員会連絡協議

会

平成１７年２月１５日、鳥取市・ホテルモナー

ク鳥取において開催し、県教育委員会各課と

本会提出議題について協議した。

まず、体育保健課から「健康相談活動支援

事業」及び「学校・地域保健連携推進事業」

「ヘルスカウンセリングアドバイザー設置事

業」について説明があった。福利室からは平

成１７年度新規事業として休職した職員に対し

復職支援検討会を開催して円滑な職場復帰を

支援する「復職支援制度」が発足したことの

ほか、不登校児童生徒の状況について報告が

あった。障害児教育室からは医療的ケアが必

要な児童生徒が在籍する養護学校に看護師を

配置して保護者の負担を軽減し、安全な学習

環境を整備することとなったことが報告され

た。

本会からは「中学生の飲酒経験について」

「小中学生のリストカットについて」「県立

高等学校の敷地内禁煙」を議題として提出し

た。このうち、飲酒については喫煙、性教育

に時間が割かれ指導時間が少ない現状である

こと、リストカットについてはプライバシー

の問題があり実数は掴みきれないが、今年は

「事例検討会」を開催する予定とのことで
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あった。なお、敷地内禁煙の実現については

時間がかかりそうである。この他、昨年この

席で提案した「色覚検査等に関する調査結果

（平成１６年３月実施）」が示された。詳細は、

会報第５９７号に掲載した。

６ 健康相談活動支援事業、学校・地域保健連

携推進事業への協力について

鳥取県教育委員会より平成１７年度健康相談

活動支援事業及び平成１７年度学校・地域保健

連携推進事業（文部科学省が平成１６年度より

３年間の国庫補助事業として実施）に対する

講師及び指導助言者の推薦依頼があったので、

産婦人科医５名（中１名は泌尿器科医）、精

神科医３名、小児科医５名、呼吸器科医等３

名を推薦した。

また、平成１７年度ヘルスカウンセリングア

ドバイザーとして産婦人科医１０名、精神科医

３名を推薦した。

なお、「学校・地域保健連携推進事業」に、

池田宣之日本臨床整形外科医会鳥取県代表よ

り、平成１８年度新たに整形外科医師も参入し

たいとの申し入れがあり、これを受けて平成

１７年７月２２日付け鳥医発第１０９号にて鳥取県

教育委員会中永廣樹教育長宛「文部科学省「学

校・地域保健連携推進事業」への参入につい

て（要望）」を送付した。これに対し県教委

より、現在実施している他の分野の専門医と

同様、本会より医師の推薦を得た上で各学校

に活用を呼びかけていきたいと回答があった。

３．産業医部会
平成２年度より発足した「日本医師会認定産

業医制度」による認定産業医は、本年１月現在

３６８名（東部１５０、中部５３、西部１５１、鳥大１４）

である。

１ 産業医部会運営委員会

平成１７年２月１０日、県医師会館において開

催し、平成１６年度事業報告、平成１７度事業計

画などについて協議、意見交換を行った。詳

細は、会報第５９７号へ掲載した。また、５月

末現在で日医認定産業医を対象に調査を行い、

産業医事業所名簿を作成した。

平成１７年９月１５日、「産業保健活動推進全

国会議」が日医会館において開催され、石田

理事が出席した。詳細は、会報第６０４号へ掲

載した。

２ 産業医研修会

〔第１回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯研

修（更新・実地・専門）：４単位】

日 時 平成１７年５月２２日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 １２５名（県内１１７名、県外８名）

〔認定産業医１００名、未認定産業医１７名〕

〔内容〕

� 『労働安全衛生法改正の概要等について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課課長

岩村和典

� 『過重労働対策について―産業医の役目―』

鳥取産業保健推進センター産業医学担

当相談員 井上雅勝

� 『健康情報と個人情報保護について』

鳥取大学医学部環境予防医学分野教授

岸本拓治

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について

―事例検討―』

ウェルフェア北園渡辺病院副院長

西田政弘

〔第２回〕【基礎研修（前期）：７単位】

日 時 平成１７年７月３日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 ３９名（県内２９名、県外１０名）

〔内容〕

� 『産業医の職務』

鳥取県医師会副会長 岡本公男

� 『最近の労働衛生の諸問題』

鳥取産業保健推進センター副所長

中上雅夫

� 『統計相談からみた研究支援における統

計処理の理論と実際』

鳥取大学医学部環境予防医学分野講師

岡本幹三

� 『産業医活動の実際』

鳥取三洋電機�鳥取産業保健センター

所長 中山健二

� 『勤労者のメンタルヘルス』

鳥取産業保健推進センターメンタルヘ

ルス相談員 渡辺 憲

� 『健康保持増進（THP外解説）』

鳥取産業保健推進センターカウンセリ

ング相談員 芦村 浩

� 『作業環境管理（測定の評価と事後措置）』

鳥取産業保健推進センター産業衛生工
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学相談員 米田明真

〔第３回〕【基礎研修（前期）：７単位】

日 時 平成１７年８月７日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 ４０名（県内２８名、県外１２名）

〔内容〕

� 『作業環境改善の事例』

～化学物質の改善事例～

鳥取産業保健推進センター産業衛生工

学相談員 米田明真

� 『VDT作業について』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 松浦喜房

� 『化学的有害業務の管理』

～粉じん職場の改善事例～

鳥取産業保健推進センター産業衛生工

学相談員 米田明真

� 『物理的有害業務の管理』

～騒音職場の改善事例～

鳥取産業保健推進センター産業衛生工

学相談員 米田明真

� 『過重労働と過労死』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 井上雅勝

� 『職場巡視と事後討論』

～効果的な職場巡視の事例～

鳥取産業保健推進センター産業衛生工

学相談員 米田明真

� 『健康診断の実施とその活用法』

～作業関連疾患を中心に～

鳥取県医師会理事 吉田眞人

〔第４回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯研

修（更新・実地・専門）：４単位】

日 時 平成１７年１０月１６日（日）

場 所 まなびタウンとうはく

出席者 ９２名（県内７６名、県外１６名）

〔認定産業医５８名、未認定産業医１８名〕

〔内容〕

� 『労働安全衛生法改正の概要等について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課課長

岩村和典

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について

―事例検討―』

ウェルフェア北園渡辺病院副院長

西田政弘

� 『健康情報と個人情報保護について』

鳥取大学医学部環境予防医学分野教授

岸本拓治

� 『過重労働対策について―産業医の役目―』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 松浦喜房

〔第５回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯研

修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成１７年１２月４日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 ８６名（県内８０名、県外６名）

〔認定産業医７１名、未認定産業医９名〕

〔内容〕

� 『労働安全衛生法改正の概要等について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課課長

岩村和典

� 『健康情報と個人情報保護について』

鳥取大学医学部環境予防医学分野教授

岸本拓治

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について

―事例検討―』

ウェルフェア北園渡辺病院副院長

西田政弘

� 『過重労働対策について―産業医の役目―』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 井上雅勝

� 『石綿（アスベスト）取扱作業の健康管

理について』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 山家 武

［その他］

� 日医生涯教育協力講座 セミナー「脳・

心血管疾患講座」

【基礎（後期）＆生涯（専門）：３単位】

日 時 平成１７年３月６日（日）

場 所 倉吉体育文化会館

出席者 ５９名（県内５８名、県外１名）

〔認定産業医４８名、未認定医１０名〕

［内容］

○ 基調講演『勤労者の虚血性心疾患』

垣田病院院長 坂本雅彦

○ シンポジウム『実地医家における虚血性

心疾患―勤労者を守るために―』

� 『虚血性心疾患のプレホスピタルケア』

山陰労災病院循環器内科部長

遠藤 哲

� 『虚血性心疾患の二次予防』
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鳥取県立中央病院循環器科部長

吉田泰之

� 過重労働・メンタルヘルス対策及び健康

情報保護に関する研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：５．５単位】

日 時 平成１７年１１月１９日（土）

場 所 まなびタウンとうはく

出席者 ５３名（県内５１名、県外２名）

〔認定産業医３９名、未認定医１２名〕

［内容］

� 『過重労働対策の進め方』

鳥取大学医学部健康政策医学分野助

教授 黒沢洋一

� 『医師による面接指導の手法』

鳥取大学医学部健康政策医学分野助

教授 黒沢洋一

� 『メンタルヘルス対策の進め方』

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲

� 『個人情報保護法に基づく健康情報の

保護』

鳥取大学医学部環境予防医学分野教

授 岸本拓治

� 精神科医等のための産業保健研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：３単位】

日 時 平成１７年１１月１９日（土）

場 所 まなびタウンとうはく

出席者 ６名

〔認定産業医４名、未認定医２名〕

［内容］

� 『産業保健概論』

鳥取産業保健推進センターカウンセリ

ング相談員 芦村 浩

� 『過重労働・メンタルヘルス対策等』

鳥取大学医学部精神行動医学分野教授

中込和幸

３ 鳥取産業保健協議会

平成１７年１０月１３日、鳥取市、ホテルモナー

ク鳥取において県医師会産業医部会運営委

員・県福祉保健部・鳥取産業保健推進セン

ター・鳥取労働局など関係者が集まり、産業

保健事業の課題、アスベストを巡る問題、地

域保健と職域保健の連携、労働衛生行政の現

状、労災補償の現状、などについて、また県

医師会より産業医部会の１６年度事業報告と１７

年度事業計画、産業保健活動推進全国会議出

席報告を行い、協議、意見交換を行った。詳

細は、会報第６０５号へ掲載した。

４ 第３７回産業医学講習会

平成１７年６月２３日～２５日、日医会館におい

て開催された。

５ 第３３回鳥取県産業安全衛生大会

平成１７年７月５日、倉吉市、倉吉未来中心

において開催され野島副会長が出席した。席

上、永年産業医功労により名島俊一先生（倉

吉市）、林原不二夫先生（琴浦町）に鳥取県

医師会長表彰を授与した。

大会では各企業から活動事例発表、特別講

演などが行われた。

６ 鳥取産業保健推進センター

センター主催、県医師会共催による産業医

研修会を下記のとおり各地区で開催し、本会

から日医認定産業医制度指定研修会として申

請し、承認を受けている。

実地研修（職場巡視）

［第１回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：３単位】

日 時 平成１７年６月１６日（木）

場 所 聖和精機株式会社

出席者 ２０名（県内１８名、県外２名）

〔認定産業医１６名、未認定医２名〕

［第２回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：３単位】

日 時 平成１７年９月２９日（木）

場 所 神鋼JFE機器株式会社

出席者 １４名

〔認定産業医９名、未認定医５名〕

［第３回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：３単位】

日 時 平成１７年１０月１３日（木）

場 所 鳥取ビブラコースティック株式会

社

出席者 １６名（県内１５名、県外１名）

〔認定産業医１０名、未認定医５名〕

実地研修（作業環境と評価・有害業務の環境管理事例）

［第１回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：２単位】

日 時 平成１７年１２月１５日（木）

場 所 鳥取産業保健推進センター

出席者 １５名

〔認定産業医１３名、未認定医２名〕

［第２回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：２単位】
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日 時 平成１８年１月１９日（木）

場 所 米子コンベンションセンター

出席者 ２７名

〔認定産業医２４名、未認定医３名〕

４．スポ－ツ医部会
平成３年度より発足した日本医師会認定健康

スポ－ツ医は、本年１月末現在７７名である。

１ 健康スポ－ツ医学講習会

〔日本医師会主催〕於日本医師会館

前期：平成１７年１０月２８日・２９日

後期：平成１７年１１月２５日・２６日

この他、�日本体育協会公認スポ－ツドク

タ－養成講習会受講者の推薦依頼があったの

で、受講希望のあった会員を報告した。

２ 健康スポ－ツ医学再研修会

１）〔鳥取臨床スポーツ医学研究会主催〕取

得単位１単位

期 日：平成１７年３月２６日

場 所：米子市・ホテルサンルート米子

２）〔東部医師会健康スポーツ医学講演会主

催〕取得単位１単位

期 日：平成１７年４月７日

場 所：鳥取市・ホテルニューオータニ鳥

取

３）〔鳥取スポーツ研究会主催〕取得単位１

単位

期 日：平成１７年１０月２２日

場 所：鳥取市・県立県民文化会館

５．勤務医部会
１ 平成１７年度全国医師会勤務医部会連絡協議

会

本年度は香川県医師会担当により、平成１７

年１０月２２日、高松市において開催され、渡辺

常任理事（日医勤務医副委員長）、武田・宮

川理事が出席した。

「Ambitious！勤務医」をメインテーマに、

特別講演２題、日本医師会勤務医委員会報告、

香川県勤務医アンケート調査報告、シンポジ

ウム「地域医療の未来と勤務医」など盛り沢

山な内容で開催され、全国から約３００名が出

席して盛会であった。来年度は埼玉県医師会

の担当で平成１８年１１月４日（土）に開催される。

福 祉 関 係

１．共済会の運営
県医師会共済会は、昭和４８年１０月発足、３２年

５カ月を経過し、真に本会会員福祉事業の中核

として、果たしている役割は極めて大きなもの

がある。

平成１７年１２月現在、共済会会員及び給付状況

は次のとおりである。

共済会会員数 開業会員４０１名、同一家族会

員４５名、勤務会員１５名、会費免除会員４６名、計

５０７名で、昨年同期に比し開業会員３名増、同

一家族会員１名増、勤務会員２名減、会費免除

会員４名増である。

共済会給付状況

病気療養見舞金 ３，９９３，０００円（１２件）

弔 慰 金 ２，０００，０００円（４件）

配偶者弔慰金 ２００，０００円（４件）

共済会積立金

普 通 預 金 １３０，０７０，０００円

共済会の運営状況については、本年２月１６日

開催の第３７回運営委員会において協議される。

２．協力貯蓄の運営状況
協力貯蓄運営委員会は、１５年度で解散され１６

年度から理事会協議となっている。

協力貯蓄は、平成１５年５月より第９次の積立

（平成２０年４月まで）を開始している。

平成１７年１２月末現在会員数は、東部１０４名、

中部２９名、西部６２名、計１９５名である。

融資利率は、短期プライムレート及びそれに

連動する長期プライムレートを基準にしている。

３．勤務会員協力貯蓄の運営状況
勤務会員協力貯蓄は、平成１７年５月より第８

次の積立（平成２２年４月まで）が開始された。

また、第７次の積立金（据え置き分）が平成

１８年４月末に一括返還される。

平成１７年１２月末現在加入会員数は、東部５５名、

中部２０名、西部３６名、大学１８名、計１２９名である。

融資利率は、協力貯蓄と同じく、短期プライ

ムレート及びそれに連動する長期プライムレー

トを基準にしている。
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第一 １６６件 日本 ２０３件

明治安田 ６２件 住友 ５７件

グループ ８４３件 富国 ２２件

Ｔ＆Ｄフィナンシャル ２６件 退職共済 ５６件

損保ジャパン １９０件 三井 ５５件

４．医事紛争処理委員会
１ 医事紛争処理委員会

平成１７年３月８日、県医師会館において、

今回は「医療安全対策委員会」と「職業倫理・

自浄作用安全化委員会」との合同会議を開催

した。議事として、�中国四国医師会連合

医事紛争研究会の出席報告 �都道府県医師

会 医事紛争担当理事連絡協議会の出席報告

�県内の医事紛争の処理状況 �都道府県

医師会 個人情報保護担当理事連絡協議会の

出席報告 �鳥取県医療相談支援センターの

相談状況 �日医「会員の倫理・資質向上委

員会」での議論 �今後の活動方針、などに

ついて報告、協議、意見交換を行った。県に

対して、今後は医療事故等に関連する相談に

ついては県医師会と協議して対応を進めてい

ただくこととした。なお、これからの活動方

針として、「医事紛争」「医療安全対策」「職

業倫理・自浄作用活性化」において、個人情

報保護も含め、さらに連携を密にし、協議、

意見交換を繰り返しながら、患者さんに安全

な医療を提供するとともに、萎縮医療になら

ないよう、会員をサポートしていくこととし

た。詳細は、会報第５９８号へ掲載した。

２ 中国四国医師会連合・医事紛争研究会

平成１７年１１月６日、香川県医師会担当によ

り、岡山市のホテルグランヴィア岡山におい

てブロック会議の研究会として開催された。

各県医師会の医事紛争担当役員、顧問弁護士、

日本医師会から藤村 伸常任理事、畔柳達雄

参与（弁護士）、中澤進医賠責対策課長が出

席し、各県から寄せられた８題の議題につい

て意見交換するとともに、日医への提言・要

望事項について、日本医師会のコメントが

あった。本県からは、長田会長、岡本副会長、

栗原理事、藤原・川中顧問弁護士が出席した。

詳細は、会報第６０５号へ掲載した。

５．日医医師賠償責任保険
日医医師賠償責任保険は、昭和４８年７月から

発足、３２年７か月を経過した。現在１３８名の勤

務会員が加入しているが、現行の日医医賠責保

険でカバーできない部分について、日医Ａ会員

が任意で加入できる「日医医賠責特約保険」が

平成１３年度より創設された。平成１７年７月１日

～平成１８年７月１日までの期間の加入者は、

１４７名である。

６．損保ジャパン医師賠償責任保険加入会員
平成１８年１月末日現在、医師賠償責任保険加

入会員数は５７６名で、地区別に示すと次のとお

りである。総数は、昨年より３４名の増である。

東部２１４名 中部９６名 西部２０１名

大学６５名 計５７６名

７．日本医師会医師年金の加入
平成１７年４月末現在、本県会員の医師年金加

入者は１５５名で、加入者数を地区別に示すと次

のとおりである。

東部７０名 中部２０名 西部６２名

鳥大３名 計１５５名

この他に年金受給者は

東部５８名 中部３２名 西部６８名

鳥大１名 計１５９名

８．日本医師従業員国民年金基金
日医が設立母体となり、平成３年４月創設、

同年５月１４日設立認可を得て発足し、本県加入

総数５１名である。（平成１７年１２月３１日現在）

９．生命保険加入代理店の業務
第一、日本、明治安田、住友、富国、Ｔ＆Ｄ

フィナンシャル、損保ジャパン、三井の８社と

契約を締結存続し、会員福祉向上に努めている。

平成１８年１月末日現在、各社の契約件数は次の

とおりである。

融 資 期 間
協力貯蓄

融資利率

勤務会員協力

貯蓄融資利率

１ 年 以 内 １．５８０％ １．９３０％

１年超 ３年以内 １．６８０％ ２．０３０％

３年超 ５年以内 １．７８０％ ２．１３０％

５年超 １０年以内 １．９８０％ ２．３３０％

１０年超 １５年以内 ２．１８０％ ２．５３０％

１５年超 ２０年以内 ２．３８０％ ２．７３０％

２０年超 ２５年以内 ２．５８０％ ２．９３０％
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１０．鳥取県医師国保組合事業の協力
昨年度に引き続き、同組合事業の円滑なる推

進に協力し、会員の健康福祉の増進に努めてい

る。

加入者数は、組合員５２８人、家族１，０７２人、准

組合員３４９人、計１，９４９人である。（平成１７年１２

月３１日現在）

１１．厚生年金基金について
平成５年４月１日に発足した「鳥取県医療機

関厚生年金基金」について、加入者数は５，１４３

名、加入事業所は１４８である。（平成１７年１２月３１

日現在）

１２．図 書 斡 旋
２００６年医師日記を希望会員に斡旋した。
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第１号議案 平成１７年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成１７年度鳥取県医師会会費減免申請（追加分）

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 大 石 徹 鳥取市鍛冶町 病気療養中

〃 Ａ１ 太 田 康 人 〃 青葉町 〃

中 部 Ｂ 大 月 健 二 倉吉市中江 〃

〃 Ｂ 野 口 壮 士 鳥取県立厚生病院 研修医
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１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策・自浄

作用活性化対策、診療

情報提供の推進

� 医療安全対策

� 自浄作用活性化対

策

� 診療情報提供の推

進

� 個人情報保護法対

策

３．医学医術の研究奨励

及び生涯教育の推進

� 定例総会の開催

� 医学会の開催

＊地区医師会との緊密な連携のもと、医師の良識と

社会的使命を基盤として医の倫理の高揚に努める。

＊聖職の自覚、医師相互間の社会性の確立、医師会

団体秩序の維持に努める。

＊県民の医療に対する更なる信頼の確立に努める。

＊日医提唱の「医師の職業倫理規程」の普及促進を

図る。

＊医療安全対策の検証と啓発を行う。

＊医療安全対策の経験交流研修会を開催する。

＊自浄作用活性化の推進を図る。

＊日本医師会「自浄作用活性化推進に向けて」を周

知するともに、実践の推進を図る。

＊診療情報提供の推進を図る。

＊日本医師会「診療情報の提供に関する指針（第２

版）」を周知するとともに実践の推進を図る。

＊医療相談窓口を設置し、県民からの相談にあたる

とともに地区医師会相談窓口との連携を図る。

＊県の医療相談窓口「医療相談支援センター」との

情報交換、連携を図る。

＊法の規定により遵守すべき事項の周知を図り、個

人情報の適正な取扱いに努める。

＊永年在任役職員表彰、医業５０年会員表彰、鳥取医

学賞の授与、特別講演などを行う。

＊春季医学会、秋季医学会を開催し、会員の研究発

表を行うことにより、医学・医術の向上を図る。

○ 医療安全対策委員会

○ 職業倫理・自浄作用

活性化委員会

○ 診療情報提供推進委

員会

○ 定例総会

○ 春季医学会（鳥取市

１８．６．１８）

第２号議案 平成１８年度鳥取県医師会事業計画について

平成１８年度鳥取県医師会事業計画

〈基本方針〉

少子、高齢化社会に対応し、学術専門団体の立場から保健、医療、福祉の連携充実に努め、県民

の医療に対する更なる信頼確立のため、下記５項目を重点的に実施する。

記

１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策・診療情報提供の推進

３．生涯教育の推進

４．社会保障制度構造改革への対応

５．個人情報保護法への対応

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 日本医師会生涯教

育制度の推進

� 生涯教育の推進、

医学講演会及び研究

会の開催

� 新医師臨床研修制

度への対応

� 鳥取大学及び医学

諸団体との連絡協調

� 医学研究の奨励

	 鳥取医学雑誌の発

行

４．地域社会活動対策

� 健康診査管理指導

事業

� 地域保健活動の推

進

＊日本医師会生涯教育講座を開催し、生涯教育の推

進を図る。

＊日本医師会生涯教育の協力講座として、セミナー

「脳・心血管疾患講座」、「慢性呼吸器疾患講座」

を開催する。

＊インターネット活用による生涯教育の推進を図る。

＊日医提唱のリカレント教育の推進を図る。

＊認定講座単位取得データ管理のシステム化を図る。

＊新医師臨床研修制度へ協力する。

＊指導医のための教育ワークショップを開催する。

第２回１８．１０．２８～２９

＊国立大学法人鳥取大学（医学部及び附属病院）を

はじめ医学諸団体との連携を強化する。

＊鳥取医学賞の選定を行う。

＊会員研究発表、医学会の特別講演を鳥取医学雑誌

へ掲載する。

＊総説論文の寄稿を依頼する。

＊鳥取県健康対策協議会と共同で下記事業を実施す

る。
�
��
�
�
�
��
��
�

がん登録事業の継続、追跡調査の継続、調査結

果の報告、がん検診研究会、読影委員会及び細

胞診判定委員会との連絡強化、がん検診精密検

査医療機関登録

（胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、大腸が

ん、肝がん）

＊臨床検査精度管理事業の推進を図る。

＊鳥取県が実施する衛生検査所の立入検査、精度管

理に協力する。

＊母子保健・医療、少子化対策事業などに協力する。

＊「総合周産期母子医療センター」の設置・運営に

協力する。

＊疾病構造の地域特性に関する調査、乳幼児・児童

生徒の心臓検診を推進する。

＊「生活習慣病」対策の推進を図る。

○ 秋季医学会（米子市）

○ 中国四国医師会連合

医学会 （高知市 １８．

９．２～３）

○ 生涯教育委員会

○ セミナー実行委員会

○ 卒後臨床研修対策委

員会

�外 鳥取大学経営協議会

�外 鳥取大学関連管理型

病院協議会

�外 鳥取大学医学部附属

病院 研修管理委員会

○ 鳥取医学雑誌編集委

員会

○ 臨床検査精度管理委

員会

�外 鳥取県精度管理専門

委員会

�外 鳥取県母子保健協議

会

�外 若年者心疾患対策協

議会

［研究会・総会］
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� 糖尿病対策

� 情報ネットワーク

の推進

� 環境対策

� 救急医療・防災対

策

� メンタルヘルス対

策

	 麻薬対策

＊在宅医療の推進のための実地研修事業を実施する。

＊禁煙指導医・禁煙講演医養成のための研修会の開

催及び情報提供を行うなど、禁煙運動を推進する。

＊がん撲滅をめざす�がん征圧運動�に協力する。
＊糖尿病の発症予防、合併症予防等の対策を推進す

る。

＊医師向けの研修会開催、県民向けの啓発活動を行

う。

＊糖尿病専門医以外の医師のレベルアップ、治療の

標準化を図る。

＊鳥取県医師会IT化を推進する。

＊地域医療情報ネットワークの構築を推進する。

＊ホームページのコンテンツの充実を図る。

＊会員情報管理システムを構築する。

＊鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会に参画する。

＊日本医師会テレビ会議システムへ参加する。

＊情報システムに関する講演会を開催する。

＊環境保全対策、医療廃棄物対策、地球温暖化防止

対策を図る。

＊鳥取大学医学部付属病院の「救命救急センター」

の運営に協力し、救急医療体制の確保・充実に努

める。

＊ACLS、JPTECの研修会を開催する。

＊AEDの普及を推進する。

＊救命救急センター、救急告示医療機関、平日夜間

及び休日急患診療所、病院群輪番制の病院の連携

により救急医療体制の充実を図る。

＊救命救急医療体制、へき地医療対策、空港におけ

る救急医療体制の整備を検討する。

＊防災体制に協力する。

＊消防防災ヘリコプター体制に協力する。

＊中国四国医師会の緊急連絡体制の整備を検討する。

＊メディカルコントロール体制に協力する。

＊県内でNBCR災害が発生した場合に備え、平素か

ら関係機関相互の連携を図る。
�
�
�
�
�

「NBCR災害」とは、核（Nuclear）、生物剤（Bio-

logical）、化学剤（Chemical）及び放射能（Ra-

diological）による災害をいう。

�
�
�
�
�

＊地域におけるうつ病並びに自殺予防対策について、

鳥取県並びに鳥取大学医学部と連携して推進する。

＊麻薬事故防止対策、麻薬・覚せい剤乱用防止運動

○ 禁煙指導対策委員会

�外 鳥取県がん征圧大会

○ 糖尿病対策推進会議

○ 情報システム運営委

員会

�外 鳥取県民チャンネル

コンテンツ協議会

○ 日医医療情報システ

ム協議会

�外 鳥取県環境管理事業

センター参与会

○ ACLS委員会

�外 鳥取県防災会議

○ 救急医療担当理事連

絡協議会

�外 鳥取県メディカルコ

ントロール協議会

�外 鳥取県NBCR災害対

処現地関係機関連絡会

議

�外 薬物乱用防止推進本

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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 感染症対策

� 県及び関係諸団体

の公衆衛生活動への

協力

� 共同利用施設対策


 健康とっとりへの

協力

５．地域医療対策

� 地域医療計画対策

� 地域医療連携推進

対策

� 老人保健福祉対策

� 医療法改正対策

６．社会保障医療対策

� 医療保険制度対策

（麻薬・向精神薬の説明会、新入会員の指導）を

展開する。

＊SARSをはじめとする各種感染症対策を図る。

＊感染症サーベイランス、Ｂ型及びＣ型肝炎対策、

MRSA対策、院内感染対策の充実を図る。

＊各種予防接種医療機関を登録する。

＊予防接種の広域化について検討する。

＊感染症予防法及び県予防計画の周知と協力を行う。

＊県との連携によりインフルエンザワクチンの安定

供給に努める。

＊新型インフルエンザ及び高病原性インフルエンザ

への対応に努める。

＊タミフルの備蓄に努める。

＊関係団体等との連携を図る。
�
�
�
�
�
�
�

公衆衛生協会、保健事業団、社会福祉協議会、

社会福祉審議会、献血推進協議会、交通対策協

議会、環境審議会、医療情報研究会、山陰地区

感染症懇話会、臓器バンク

＊医師会立の医療関連施設の充実対策を推進する。

＊「健康とっとり計画」の推進に努める。

＊保健医療計画の改定に伴う対策を進める。

＊地域医療体制の安定化を推進する。

＊有床診療所対策を図る。

＊基準病床数の算定見直しへの対応を図る。

＊診診連携、病診連携、病病連携の推進を図る。

＊保健・医療・福祉の連携充実を図る。

＊老人保健福祉計画の見直しへの対応を図る。

＊老人福祉施設対策を図る。

＊老人訪問看護制度の対応を検討する。

＊改正医療法への対応を検討する。

＊医療特区、混合診療導入反対、国民皆保険制度堅

持の運動を引き続き展開する。

＊社会保障制度の抜本的改正対策を検討する。

＊医療保険制度改革対策を図る。

部会議

○ 感染症危機管理対策

委員会

○ 日医感染症危機管理

対策会議

�外 エイズ対策専門家会

議

�外 エイズ対策委員会

�外 鳥取県感染症危機管

理対策協議会

�外 鳥取県インフルエン

ザワクチン対策委員会

�外 鳥取県抗インフルエ

ンザウイルス薬対策委

員会

○ 全国医師会共同利用

施 設 総 会（長 崎 市

１８．９．９）

�外 職域保健連絡協議会

�外 健康とっとり推進協

議会

�外 鳥取県医療審議会

�外 保健医療推進会議

�外 全国有床診療所連絡

協議会

�外 老人保健福祉計画推

進委員会

�外 介護実習普及セン

ター運営委員会

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 介護保険制度対策

� 社会保障医療対策

� 県及び関係団体と

の連絡協調

� 社会保険通信、社

会保障部だよりの発

行

７．医政対策

� 日医との連携

� 中国四国医師会連

合との連携

� 県及び関係団体と

の連携

＊特別医療制度への協力を図る。

＊薬剤定価・給付基準額制への対策を図る。

＊社会保険診療報酬改定への対応を推進する。

＊高齢者医療制度創設の対応を検討する。

＊介護保険の運営に伴う対策の検討を行う。

＊介護支援専門員組織との連携を推進する。

＊介護保険事業計画の改正に伴う対策を図る。

＊地域支援事業（介護予防事業）に協力する。

＊適正診療、適正審査の推進を図る。

＊請求事務適正化対策等の調査検討を行う。

＊健保・生保・国保の指導、監査、集団指導、自主

的指導計画を検討する。

＊関係法令の周知と地区医師会との連絡強化を図る。

＊新規開業医療機関の医事研修を行う。

＊介護保険診療に伴う個別指導への対応を検討する。

＊基金、国保連等との連絡強化を図る。（基金幹事

会、国保連業務運営委員会、基金・国保審査委員

会など）

＊県などの各種委員会ヘ委員等を派遣する。（地方

社会保険医療協議会、社会福祉審議会など）

＊健保、国保、結核予防、生保、特別医療など医療

保険関係情報の周知徹底を図る。

＊新入会員への啓発研修を行う。

＊日医での諸会議へ役員を派遣し、情報収集、連携

強化を図る。

＊メディファクスを購読し、最新情報を収集する。

＊中国四国医師会連合各県との連携強化を図る。

＊山陰両県医師会の連携を図る。

＊県及び関係団体の諸会議、諸行事に協力する。

＊県教育委員会との連携を推進する。

○ 介護保険対策委員会

○ 社会保障部委員会

［総会・常任委員会］

○ 社会保険指導者講習

会

○ 社会保険事務局との

打合会

○ 福祉保健課との打合

会

○ 健保組合との懇談会

○ 国保連合会との懇談

会

○ 日医代議員会

○ 都道府県医師会長協

議会

○ 日医の各担当理事連

絡協議会

○ 日医の各種委員会

○ 日医医療政策シンポ

ジウム

○ 中国四国医師会連合

総会（岡山市１８．５．２７

～２８）

○ 中国四国医師会連合

各分科会

○ 中国四国医師会連合

常任委員会

○ 中国四国医師会連合

各種研究会

○ 医療懇話会

○ 県教育委員会との連
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� 三師会との連携

� 国際交流の推進

� 日医連及び県医連

との連携

� 国民のための医療

推進協議会とっとり

の推進

８．医療経済対策

� 医業経営対策

� 看護職員対策

� 地域社会活動に対

する協力制度の確立

９．広報活動の充実

� 医師会報の発行

� 広報の強化

� 報道関係など対外

広報との連絡

� 県民健康教育

＊県警察本部との連携を図る。

＊県人権文化センターとの連携を図り、人権擁護活

動を推進する。

＊虐待防止対策を図る。

＊三師会の連携強化を図る。（当番：薬剤師会）

＊医療保険対策の連携を図る。

＊諸外国医師会との交流事業を検討する。

＊外国人バリアフリーの推進に協力する。

＊医師連盟との連携強化を図る。

＊協議会の構成団体の連携により国民のための医療

を守るため、講演会等を開催する。

＊医業経営に関する情報提供を行う。（麻薬、保険、

協力貯蓄、共済会、医師年金、日本医師従業員国

民年金基金、医療機関厚生年金基金、調査統計

等）

＊各種の税制対策に関する情報収集に努める。

＊看護職員養成対策の強化を図る。

＊看護高等専修学校との連携強化、情報交換を図る。

＊看護師の卒後教育の充実を図る。

＊訪問看護ステーション、ナースセンター運営事業

へ協力する。

＊各種検診料、検査料等医師報酬の適正化、事故対

策を検討する。

＊取材活動の拡充、編集方針の検討、会報の充実を

図る。

＊医師会サーバによる情報発信の充実を図る。

＊会員向けの広報を徹底する。

＊県民向けの広報活動を強化する。

＊報道関係との連絡、各種団体対外広報との連携を

図る。

（医師会報、日医ニュース、その他各種資料の配布）

＊公開健康講座及び健康フォーラムの開催、「保健

の窓」「健康なんでも相談室」を新聞に掲載し、

県民健康教育の充実を図る。

絡協議会

�外 犯罪被害者支援連絡

協議会

�外 鳥取県人権文化セン

ター理事会

�外 鳥取県国際交流財団

理事会

○ 医師会活動説明会

○ 広島国税局との懇談

会

○ 日医医療関係者担当

理事連絡協議会

○ 看護高等専修学校連

絡協議会

�外 准看護師試験委員会

�外 看護職員確保対策協

議会

�外 ナースセンター事業

運営委員会

○ 広報委員会

○ 会報編集委員会

○ 健康フォーラム

○ 公開健康講座１２回

（２回程度は出張講座

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

119



１０．部会活動の強化

� 母体保護法指定医

部会

� 学校医部会

� 健康スポーツ医部

会

� 労災指定医部会

� 産業医部会

＊生活習慣病対策セミナーを地区医師会の協力のも

と開催する。

＊健康相談（毎週木曜日）を継続運営する。

＊県民カレッジ事業へ協力する。

＊母体保護法指定医師の指定審査を行う。

＊学校医活動の強化を図る。

＊学校医研修会を開催し、学校医の資質向上を図る。

＊学校保健会報等広報の充実を図る。

＊鳥取県学校保健会との連携強化を図る。

＊日医学校医講習会、全国及び中国地区学校医大会

への出席と伝達講習を行う。

＊「日医認定健康スポーツ医」の認定審査、申請を

行う。

＊鳥取労働局との連絡協調を図る。

＊労災保険情報センター（RIC）との連携強化を図

る。

＊労災保険研修会を開催する。

＊産業医活動の強化を図る。

＊産業医研修会を開催し、産業医の資質向上を図る。

＊日医認定産業医の審査、申請を行う。

＊各地域産業保健センターの活動を支援する。

＊鳥取産業保健推進センターの活動に協力する。

とする）

○ 母体保護法指定医師

審査委員会

○ 家族計画母体保護法

指導者講習会

○ 学校医部会運営委員

会

○ 学校医・学校保健研

修会

○ 日医学校医講習会

○ 日医乳幼児保健講習

会

○ 全国学校保健・学校

医大会（松江市１８．１１．

１１）

○ 中国地区学校医大会

（鳥取市１８．８．２０）

○ 健康スポーツ医委員

会

○ 日医健康スポーツ医

学講習会

○ 健康スポーツ医学再

研修会

�外 日体協スポーツ医学

講習会

�外 労災保険運営協議会

�外 労災保険診療費審査

委員会

�外 労災診療協議会

○ 産業医部会運営委員

会

○ 産業医研修会

○ 産業保健活動推進全

国会議

�外 鳥取県産業保健協議

会

�外 産業保健推進セン

ター運営協議会

�外 鳥取県産業安全衛生

大会
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� 病院部会

� 勤務医部会

	 自賠責部会

１１．会員福祉対策

� 医師国保組合との

連絡提携

� 生命保険、損害保

険団体業務の継続

� 協力貯蓄の推進

� 勤務医協力貯蓄の

推進

� 社会福祉医療事業

団の活用

� 共済制度の継続運

営

� 医事紛争対策

	 医師賠償責任保険

の継続


 日医医師年金等へ

の加入促進

� 鳥取県医療機関厚

生年金基金への対応

� その他の会員福祉

１２．地区医師会との連絡

強化

� 地区医師会との連

携

＊医療業務の向上、病院経営の改善を支援する。

＊日医病院委員会、鳥取県病院協会との連携強化を

図る。

＊勤務医の入会促進、勤務医部会活動の充実を図る。

＊医師会活動説明会を開催し、加入促進を図る。

＊自賠責保険診療費算定基準の推進を図る。

＊自賠責保険研修会を開催する。

＊自賠責保険診療費におけるトラブルの解決処理に

あたる。

＊医師国保組合事業に協力する。

＊医師賠償責任保険、所得補償保険の募集を行う。

＊グループ保険の募集を行う。

＊協力貯蓄制度の見直しの定着を図る。（銀行の指

定制等）

＊第９次協力貯蓄を推進する。

＊第８次勤務医協力貯蓄を推進する。（銀行の指定

制等）

＊施設整備資金融資の活用を勧める。

＊共済会制度を推進する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医医師賠償責任保険及び日医特約保険との連絡

を図る。

＊研修会を開催する。

＊医師賠償責任保険、施設賠償責任保険の加入を推

奨する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医特約保険の加入を推奨する。

＊日医医師年金、日本医師・従業員国民年金基金へ

の加入を推奨する。

＊運営等現状の分析を図る。

＊救済事業、表彰弔慰、カウンセリング等を行う。

＊「女性医師の会（仮称）」の設立を検討する。

＊各種の連絡会議を開催し、連携強化を図る。

○ 全国医師会勤務医部

会連絡協議会

（さいたま市１８．１１．４）

○ 鳥取県自動車保険医

療連絡協議会

○ 共済会運営委員会

○ 医事紛争処理委員会

○ 中国四国医師会医事

紛争研究会（担当：岡

山県）

○ 各地区医師会との懇

談会

○ 地区医師会長協議会
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� 地区医師会事務局

との連携

１３．諸規程改正

１４．会館運営

１５．創立６０周年記念事業

の検討

＊各医師会事務局間相互の連携強化を図る。

＊必要に応じて、諸規程の見直しを検討する。

＊会館の管理運営を図る。

＊平成１９年１１月に創立６０周年を迎えるので、記念事

業について検討を始める。

○ 地区医師会各担当理

事連絡協議会

○ 事務局職員連絡協議

会

○ 諸規程改正検討委員

会
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会費減免申請の詳細

【高齢・傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 渡 辺 元 鳥取市東町 老齢会員（明治４４年２月１２日生）

〃 Ｂ 井 � 太 郎 〃 吉方温泉 〃 （大正３年１月２４日生）

〃 Ｂ 原 田 恒 夫 〃 青谷町山根 〃 （大正４年２月２６日生）

〃 Ｂ 牧 野 禮一郎 〃 津ノ井 〃 （大正４年１１月９日生）

〃 A１ 西 尾 吉兵衛 〃 富安 〃 （大正７年１２月２５日生）

〃 Ｂ 星 野 信 敏 〃 青葉町 〃 （大正８年４月１４日生）

〃 A１ 桑 田 岩 雄 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正８年１２月１日生）

〃 Ｂ 松 本 安 博 〃 〃 〃 〃 （大正９年１月２日生）

〃 A１ 松 岡 京 子 鳥取市行徳 〃 （大正９年６月１８日生）

〃 Ｂ 林 暁 〃 用瀬町鷹狩 〃 （大正１１年６月７日生）

〃 A１ 坂 本 義 博 〃 元町 〃 （大正１２年１月２日生）

〃 Ｂ 上 村 治 〃 戎町 〃 （大正１２年１月９日生）

〃 A１ 縄 田 隆 淑 〃 元町 〃 （大正１２年３月３１日生）

〃 Ｂ 坂 本 紀美子 〃 〃 〃 （大正１２年４月９日生）

〃 Ｂ 井 � 成 子 〃 吉方温泉 〃 （大正１２年１２月７日生）

〃 Ｂ 巨 島 怜 子 岩美郡岩美町浦富 〃 （大正１３年１月１日生）

〃 Ｂ 森 田 昌 功 鳥取市吉成南町 〃 （大正１３年１月３日生）

〃 Ｂ 村 尾 ちさと 〃 二階町 〃 （大正１３年３月１１日生）

〃 Ｂ 大 槻 正 巳 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正１３年６月２９日生）

〃 Ｂ 野 津 登志子 鳥取市卯垣 〃 （大正１４年７月２０日生）

〃 Ｂ 谷 本 泰 夫 〃 青葉町 〃 （大正１５年２月２４日生）

〃 Ｂ 前 田 隆 守 〃 大工町頭 〃 （大正１５年３月１８日生）

〃 Ｂ 池 田 英 樹 〃 吉成 病気療養中

第３号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成１８年度鳥取県医師会会費減免申請一覧

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ２２ ３ １０ ０ ０ ３５ １，２８４，０００

中 部 １２ １ １ ０ ０ １４ ８８８，０００

西 部 １９ ０ ４ ０ ０ ２３ ７０８，０００

大 学 ０ ０ ２３ ０ ０ ２３ ２７６，０００

計 ５３ ４ ３８ ０ ０ ９５ ３，１５６，０００
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 大 石 徹 鳥取市鍛冶町 病気療養中

〃 A１ 太 田 康 人 〃 青葉町 〃

中 部 Ｂ 米 増 保 倉吉市宮川町 老齢会員（明治４３年１月２日生）

〃 A１ 斎 藤 鈴 子 東伯郡湯梨浜町下浅津 〃 （大正９年３月７日生）

〃 Ｂ 松 田 伸 倉吉市新町 〃 （大正９年４月２１日生）

〃 A１ 名 島 俊 一 〃 東岩倉町 〃 （大正１０年１１月１６日生）

〃 Ｂ 安 梅 みどり 〃 関金町大鳥居 〃 （大正１１年７月１６日生）

〃 Ｂ 佐々木 安 夫 〃 〃 関金宿 〃 （大正１１年８月７日生）

〃 A１ 徳 岡 淳 一 倉吉市八屋 〃 （大正１１年９月２０日生）

〃 Ｂ 宮 川 鉄 男 東伯郡北栄町瀬戸 〃 （大正１２年３月２８日生）

〃 Ｂ 早 川 慶 子 鳥取市行徳 〃 （大正１３年４月２２日生）

〃 A１ 大 石 恒 善 倉吉市西仲町 〃 （大正１３年６月９日生）

〃 Ｂ 垣 田 堅二郎 〃 東岩倉町 〃 （大正１４年１１月１８日生）

〃 A１ 門 脇 好 登 〃 瀬崎町 〃 （大正１５年１月１１日生）

〃 Ｂ 山 名 忠 己 〃 昭和町 病気療養中

西 部 Ｂ 田 中 喜美恵 米子市錦町 老齢会員（大正４年５月１６日生）

〃 Ｂ 小 谷 晴 彦 西伯郡大山町御来屋 〃 （大正５年９月１５日生）

〃 Ｂ 都 田 睦 子 境港市京町 〃 （大正６年１月３日生）

〃 A１ 板 倉 奨 日野郡日南町多里 〃 （大正６年１１月１５日生）

〃 Ｂ 渡 邉 豊 米子市観音寺 〃 （大正７年１０月１８日生）

〃 A１ 入 沢 俊 夫 日野郡日南町矢戸 〃 （大正８年６月１８日生）

〃 Ｂ 中 下 静 夫 境港市朝日町 〃 （大正９年６月２４日生）

〃 Ｂ 笠 木 慶 治 米子市中町 〃 （大正１０年１月２日生）

〃 Ｂ 田 中 禾 一 〃 彦名町 〃 （大正１０年５月２６日生）

〃 Ｂ 島 隆 允 〃 旗ヶ崎 〃 （大正１１年２月２２日生）

〃 Ｂ 木 下 準四郎 〃 皆生温泉 〃 （大正１１年７月３０日生）

〃 Ｂ 川 西 基 次 西伯郡南部町福里 〃 （大正１２年１月８日生）

〃 Ｂ 都 田 治 米子市紺屋町 〃 （大正１２年１１月２４日生）

〃 Ｂ 木 下 干 城 〃 角盤町 〃 （大正１３年２月２６日生）

〃 Ｂ 佐 古 恒 徳 〃 加茂町 〃 （大正１３年５月２２日生）

〃 Ｂ 脇 田 收 吉 〃 中町 〃 （大正１４年１月３０日生）

〃 A１ 花 園 直 人 米子市東福原 〃 （大正１４年２月５日生）

〃 Ｂ 森 田 隆 朝 〃 上福原 〃 （大正１４年９月２８日生）

〃 Ｂ 福 島 武 彦 境港市元町 〃 （大正１４年１１月５日生）
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【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東部 Ｂ 矢田 憲孝 鳥取県立中央病院

〃 Ｂ 森尾 郁子 〃

〃 Ｂ 村脇あゆみ 〃

〃 Ｂ 米本 大貴 〃

〃 Ｂ 稲田 耕大 〃

〃 Ｂ 金田 祥 〃

〃 Ｂ 早野 護 鳥取赤十字病院

〃 Ｂ 藤井 洋輔 鳥取市立病院

〃 Ｂ 平 真人 鳥取生協病院

〃 Ｂ 奥田憲太郎 〃

中部 Ｂ 野口 壮士 鳥取県立厚生病院

西部 Ｂ 角田 宏明 山陰労災病院

〃 Ｂ 前川 俊 〃

〃 Ｂ 樋野 祥子 〃

〃 Ｂ 津田 史江 〃

鳥取大学 Ｂ 後藤 芳子 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 黒田 博彦 〃

〃 Ｂ 池淵雄一郎 〃

〃 Ｂ 乗本 共香 〃

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院

鳥取大学 Ｂ 平井 雅之 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 宮原 直樹 〃

〃 Ｂ 宮原 史子 〃

〃 Ｂ 林 愛 〃

〃 Ｂ 池原 和彦 〃

〃 Ｂ 大野 光洋 〃

〃 Ｂ 林 暁洋 〃

〃 Ｂ 宮石 浩人 〃

〃 Ｂ 中庭 茜 〃

〃 Ｂ 鈴木 千夏 〃

〃 Ｂ 三木 志保 〃

〃 Ｂ 木谷 修一 〃

〃 Ｂ 藤田 章啓 〃

〃 Ｂ 林 征太郎 〃

〃 Ｂ 藤瀬 幸 〃

〃 Ｂ 藤井 一博 〃

〃 Ｂ 前田 彰宏 〃

〃 Ｂ 片寄 道子 〃

〃 Ｂ 瀧村 和則 〃

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

125



第４号議案 平成１８年度鳥取県医師会一般会計収支予算について

平成１８年度鳥取県医師会一般会計収支予算

【収入の部】
（単位：千円）

大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

１．会 費 ８７，９８５８３，６２８ ４，３５７

１．会費収入
（５１．１２％）

８２，９８５７８，６２８ ４，３５７

１．会費収入 ８０，５７８７６，３０３ ４，２７５

� 均等割
会費収入 ８０，５７８２４，３０３５６，２７５

A１ ＠１５６，０００×４１４人＝６４，５８４，０００円�
�
�
＠７２，０００× ６人＝ ４３２，０００円
＠１２０，０００×１０人＝１，２００，０００円

A２ ２３人＝４，６４２，０００円
B ＠１２，０００×８１０人＝９，７２０，０００円

� 所得割
会費収入 ０５２，０００ －５２，０００

２．特別会費
収入 ２，４０７ ２，３２５ ８２

� 医事紛
争処理委
員会会費

８０１ ８１１ －１０ ＠１，８００×４４５人

� 学校医
部会会費 ６９０ ６５４ ３６ ＠３，０００×２３０人

� 産業医
部会会費 ９１６ ８６０ ５６ ＠２，０００×４５８人

２．入会金収
入
（３．０８％）

５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収
入 ５，０００ ５，０００ ０ ＠５００，０００×１０人

２．負 担 金 ２，４２１ ２，４２１ ０

１．負担金収
入
（１．４９％）

２，４２１ ２，４２１ ０

１．社会保険
通信負担金 ５６１ ５６１ ０ ＠２，４００×２３４部

２．会館維持
負担金 １，８６０ １，８６０ ０ 医師国保組合、北陽サービス

３．補 助 金 １５，２７２１４，４７４ ７９８

１．補助金等
収入
（９．４１％）

１５，２７２１４，４７４ ７９８

１．日医補助
金 ５，８２０ ５，５９９ ２２１

都道府県医師会助成費２，７００，０００円
生涯教育助成費 １，１７９，７５０円
勤務医活動助成費 ５００，０００円
年金普及推進運動助成費 ６５，０００円
医賠責特約保険制度運営経費他

４７６，０００円
指導医のための教育ワークショップ補助金

３００，０００円
セミナー「脳・心血管疾患講座」開催補助金

４００，０００円
セミナー「慢性呼吸器疾患講座」開催補助金

２００，０００円
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

２．県 委 託
金・補助金 ７，５６５ ７，１７６ ３８９

特別医療協力費 ２，５００，０００円
在宅医療推進実地研修費９３６，０００円
臨床検査精度管理委託金７００，０００円
高度救命処置研修事業補助金

１，１１７，０００円
小児救急医師確保等調整事業委託金

２，３１２，０００円

３．産業医研
修委託金 １，８８７ １，６９９ １８８ 産業医研修委託金 １，５８７，０００円

産業医研修連絡協議会 ３００，０００円

４．寄 付 金 １０ １０ ０

１．寄 付 金
（０．０１％）

１０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

５．雑 収 入 １０，１１６１０，１７７ －６１

１． 雑 収 入
（６．２３％）

１０，１１６１０，１７７ －６１

１．受取利息 １２０ ３０ ９０ 普通預金利息・積立金利息

２．雑 収 入 ７，８２９ ７，７６７ ６２

医師賠償保険人件費負担金
１，９６０，０００円

健対協人件費負担金 ４，１２９，０００円
健対協消耗品費等負担金６００，０００円
医学雑誌別刷個人負担分等

３５０，０００円
労災保険情報センター協力費

６９０，０００円
その他 １００，０００円

３．広告・手
数料他収入 ２，１６７ ２，３８０ －２１３

会報・医学雑誌・会員録広告料等
１，５２２，０００円

会場使用料 １００，０００円
日医認定産業医・スポーツ医申請手数料

３００，０００円
母体保護法指定医指定手数料

２４５，０００円

６．繰 入 金 １６，５００２０，０００ －３，５００

１．繰 入 金
（１０．１６％）

１６，５００２０，０００ －３，５００

１．生命保険
事務費繰入 １６，５００２０，０００ －３，５００

７．特定預金
取崩収入

４０ ４０ ０

１．特定預金
取崩収入
（０．０２％）

４０ ４０ ０

１．緊急事業
積立金取崩
収入

１０ １０ ０

２．役員退職
慰労金積立
金取崩収入

１０ １０ ０

３．職員退職
積立金取崩
収入

１０ １０ ０

４．医事紛争
処理積立金
取崩収入

１０ １０ ０
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

当 期 収 入 合 計 � １３２，３４４１３０，７５０ １，５９４

前期繰越収支差額（１８．４８％） ３０，０００３０，０００ ０

収 入 合 計 � １６２，３４４１６０，７５０ １，５９４
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【支出の部】
（単位：千円）

大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

１．事 業 費
（３９．３３％）

６３，８４９６１，６１３ ２，２３６

１．医学向上
費
（６．６８％）

１０，８５０１０，１４０ ７１０

１．医学会費 ４，５５０ ４，１５０ ４００

医学会費（２回） １，２００，０００円
生涯教育講座地区委託金

１，０００，０００円
生涯教育委員会（１回）３００，０００円
鳥取医学賞 １５０，０００円
卒後臨床研修対策委員会２００，０００円
セミナー「脳・心血管疾患講座」開催経費

４００，０００円
セミナー「慢性呼吸器疾患講座」開催経費

２００，０００円
指導医のための教育ワークショップ開催経費

１，１００，０００円

２．中国四国
医師会医学
会費

１，９００ １，５９０ ３１０ 旅費（高知） １，４１０，０００円
諸費・負担金 ４９０，０００円

３．鳥取医学
雑誌発行費 ４，４００ ４，４００ ０ 印刷費・送料（年４回）３，６００，０００円編集委員会費他 ８００，０００円

２．地域社会
活動費
（８．８８％）

１４，４２３１１，７８１ ２，６４２

１．地域社会
対策費 ２，０００ ２，４９０ －４９０

健康対策協議会補助金１，３００，０００円
禁煙指導対策委員会 ３００，０００円
禁煙指導対策地区医師会補助金

３００，０００円
その他 １００，０００円

２．調査研究
費 ２，５７９ ２，７７９ －２００

臨床検査精度管理委員会（２回）
２５０，０００円

臨床検査精度管理費・報告書他
１，８００，０００円

メディファックス購読料４２９，０００円
資料整備費 １００，０００円

３．糖尿病対
策費 ３５０ ０ ３５０ 糖尿病対策推進会議 １５０，０００円

糖尿病対策費 ２００，０００円

４．救急・防
災対策費 ４，０５１ １，８１２ ２，２３９

防災・救急医療担当理事連絡協議会
２００，０００円

救急医療・麻薬対策費 １６０，０００円
ACLS委員会 ２００，０００円
高度救命処置研修事業費

１，１１７，０００円
小児救急医師確保等調整事業費

２，３１２，０００円
衛星携帯電話使用料 ６２，０００円

鳥取県医師会報 ０６．５ 臨時号

129



大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

５．情報シス
テム対策費 ４，９４３ ４，２００ ７４３

情報システム運営管理費
２，６００，０００円

会報、医学雑誌PDF・HTML作成費
４９３，０８０円

情報システム運営委員会（１回）
２５０，０００円

情報システム整備費 ３００，０００円
日医医療情報システム協議会

２００，０００円
情報システムに関する講演会・会議費

４００，０００円
会員情報管理システム設計料

７００，０００円

６．感染症対
策費 ５００ ５００ ０

感染症危機管理対策委員会
３００，０００円

感染症危機対策費 １００，０００円
インフルエンザ、タミフル対策費

１００，０００円

３．社会保障
対策費
（３．４１％）

５，５３６ ５，５３６ ０

１．社会保障
医療対策費 ２００ ２００ ０ 健保・生保立会旅費

２．社会保障
部費 ２，９００ ２，９００ ０

社会保障部委員会総会（１回）
９５０，０００円

社会保障部常任委員会（１回）
３００，０００円

社会保険指導者講習会 ３００，０００円
健保組合・国保連合会との懇談会

３５０，０００円
保険対策費他 １，０００，０００円

３．介護保険
対策費 １，１３６ １，１３６ ０

介護保険対策委員会（２回）
２００，０００円

在宅医療推進研修費地区委託金
９３６，０００円

４．社会保険
通信発行費 １，３００ １，３００ ０ 社会保険通信、社会保障部だより

４．医政対策
費
（２．８６％）

４，６５０ ４，６５０ ０

１．医政関係
費 １，４００ １，４００ ０

医療懇話会 ３００，０００円
三師会 ３００，０００円
医政活動費 ８００，０００円

２．診療情報
提供・自浄
作 用 活 性
化・医療安
全対策費

１，２５０ １，１５０ １００

診療情報提供推進委員会２００，０００円
診療情報提供対策費他 １００，０００円
医療安全対策委員会 ２５０，０００円
医療安全対策講演会他 ６００，０００円
自浄作用活性化対策費 １００，０００円

３．個人情報
保護対策費 ２００ ３００ －１００ 資料作成費他 ２００，０００円

４．会長交際
費 ６００ ６００ ０

５．県医交際
費 １，２００ １，２００ ０
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

５．医療経済
対策費
（１．２８％）

２，０７０ ２，０７０ ０

１．経営対策
費 ６００ ６００ ０

医師会活動説明会 ３００，０００円
有床診療所対策費 ２００，０００円
経営対策費 １００，０００円

２．医療事故
対策費 １，４７０ １，４７０ ０

医事紛争処理委員会（１回）
２００，０００円

医療事故講演会 ２００，０００円
旅費・調査費他 ４００，０００円
弁護士顧問料（２名） ６７０，０００円

６．広報活動
費
（６．４４％）

１０，４５０１０，６７０ －２２０

１．会 報 費 ９，４５０ ９，９７０ －５２０

印刷費（月１回）・臨時号（年１回）
８，０００，０００円

送料 １，３００，０００円
編集費 １５０，０００円

２．広報宣伝
費 １，０００ ７００ ３００ 対内・対外広報活動費 ４００，０００円

健康フォーラム経費 ６００，０００円

７．部 会 費
（４．０７％）

６，６００ ６，４５０ １５０

１．母体保護
法指定医部
会

３００ ３００ ０
母体保護法指定助成金 １００，０００円
母体保護法指定医師審査委員会

２００，０００円

２．学校医部
会 ２，４００ ２，２５０ １５０

全国学校医大会他 ３５０，０００円
中国地区学校医大会（鳥取）

６００，０００円
日本学校保健会々報 ２３０，０００円
学校保健会拠出金 ８０，０００円
地区医師会補助金（３地区）

５４０，０００円
学校医部会運営委員会・研修会他

６００，０００円

３．健 康 ス
ポーツ医部
会

３００ ３００ ０ 研修会他

４．労災・自
賠責部会 ４００ ４００ ０ 労災・自賠責部会（１回）２００，０００円印刷費他 ２００，０００円

５．産業医部
会 ２，６００ ２，６００ ０

産業医研修会（４回）１，５００，０００円
産業医部会運営委員会（１回）

２５０，０００円
産業保健協議会（１回）２５０，０００円
産業安全衛生大会 １１０，０００円
産業保健活動全国会議他１００，０００円
産業保健推進センター対策費

１００，０００円
送料他 ２９０，０００円

６．病院連絡
会議 ２００ ２００ ０ 病院協会補助金他

７．勤務医部
会 ４００ ４００ ０ 勤務医部会委員会他

８．福祉対策
費
（１．６３％）

２，６５０ ２，４５０ ２００

１．福祉事業
費 １，６００ １，５５０ ５０ 女性医師の会対策費 ２００，０００円

会員録印刷費他 １，４００，０００円
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

２．表彰弔慰
費 ８５０ ７００ １５０

表彰費（喜寿米寿白寿祝含）
４５０，０００円

弔慰費 ４００，０００円

３．協力貯蓄
運営費 ２００ ２００ ０ 印刷費、送料他

９．地区医師
会連絡費
（３．４６％）

５，６２０ ６，８６６ －１，２４６

１．連絡協議
会費 １，７００ １，７００ ０

地区医師会長会議 ２００，０００円
地区医師会との懇談会（４回）

９００，０００円
看護・事務職員連絡会議４００，０００円
地区連絡費 ２００，０００円

２．地区医師
会補助金 １，４００ １，４００ ０

看護学校補助金（東・中・西部）
６００，０００円

健康教育活動補助金（東・中・西・大学）
８００，０００円

３．地区医師
会交付金 １，２８０ ２，５５０ －１，２７０ 東部 ４５０，０００円、中部 ２５０，０００円

西部 ４５０，０００円、大学 １３０，０００円

４．事務費交
付金 １，２４０ １，２１６ ２４ 東部 ４８０，０００円、中部 ２００，０００円

西部 ５００，０００円、大学 ６０，０００円

１０．諸支出金
（０．６２％）

１，０００ １，０００ ０

１．特別事業
費 ５００ ５００ ０

２．その他支
出金 ５００ ５００ ０

２．総 務 費
（５４．５６％）

８８，５７９８７，１６５ １，４１４

１．事 務 費
（４４．６０％）

７２，４０８７１，１５０ １，２５８

１．報 酬 ８，５７０ ８，５７０ ０

� 役員報
酬 ８，５６０ ８，５６０ ０

役員報酬 ８，０５０，０００円
・会長１人 ・副会長２人
・理事１２人 ・監事２人
・議長１人 ・副議長１人
税理士報酬 ５１０，０００円

� 退任役
員慰労金 １０ １０ ０

２．給 与 ３４，７１０３３，６５２ １，０５８

� 給 料 ２３，０８７２２，５７５ ５１２ 職員８名 基本給

� 職員手
当 １１，６１３１１，０６７ ５４６

期末勤勉手当 ９，０９６，０００円
管理職・職務手当 ７９０，８００円
時間外手当 １，２５０，０００円
通勤手当 ４７７，０００円

� 退職金 １０ １０ ０

３．旅 費 ５，５００ ５，５００ ０ 役員旅費 ３，０００，０００円
職員旅費 ２，５００，０００円

４．一般事務
費 ４，１９２ ４，１９２ ０

役務費 １，０００，０００円
需要費 ２，６００，０００円
会計事務管理費 １５２，０００円
会費等領収書送料他 ４４０，０００円
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

５．交 通 費 １，２００ １，２００ ０

６．共 済 費 ６，７８６ ６，４８６ ３００

健保厚生年金保険料 ４，８００，０００円
労働保険料 ８００，０００円
中小企業退職金共済掛金５７６，０００円
役員傷害保険料 ６１０，０００円

７．福利厚生
費 ５５０ ５５０ ０ 職員健康診断費用 ５０，０００円

職員福利費 ５００，０００円

８．光熱水費 ２，９００ ３，０００ －１００
電気代 ２，１００，０００円
水道・ガス代 ３００，０００円
灯油代 ５００，０００円

９．公 課 費 ８，０００ ８，０００ ０ 固定資産税 ５，０００，０００円
収益事業に係る税金 ３，０００，０００円

２．会 議 費
（５．５６％）

９，０２０ ９，０２０ ０

１．総 会 費 ６００ ６００ ０

２．代議員会
費 ２，３００ ２，３００ ０ 旅費（３回） １，４００，０００円

諸費・資料等 ９００，０００円

３．理事会費 ５，４７０ ５，４７０ ０ 常任理事会（１２回） １，５６０，０００円
理事会（１２回） ３，９１０，０００円

４．監事会費 ２００ ２００ ０ 旅費・諸費

５．委員会費 ４５０ ４５０ ０ 裁定委員会費 ２５０，０００円
諸規程改正検討委員会費２００，０００円

３．負 担 金
（０．７８％）

１，２６５ １，２２０ ４５

１．中国四国
医師会連合
負担金

９８５ ９８０ ５
中国四国医師会連合総会（岡山）

８６０，０００円
関係費負担金 １２５，０００円

２．関係団体
負担金 ２８０ ２４０ ４０ 公衆衛生協会費等

４．会館管理
運営費
（３．６２％）

５，８８６ ５，７７５ １１１

１．維持管理
費 ４，３８６ ４，２７５ １１１

会館清掃料 １，３５０，０００円
エレベーター保守料 ７５６，０００円
警備保障料 ５０４，０００円
空調設備保守点検料 ９１０，０００円
電気関係保安監理手数料２００，０００円
自動火災報知設備保守料１６０，０００円
火災保険料 ２４０，０００円
オイルタンク管理料 １２６，０００円
その他の管理料 １４０，０００円

２．管理運営
費 １，５００ １，５００ ０ 営繕関係諸費 １，５００，０００円

３．特定資産
支出
（２．６５％）

４，３００ ４，７３０ －４３０

１．特定預金
支出
（２．６５％）

４，３００ ４，７３０ －４３０

１．緊急事業
積立金 １０ １０ ０ 別途積立金 ４２，６５１，０００円

（１８．１．３１現在）

２．役員退職
慰労金積立
金

７３０ ７３０ ０ 別途積立金 ３，８５０，０００円
（１８．１．３１現在）
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

３．職員退職
給与積立金 ３，５５０ ３，９８０ －４３０

１９年３月末必要額（８名分）
６８，１９８，２３５円

中小企業退職金共済積立額
（１９．３．３１見込８名分）

１７，９１３，４４１円
別途積立金 ４６，７３９，１７９円
（１８．３．３１見込）

４．医事紛争
処理積立金 １０ １０ ０ 別途積立金 ４，８００，０００円

（１８．１．３１現在）

４．予 備 費
（３．４６％）

５，６１６ ７，２４２ －１，６２６

１．予 備 費
（３．４６％）

５，６１６ ７，２４２ －１，６２６

１．予 備 費 ５，６１６ ７，２４２ －１，６２６

当 期 支 出 合 計 � １６２，３４４１６０，７５０ １，５９４

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －３０，０００ －３０，０００ ０

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０
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第５号議案 平成１８年度鳥取県医師会共済会収支予算について

平成１８年度鳥取県医師会共済会収支予算

【収入の部】 （単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．会 費 １３，５７２ １３，５７２ ０
３６，０００円×２９４人＝１０，５８４，０００円

１８，０００円×１６６人＝２，９８８，０００円

２．財 産 収 入 ５ ５ ０ 積立金利息

３．雑 入 ２，００１ ３，００１ －１，０００ 積立金取崩金 ２，０００，０００円

当 期 収 入 合 計（Ａ） １５，５７８ １６，５７８ －１，０００

前期繰越収支差額 ３，０００ ２，０００ １，０００

収 入 合 計（Ｂ） １８，５７８ １８，５７８ ０

【支出の部】

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．一般事務費 ３０ ３０ ０

２．委 員 会 費 ２００ ２００ ０

３．病気療養見舞金 １２，２４０ １２，２４０ ０

入院

１５，０００円×９０日×８人＝１０，８００，０００円

居宅

３，０００円×６０日×８人＝１，４４０，０００円

４．弔 慰 金 ５，０００ ５，０００ ０ ５００，０００円×１０人＝５，０００，０００円

５．配偶者弔慰金 １００ １００ ０ ５０，０００円×２人＝ １００，０００円

６．退会慰労金 ３３０ ３３０ ０

７．災害見舞金 ５００ ５００ ０

８．積 立 金 １０ １０ ０
別途積立金 １３０，０７０，０００円

（１８．１．３１現在）

９．予 備 費 １６８ １６８ ０

当期支出合計（Ｃ） １８，５７８ １８，５７８ ０

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －３，０００ －２，０００ －１，０００

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０
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第６号議案 平成１８年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算について

平成１８年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算

【収入の部】 （単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．団体事務費 １７，０４０ １８，６００ －１，５６０
団体事務取扱手数料 ９社分

１，４２０，０００円×１２か月

２．財 産 収 入 １ １ ０ 普通預金利息

当 期 収 入 合 計（Ａ） １７，０４１ １８，６０１ －１，５６０

前期繰越収支差額 ６００ ３，４００ －２，８００

収 入 合 計（Ｂ） １７，６４１ ２２，００１ －４，３６０

【支出の部】

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．一般事務費 ４７０ ４４０ ３０ 口座振り替え手数料、通信費

２．繰 出 金 １６，５００ ２０，０００ －３，５００ 一般会計へ

３．予 備 費 ６７１ １，５６１ －８９０

当期支出合計（Ｃ） １７，６４１ ２２，００１ －４，３６０

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －６００ －３，４００ ２，８００

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０

※配当金については毎年、かなりの変動があるが、全額、会員への配当金となるため計上していない。
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第７号議案 平成１８年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算について

平成１８年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算

【収入の部】 （単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．積 立 金 １０，３２０ １０，３９２ －７２
Ａ１ ２，０００円×１２か月×

４３０人＝１０，３２０，０００円

２．雑 入 １ １ ０ 普通預金利息

当 期 収 入 合 計（Ａ） １０，３２１ １０，３９３ －７２

前期繰越収支差額 ２６，３２６ １５，９９０ １０，３３６

収 入 合 計（Ｂ） ３６，６４７ ２６，３８３ １０，２６４

【支出の部】

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．諸 経 費 １０ １０ ０

２．修 繕 費 ３６，６３７ ２６，３７３ １０，２６４
ボイラー修繕費 １０，０００，０００円

大規模修繕等 ２６，６３７，０００円

当期支出合計（Ｃ） ３６，６４７ ２６，３８３ １０，２６４

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －２６，３２６ －１５，９９０ －１０，３３６

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０
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